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　うおう、寒い！

　都内特有の乾かん燥そうしきった風が、スカートに入り込む。

　ちきしょう。学校よ！

　黒タイツを解かい禁きんしやがれ。何が「黒タイツを穿はくと服装の乱れに繋つながる」だ。黒タイツ如ごときで、乱れた制服のエロスを感じる教師共の脳のう内ないこそ乱れきっているだろ。

　一〇月から同じ内容で怒り寒がるわたしの名は、峰みね倉くらあすみ。女子中学生。

　いつもと同じ時間、同じ場所を歩き、学校へ向かう一いつ匹ぴき狼おおかみ。半年前までは、愛する彼と一緒に登校していたが今は一人だ。

　あの頃は、夏の暑さにも冬の寒さにも負けずノーマル制服で耐えていた。だが、一人で登校するようになってから、わたしは本来の姿に戻ってしまった。つまり、女として最低限の身だしなみすら捨て、実用本位な登校スタイルを確立したのだ。頰ほおへの寒かん風ぷう直ちよく撃げきを避けるべく髪かみは結ばない。ブラウス下にはユニクルのヒートテックスを二枚重ねにして、首には長すぎるオレンジ色のマフラーを装そう着ちやく。ちなみにオレンジ色は南なん極きよく越えつ冬とう隊たいが心理的な温かさを感じるという理由でテントの内側に採用している色だ。

　そして、ピーコートには『貼はるポッカイロ』を内側にベタベタ貼っている。剝はがすのが面めん倒どうなので、重ね貼りしているから非常に重い。だが、鉄てつ粉ぷんが含まれるカイロのおかげで防ぼう弾だん仕し様ようにパワーアップした。デューク東とう郷ごうに狙ねらわれても安全安心。

　なお、スカート内部の装備は極ごく秘ひだ。体育で着替えに手間取ることだけは断言しておく。

　そんな寒がりで、防寒のためには手間を惜しまないわたしの日常は、バレンタインが近づいたある日、唐とう突とつに崩くずれ去さった。

　何も、今年の最低気温をマークした日じゃなくてもと思うのだが、起きてしまったのだから仕方がない。




　時は、八時一五分。




　通学路、最大の難所である長い坂。木々に囲まれた大おお沢さわ団だん地ちの薄暗い歩道で、わたしは呼び止められたのだ。

「そなたに悪あく霊りようが取とり憑ついておる」

　なんと突とつ然ぜん、オカルト用語による攻撃！




　声のした方を振り返ると、お坊ぼうさんが立っていた。二年近くも通学している道で、坊ぼう主ずに出会うのは初めてだ。

　虚こ無む僧そうと言うのだろうか？

　竹で編まれた円えん筒とう形けいの編あみ笠がさを被かぶり、黒い着物に紫むらさき色いろの袈け裟さを身につけ、草ぞう履りを履いている。手には輪っかがついた錫しやく杖じようまで装備していた。今では時代劇でも滅めつ多たに見ない完かん璧ぺきな虚無僧ルックだ。しかも、竹編みの笠で頭をすっぽり覆おおっているので人にん相そうがわからない。こういう時、女子中学生がすべき行動はひとつだ。

　無視。

　大方、新しん興こう宗しゆう教きようにかぶれた勧かん誘ゆう員いんだろう。勧誘されて、洗せん脳のうされて、中学生の身の上で教きよう祖そ様さまのハーレム作りに協力する気は毛もう頭とうない。スタスタ立ち去ろうとするも、追加ボイスが発せられた。

「峰倉あすみ。一三歳。二年Ｄ組、出席番号二一番。今ならまだ間に合う。除じよ霊れいせい」

　あらまぁ大正解。ストーカーさんでしたか？

　警察に通報しようとしたが、大変な忘れ物をしていた。今日は塾じゆくがないので、家に携けい帯たい電でん話わを置きっぱなしである。

「今日は寺てら子こ屋やもあるまい。通信機器を携帯しておらぬ事、すでに見通していると知れ」

　ギャッ、携帯を持ってないことまで知られてる！

　観念して向き直った。今の時間なら他にも登校途中の生徒がいるはずだから、拉ら致ち監かん禁きんされる恐れは少ないだろう。しかし、現実は甘くなかった。始業時間ギリギリなのであたりには生徒が誰だれもいないのだ。さらに通行人はおろか、車すら通っていない。

　都会のエアポケット状態だ！

「誰か助けて下さい！　怪あやしい格かつ好こうをしたお坊さんに拐かどわかされそうです！」

　人じん家かに届け叫さけび声ごえ！　住人召しよう喚かん！　しかし、坊主は怯ひるまない。

「この法衣は仏の加か護ごを受けた正装だ。怪しい格好ではない」

　たしかにその通りだ。異様な格好だが、お坊さんとして見ればきちんとした服装だ。サラリーマンにたとえれば、スーツをビシッと着ているようなものである。すみませんでした。訂てい正せいします。

「お坊さんに拐かされそうです！」

　しかし、坊主は怯まなかった。

「拙せつ僧そうは拐かしをする無ぶ頼らいではない。魂たましいの救済を手助けする者じゃ」

　そう言えばそうだ。お坊さんは寺で読ど経きようしたり木もく魚ぎよを叩たたいたりする人だ。冷静に考えると誘ゆう拐かいを目もく論ろむ理由はない。落ち着きを取り戻して尋たずねた。

「では、何の用ですか？　お坊さん」

「再三申しておる。お主に悪い霊が憑いているのじゃ」

　編み笠の隙すき間まから光る眼が、わたしの背後を見ている気がした。

　何？　背はい後ご霊れい？　それでも、よくある新興宗教の勧誘文句に過ぎないので、わたしは適当に打ち切ることにした。

「親類がお寺に勤めているので、高価なツボや数じゆ珠ずの類たぐいの販売は結構です。では、ごきげんよう」

　走ってしまえば追いつけないだろう。間かん髪はつを容いれず、猛もうダッシュで坂を駆かけ下おりた。寒い上にお坊さんからのキャッチセールス。おまけに全ぜん力りよく疾しつ走そう。学校へ着くまでに疲れてしまう。今日はついていない。

　全力で二〇〇メートルほど走って安心した。都道まで出れば安全だ。振り返ると虚無僧はいない。撒いたようだ。

　安心したのもつかの間。交差点を曲がると、振り切ったばかりの虚無僧が立ちはだかっていた。あり得ない。近道なんかないし、抜かれた覚えもないぞ。最近のお坊さんはテレポートなんていう、空間湾わん曲きよく不可思議技能でも身につけているのか？　わたしは寒波のせいではない寒気を感じた。

「峰倉あすみよ。このままだと、お主は悪霊によって災さい厄やくに見舞われるぞ」

「べつにいいもん。悪いことが起きても自分の才覚で乗り切るから」

「おまえの想い人、高たか柳やなぎ尚なお人とにも伝でん播ぱするがそれでもいいのか？」

　うお!?　なんでこの虚無僧は、わたしが愛してやまない幼なじみの高柳君まで知っているのだ？　わたしは、高柳君の名前が出てマインドコントロールされてしまった。彼に悪霊とやらが悪さをするなら、どんな手段を用いても何とかしなくてはならない。これはわたしのアイデンティティであり、宇宙が創生されて以来の不ふ文ぶん律りつだ。神がわたしに課した十じゆう字じ架かなのだ。

「お坊様、お助け下さい。教祖様のハーレムに加入する以外なら何でもします」

　虚無僧は、大きく頷うなずいた。




　わたしと高柳君の出会いは、一三年前に溯さかのぼる。

　彼とは産うぶ湯ゆの中で出会った。誇こ張ちようではない。同じ病院で誕生したのだ。ちなみにわたしは高柳君と一緒になるため、出産予定日を二カ月も繰り上げて、母の腹から這はい出でた。だから誕生日も一緒。ついでに家はお隣となりさんで、父親同士が友達だったりする。そのため、以来ずっと兄妹のような関係が続いていた。

　だが、そんな関係は小学生までだった。中学校への入学と同時に彼に喉のど仏ぼとけができてから、関係が一変してしまったのである。簡単に説明すると、わたしはフェロモンに惹ひかれるハエになったのだ。ただ残念ながら、わたしが勝手に愛しているだけで彼には想いを伝えられていない。モジモジ片思いである。

　しかし、喉仏とはよく言ったものだ。彼はわたしにとって仏そのもの。わたしは高たか柳やなぎ仏ぼとけに仕つかえる尼あまなのだ。そのような、無欲で愛あい欲よくに満ちた生活を二年も送っている。




　で、本物の仏に仕える虚無僧は、道みち端ばたで筆ふでを取り出して短たん冊ざくに何やら書いていた。どうやら、虚無僧はわたしを誘拐したり、猥わい褻せつなことをするつもりはないらしい。それがわかった途と端たん、虚無僧からリラックスするような不思議なオーラを感じた。そこに存在しているのに、いないような感じ。無む我がの境きよう地ちとかいうのだろうか。よく漫まん画がやゲームで、主人公キャラがこういったお坊さんと対戦すると、この手の特殊能力に苦戦する。

「まずは、この守り札をカバンに入れて常時身につけよ。肌はだ身み離さず持ち歩く必要はないが、持ち主を守護し霊力を高める効果がある」

　虚無僧は、書き終えた短冊を折りたたむと、神社で売っているようなお守りの袋に入れて、こちらに差し出した。まぁ、見た目はただのお守りだ。虚無僧が何を書いたのか気になったので、開けて見ようとしたら怒られた。

「悪霊を祓うまで開けてはならぬ。効力が霧む散さんする故ゆえ」

　あぶない、あぶない。さっそく有あり難がたい御ご利り益やくを消してしまうところだった。言われたとおりにカバンへ放り込む。

「じゃあ、そろそろ、わたしにくっついている霊をおっぱらって下さい。遅ち刻こく寸すん前ぜんなので」

　しかし、虚無僧は低い声で言い切った。

「できん」

　おいおい、そりゃないだろ。

「お坊さん！　除霊をしてくれるんじゃないんですか!?　このままでは高柳君が!!」

「落ちつけ。まだ直接的な被害は出ない」

「でもでも、こんな薄うすっぺらいお守りだけでは不安なんです。ツボでも数じゆ珠ずでも売って下さい」

　懇こん願がんすると、虚無僧は懐ふところからおもむろに包みを取り出した。これが悪あく霊りよう退たい散さんのアイテムだろうか？　紫色のハンカチみたいな布に包まれ、中身はわからないが凄すさまじいオーラを感じる。

「無論、守り札だけでは根本的な解決にならぬ。したがって、他者への影響を防ぐための法具が必要になる。そなたが出で羽わの山中に籠こもり、修行をすれば法具の必要はないが、学徒ゆえ修行を施ほどこす代わりにこれを授さずける」

　虚無僧は、勿もつ体たいぶった口上を述べ、紫の包みごと法具をわたしに授けた。勝手に金属製の仏具を想像していたが、予想外に軽い。

「開けていいんですか？」

「うむ、開けて装そう用ようせよ。起床後に顔を洗ってから、清めた手にて装着せい。そして、就しゆう寝しん時じは取り外すがよかろう。長時間、着け続けると身体からだへの負ふ担たんが大きいので、体調に合わせ装用時間を短くしてもよい」

　身体への負担が大きい？

　不安なことを言われたが高柳君のためだ。デートできなくなるギリギリまで耐えよう。意を決して包みを開くと、意外な物だった。

「あのぅ、お坊様。これは？」

「眼球に装着する矯きよう正せい具ぐだ」

　なんのことはない。コンタクトレンズだ。外国メーカー製の使い捨てレンズで、一日使い切りのタイプ。どういう事だ？

「お坊様、わたしにメガネっ娘この属性がない事への当てつけですか？」

　まさか、虚無僧からコンタクトレンズを授かるとは。

　わたしは、眼科医が呆あきれる視力の持ち主。「Ｃ」マークが上から下まで見える鷹たかのような瞳ひとみを持つ。通称《島しま中ちゆうのホークアイ》。視力矯正具なんて必要ない。

「拙僧、無用の物は渡さぬ」

　坊主はそう断言したが、コンタクトレンズという俗ぞく世せのアイテムをくれたため、抱きかけた信頼は瓦が解かいし、且かつ、霊への怯おびえが消し飛んだ。どうせ、悪霊云うん々ぬんも噓うそに決まっている。

　わたしは財さい布ふから買い食い用の一二〇円を取り出し、虚無僧の懐へ全財産をねじ込んだ。

「これはお礼です。コンタクトレンズとお守りをありがとう、お坊様」

　賽さい銭せんを押しつけダッシュした。背後で虚無僧が何やら叫んでいるが、どうでもいい。早く学校へ入ってしまおう。そうすれば虚無僧がテレポートをしても追っては来れないはずだ。わたしはホームルーム開始のチャイムで校門へたどり着き、ホームルーム終了間際に教室へ駆け込んだ。

「峰倉あすみ、遅刻しました！　すみません!!」

「バケツを持って廊ろう下かで反省しろ！」

　大きな声で元気に自じ己こ申しん告こくしたが罰ばつを受けた。

　クラス中から嘲ちよう笑しようされる。

　その中には愛する高柳君も含まれていた。顔から火が出そう。

　あの坊主め。今度会ったら、輪りん廻ねの輪から弾はじき飛とばしてくれるわ。
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　朝から変な坊ぼう主ずに掻かき回まわされたり、高たか柳やなぎ君に笑われたりと、散さん々ざんな一日の幕まく開あけだ。しかも、担任の土ど井い先生は、わたしを廊ろう下かに立たせたことを忘れてしまい、一時間目も引き続きバケツを持つはめになった。そのため、今日二度目の笑いを提供することになり、わたしは不幸の連れん鎖さを味わった。

「ったく……馬ば鹿かあすみ。少しは早く家を出られねぇのか？　俺おれと登校していた頃は遅ち刻こくしなかっただろう？」

　高柳君が話しかけてくれた。天の采さい配はいか、今学期は席が隣となり同どう士しなのだ。窓際が高柳君、廊下側がわたし。順光を浴びて可か愛わいく見えるかな？　わたし。

「だって、あの頃は高柳君が迎えに来てくれていたんですもの。遅れるわけにいかなかったわ。あぁ、あの頃が懐なつかしいですわ。野球部の朝あさ練れんなんて消えてしまえばよろしいのに」

「朝練しないと試合に負けちまうだろ。負けると、練習しない俺が悪いと責めるのは誰だれだ？」

「どなたです？」

「お前だ！」

　頭をこづかれた。痛いけど気持ちいい。最近はこれが快感と化している。




　高柳君は野球部のレギュラーだ。一年生の三学期にレギュラーの座を射い止とめて、以来三さん塁るいを守っている。守備の要かなめ、三塁手。格かつ好こいいぜ。

　それにしても朝練が忌いま々いましい。当初は朝練なんてなかったのだが、高柳君がレギュラーになってから試合を勝ち進むようになった。そのため球児たちのモチベーションは跳はね上あがり、自主朝練が常態化した、というわけだ。朝練が始まってから一緒に登校できなくなって残念だけど、高柳君が野球で活かつ躍やくするのは嬉うれしいので我が慢まんだ。

　そう、我慢だ。

　我慢なのだ。

　ちなみに、高柳君は生徒会の役員もやっている。無論、立候補ではなく「善意ある推すい薦せん」で学校の運営にも携たずさわっているのだ。彼が役員になったおかげで学校の質は向上した！　あぁ、高柳君！　下級生の面めん倒どう見みもいいし、上級生との付き合い方も上う手まい。勉強も出来て、温和で優しい性格。究極の中学生でわたしの理想だ！




「ところで、その紫むらさきの包みは何？　峰みね倉くらさん」

　高柳君の肩に体重をかけながら、わたしの机つくえをのぞき込んだのは佐さ島じま君。高柳君と仲がよい生徒会の副会長だ。黒くろ縁ぶちメガネのせいで鈍どん臭くさく見えるが、実は整った顔立ちの持ち主である。高柳君の親友とも言える男なので仲良くしてやっている。

「これは、お坊さんからもらったコンタクトレンズよ」

「「？」」

　佐島君のみならず高柳君も首を捻ひねった。当たり前だ。お坊さんからコンタクトレンズを授かった人間なんて、古こ今こん東とう西ざいわたしが初めてだろう。人類初なのだ。二人は、わたしの言ったことを戯ざれ言ごとだと理解したらしく、虚こ無む僧そうから貰もらったことはスルーした。

「峰倉さん、眼が悪かったっけ？」

「いや、こいつの眼は馬鹿みたいに良いぞ。馬鹿の眼は良いってホントだな」

「な!?　そんな言い伝えなんてございませんわ」

　わたしのホークアイは、高柳君をしっかり見るために神様がくれたんだから。そして自己努力で長時間勉強せず、眼を庇かばってきたのは、あなたを網もう膜まくに焼きつけるためなの！

「だけど、このコンタクトは峰倉さんでも使えるよ？」

「え？　どういうこと？」

　普通、コンタクトレンズってのは眼が悪い人が使うんじゃないの？　佐島君はパッケージに書かれている数字を撫なでた。その数字は「0.00」だった。

「僕は詳くわしい訳わけじゃないけど、この数字が大きいほど度がきついんだ。ゼロってことは度が入っていないという意味。ほら、最近はカラーコンタクトっていう、瞳ひとみの色を変えるレンズがあるけど、これはそれの透とう明めい版ばんだね」

「つまり、伊だ達てメガネならぬ、伊達コンタクトというわけか。着けてみろよ、あすみ」

　へ？

　怪あやしい虚無僧からもらったコンタクトレンズを着けろというの？

　まぁ、パッケージが開かれた形けい跡せきはないので、変な細さい工くはされていないと思うけど……

　つーか、迷う必要はない。

　高柳君が着けろというのだ。それが魚のウロコでも着けなくてはいけない。

　パッケージを開くと、プラスチックケースが四個一組で数セット入っていた。そのケースには保存液が充じゆう嗔てんされていて、一個につき一枚、レンズが入っているようだ。

「開けてごらん。アルミを剝はがすと保存液の中にレンズが浮かんでいるから」

　なるほど。そういう仕し組くみなのか。わたしは佐島君の説明通りにレンズを取り出した。コンタクトレンズとはこんなに薄うすいのか。もっと硬こう質しつな物を想像してたけど、まるで丸いビニールだ。あまりにも薄いため、ケースから摘つまみ出だすことにすら苦労した。

「慎重に人差し指へ載せてみて。それからお椀わんみたいに立たせて瞳に被かぶせるんだ」

「眼に？　これを貼はりつけるの？」

「馬鹿野郎。コンタクトだから当たり前だろ!?」

　叩たたかれた。イタ気持ちいい。

　けれども、コンタクトの装そう着ちやくは容よう易いではなかった。何度やっても眼に入ってくれず、落としたり、指にへばりついたりして上手くいかない。佐島君はコンタクトレンズを入れた経験があるらしく、事細かに着け方のコツを教えてくれたが、不ぶ器き用ようなわたしに失望して次第に説明を諦あきらめてしまった。焦あせったわたしはレンズを破ってしまい、辺りに暗い空気が流れた。高柳君！　助けて!!

「ったく、あすみ。眼ぇ貸せ。入れてやる」

　は？

　高柳君は新しいケースを開けると、レンズを人差し指に載せて突き出した。こ、これはまさか高柳君の指が眼に入るということか？　わたしの胸はときめいたが、現実は目ま蓋ぶたをこれでもかというほど開かれ、ペトリとレンズを貼られただけだった。

　だが一発だ。高柳君は何をしても上手いなぁ。

「どうだ。違和感とかあるか？」

　いたって普通だ。

　周囲を見渡しても何も変わりがない。度が入っていないから、当たり前かもしれないけど、あまりにも普通で拍ひよう子し抜ぬけした。それに装用感もない。慣れないとゴロゴロするって聞いたことがあるけど裸ら眼がんと変わりなく、視力の悪い人にとっては眼鏡めがねより便利かもしれない。

「……なんか、つまらねぇな……」

　高柳君はわたしの顔を見て明らかに興味を失った。何を期待していたのだろう。

「そういえば、次は体育だったね。そろそろ着替えに行こう、高柳」

　佐島君は、わたしの眼にコンタクトレンズが入ったことに満足したらしく、朗ほがらかだった。せめて高柳君も、こんな反応をしてくれればいいのに。

　高柳君と男子たちは、体操着が詰つまった白い袋を持って、隣の教室へワラワラと向かって行った。体育の授業は二クラス合同。着替えは男子が隣の教室で、女子はここで行う。授業開始まで残された時間は少ない。女子も立ち上がると、急に教室中が慌あわただしく動き出した。

　わたしも着替える準備をしないと。

　立ち上がりかけた時、わたしの胸がドキリと脈打った。鼓こ動どうに合わせて視界が上下左右に揺ゆれる。

　なんだ、これ？

　ユラユラと視界が揺れて、周囲が暗くなり始めた。

　目め眩まいとかいう生なまやさしいものではない。力がスウッと抜け、立ち上がりかけたわたしはトスンと座り込んでしまった。

　なになに？

　助けて、高柳君！　こわいよ！

　けれど、高柳君は佐島君と教室を出て行ってしまう。

　不意にドアの前に、綺き麗れいな女の子が立っていることに気がついた。それに気がついたのを最後に、わたしの視界は真まっ暗くら闇やみになって意識が途と絶だえてしまった。




　誰だっけあの子。




　　　　　＊＊＊





――あれ？　なんだ、ここは？




　　真っ暗でなにも見えない。

　　墨ぼく汁じゆうをもっと凝ぎよう縮しゆくしたような暗闇の中を浮ふ遊ゆうしている不思議な感覚。

　　たった一人で宇宙空間へ放り出されたような強きよう烈れつな孤こ独どく感かんに恐きよう怖ふを覚えた。




――あ、誰かいる。




　　真っ暗なのに誰かいるのが見えた。ホッと一息。




――おおーい。そこの人ぉ。ここはどこなんだよう？

――ありゃ、あれは今け朝さのお坊さんだ。




　　虚無僧が、わたしに何か言っているのが見えた。

　　だけど、近くにいるはずなのに聞こえない。




――何？　何を言っているの？

――見える？

――何が見えるの？




　　編み笠で口元が見えないはずなのに、なぜか「見える」と言っているのがわかった。




――だから、何が見えるの？




　　錫しやく杖じようが打ち下ろされ、ヂャリーンと大きな音が響き渡った。






　　　　　＊＊＊




「うわぁ!!」

　ゴツンと何かにぶつかった。激痛が額に走る。いてぇ。

「あすみ！　いきなり飛び起きるな!!」

　わたしと同じように額を押さえているのは高柳君だった。

「何？　どうしたの？　何でわたしはベッドに寝かされて、高柳君がここにいるの？」

　どうやらここは保健室のようだ。高柳君の後ろには真っ白いカーテンが引かれ、外界から遮しや断だんされている。もしかして、おいしいシチュエーション？　だが、徐々に意識がはっきりしてくると、なぜ保健室にいるのかわかった。

「いきなり倒れたから驚いたぜ。おかげで体育の授業には出られなかったし、とんだ災難だ……具合はどうだ？」

「だいじょうぶ……ですわ」

　わたしは教室で倒れてしまったんだ。視界が暗くなって、グルグルと目が回った。だけど、今は変調を感じない。保健室はいつもどおりの保健室で、高柳君がカーテンを開くと窓から日光が差し込んだ。

「保健の先生は貧ひん血けつだろうと言っていた。そこに薬あるだろ。飲んでおけってさ」

　高柳君が指差した枕まくら元もとのワゴンの上には、錠じよう剤ざいと水の入ったコップが置かれていた。鉄分が含まれたサプリメントとパファリンだ。目眩の原因はわからないけど、とりあえずサプリメントだけ飲んだ。

　ったく、倒れるとは不覚だ。貧血で倒れてチヤホヤされるのは美少女の特権で、わたしのような者が倒れても迷惑なだけだ。現に高柳君は体育に出られなかったと言っていた。




　……って、ずっと付き添ってくれたの？




　わたしが使ったコップを洗う高柳君の背中に、桃もも色いろの優しさを感じた。

「あの、高柳君。ずっと一緒にいてくれたんですか？」

「阿あ呆ほう。ちょっと様子を見に来ただけだ。通りすがりだ」

　なんだ、残念。

「保健の先生は、立てるようなら教室に戻っていいと言っていた。どうする？」

「おんぶして下さいまし」

「まだ寝てろ」

　高柳君は立腹して出て行ってしまった。成長するごとにハードボイルドになっていく。それが格好いい。

　しかし、わたしの意に反して舞い戻ってくる気配をドアの方から感じた。




　おんぶしてくれるのか！




　しかし、ドアから現れたのは女生徒だった。神こう々ごうしいまでに美しい少女。どこかで見たことがある。そうだ、さっき倒れる前に見た女の子だ。

「峰倉さん？」

　可か憐れんな声がわたしを呼ぶ。

「誰だっけ？」

　女子生徒は驚いた顔をしたが、ベッドに歩み寄って来た。上うわ履ばきを見るとグリーンのラインが入っている。同じ二年生だ。

「私はリサ。Ｃ組で『この顔』を見たことがあるんじゃないかな？」

　そう言えば、なんとなく見覚えがある。《Ｃ組の妖よう精せい》と謳うたわれる河内こうちさん。二年で最も人気がある美少女だ。男子が女子の話をすると必ず出てくるほどで、その名は二年だけでなく全校に知られている。女に関心はないので、よく顔を知らなかったが、たしかに女のわたしが見ても美人である。その美人さんが何の用だろう？　面識はないはずだ。

「何の用？　もしかして、わたしが倒れて迷めい惑わくをかけた？」

「いいえ……突然倒れたのを見かけたから心配だったの」

　ジワリと目頭が熱くなった。なんて優しい美人だろう。男に転生したら嫁よめにしようと固く誓ちかった。

「いやいや～心配無用よ。元気回復。スタミナ満点。もう目眩もしないしね」

　ガッツポーズを作ると河内さんは笑顔になった。春のような朗らかな微笑ほほえみ。背景は満開の桜だ。この笑顔を見るために倒れたのなら悔くいはない。この子は良い娘こだ。これをきっかけに友達になれたらいいな。

「もう安心のようね。教室へ帰りましょう」

「うん」

　保健室を出ると廊下は静かで、ときおり遠くの教室から教師の声が響く。

　あれれ？　授業中だったんだ。

　河内さんは、わたしを心配して授業を抜けて来たのだろうか。ちょっと怪け訝げんに思う。クラスも違うし、挨あい拶さつすらしたことがない他人に、普通そこまでするだろうか。

「なんか、悪いね。授業は大丈夫なの？」

「？」

　河内さんは小首をかしげた。変なことを言っただろうか。

「でも、嬉しいよ。わたしを心配して保健室まで来てくれたなんてさ。わたしはあなたを友達にしたいと思う」

「もう、友達よ。佐島君がそう考えているから」

　佐島君？

　何で彼の名前が脈みやく絡らくなく出てくるのか理解できない。けれど、友達になってくれるようだ。

「佐島君とは親しいの？」

　尋たずねると、河内さんは目を見開いた。驚いているというより唖あ然ぜんとしている。なんだか、彼女との会話はおかしい。まぁ、打ち解けたら解消されるだろう。そう思っていると二年Ｄ組の教室に着いた。国語の授業をしているということは、保健室で二時間以上寝ていたことになる。何だか教室に戻るのが気き恥はずかしい。

　ドアノブに手を掛けると、河内さんの手が重ねられた。

「……あの、峰倉さん？　たぶん色々と慣れていないと思うから気をつけてね？」

「へ？」

「それに驚いてもいけないわ。わかった？」

　河内さんは何に驚くなと言っているのだろう。まさか、倒れたわたしを励はげますサプライズでも企画されているのだろうか？

　よくわからないまま教室のドアを開ける。

「不ふ肖しよう、峰倉あすみ。保健室より帰き還かんいたしました！」

　元気になったことをアピールしようとしたが、喉から叫び声が上がってしまった。

「うおぉぉぉぉぉ!!!!　なんじゃこりゃ――!?」

　わたしの教室は、水着の美女や、下着姿の少女、セーラー服の美少女などが溢あふれるハーレム状態になっていたのだ。どこを見てもピンク色。麗うるわしの桃色！　教室がキャバクラになってしまった！　いかがわしい女の子万ばん歳ざい。美少女は世界の宝だ！　ヒャッホ――！




　　　　　＊＊＊




　再びぶっ倒れたわたしは、保健室で意識を取り戻した。




　軽いデジャブ感を感じつつも、倒れた理由がすぐに頭からにじみ出してきた。

　艶あでやかな美少女軍団が教室を占せん拠きよしている現実感のない光景。うら若い女の子たちが、ねっとりと男子にまとわり、中には半裸で級友に抱きついているエロエロ美女までいたと記憶している。

　そして、信じられなかったのは、そのハーレムの中で授業が行われていたことだ。国語教師が太だ宰ざい治おさむのプロフィールを黒板に書き、生徒がそれを熱心にノートに写し取っている。




「太宰の代表作は『人間失格』要チェック◎」




　それなのに、机の上では美少女が男子にクネクネとエロチックな頰ほおずりをして、床に乱れている巨乳美女は恍こう惚こつとした顔で、男子の臭くさくて汚い上履きにキスをしていた。

　お前ら、太宰に謝あやまれ！　治に謝しや罪ざいしろ！　あんたらこそ人間失格だ！

　一線を越えた非現実によって、わたしは絶ぜつ叫きようしてしまい、彼女たちが一斉にこちらを見た瞬間、精せい神しん崩ほう壊かいして倒れてしまったのだ。




「……峰倉さん。大丈夫？」

　保健のおばちゃん先生だ。

　意識を取り戻したわたしの手を取ると脈を計ってくれた。たぶん心しん拍ぱく数すうは平時の三倍を超こえているだろう。

　だが、わたしに異常はない。異常があるのはクラスの方だ。大人に知らせねば。

「大丈夫ではありません。クラスに不法侵入者が大勢いました。まるでハーレム状態」

「え？　どういうこと？」

「ですから、二〇人くらいの猛烈美少女軍団が、教室で男子に絡からんでいたのです。警察に通報したら、児童ポルノ法にひっかかるので、学内で穏おん便びんに処理した方がいいでしょう。また、マスコミに発覚すれば表現の自由は規制されてしまいます。慎重な対応が必要です！」

　いたって真ま面じ目めに、クラスの状況とこれからの対策を説明したが、おばちゃん先生はいよいよ不ふ審しんそうな目でわたしを見ていた。

　いや、信じられないのはわかる。わたしだって信じられないのだから。だけど事実なんだ。あれは！

「先生、自分の目で見て来て下さい！　わたしの興奮がわかるはずです！」

　泣きながら訴うつたえると、先生はオロオロしながらもわたしをなだめ始めた。

「峰倉さんを教室から運んだのは私なの。あなたが言う……美少女軍団はいなかったし、不審な人もいなかったわ。きっと、頭を打って記憶が混乱しているのよ」

　猛烈妖よう艶えん美少女軍団がいなかった？

　ということは、わたしが倒れた直後、身を潜ひそめたというのか？　そんな時間はないはず……そうか、これは陰いん謀ぼうだ。二年Ｄ組……いや、この学校は密ひそかに日本全国から美少女を拉ら致ちしている。そして、教室で監かん禁きんし洗せん脳のうして美少女軍団を圧あつ伏ぷくしているのだ。彼女たちは「恥はじの多い生しよう涯がいを送って来ました」と何度も言わされ、男子の玩具おもちやとされたに違いない。秘密を知ったわたしはその仲間にされてしまうのだろう。

　ってことは、わたしは高柳専用愛あい玩がん動どう物ぶつに？　これは美お味いしい。

　わたしが黙だまり込こむと、おばちゃん先生が机の上にある年代物の黒電話を回し始めた。

　ジコ

　ジコ

　ジーコって

「１１９」

　うおう！　跳ね起きて黒電話を床に叩きつけた。

「先生、わたしは元気です！　たまに落ち込むこともあるけどわたしは元気！」

　救急車など呼ばれたら一生の恥。さっきクラスで見た光景はきっと幻まぼろし。妄もう想そうに違いない。ほら、思し春しゆん期き特有のあれだよ、あれ。

　その時だった。保健室の開けっ放しにされたドアから、そろそろと何者かが入って来た。

　あ、この子は……河内さんだ。

「峰倉さん。落ち着いて聞いてね？」

　続いて二人の美少女が保健室へ侵入した。

「また倒れるなよ？」

「絶叫しないでね？」

　河内さんの後ろに二人の美少女が立っていたのだ。一人はブルマ体操着。もう一人はお姫様ドレス。

　この娘たちは教室にいた女の子じゃないか!?

　泡を吹いて絶叫すると、血相を変えた保健の先生にベッドに押さえつけられた。

「どうしたの、峰倉さん!!　発ほつ作さなの!?　それとも禁きん断だん症しよう状じよう!?」

「先生！　あんたの隣にハーレムが！　ハーレムが！」

「峰倉さん！　落ち着いて！　何も見えないわ!!」

　見えないだと!?　ひゃあ！　こいつらハーレムじゃない！　幽霊だ！

「幽霊が出た！」

「峰倉さん！　気を確かに！　ここはお祓いをしているから幽霊は出ないの！　学校の七不思議はデマ！　だから、おかしいのはあなたの頭」

「なんだとう？　そりゃああんまりだ。だがしかし、河内さんの隣にいる二人が教室で卑ひ猥わいな格好をしていた張本人です！　ほら、ブルマを穿はいてる!!」

　ブルマ美少女を指さしたが、先生の困った顔が返ってきた。

「落ち着いて！　ブルマは卑猥な格好ではないわ！　それにハーレムどころか、河内さんなんていないわ。しっかりして！」

　おばちゃん！　おかしいのはあんただ！　目の前にいるだろ。その河内さんは、わたしのベッドに腰を下ろすと囁ささやいた。

「……峰倉さん。このままじゃ、やっかいな事になるから私の言う通りにして」

「はい？」

「ほら。この通りに言いなさい。『先生。やはり気分が悪いので、今日は早退させて下さい。家が近いので一人で帰れます。家に着いたら学校に連絡を入れます』おばちゃん先生が救急車を呼ぼうとしているわ」

　わたしは跳ね起きて黒電話を蹴けり飛とばした。

「先生。やはり気分が悪いので、今日は早退させて下さい。家が近いので一人で帰れます。家に着いたら学校に連絡を入れます！　だから、救急車は呼ばないでぇ――！」

　河内さんの言うとおり懇こん願がんすると、おばちゃん先生はホッと一息ついて、「担任の先生と相談してくる」と言い残して出て行った。わたしは安心した。救急車に乗せられれば家門の恥。ナースに申し訳が立たない！

「ありがと。河内さん」

「私の方こそ、早とちりをしてごめんなさい。混乱するのは当たり前よ」

「早とちり？」

「峰倉さんも私たちと同類だと思ったの」

　同類？

　河内さんは、わたしを何と勘違いしたのだろう。だけど少し頭を捻るとわかった。保健の先生は河内さんのことが見えていないのだ。そして、後ろにいる美少女二人にも気がついてない。よく見ると――

　透すけているじゃないか！

　彼女たちの後ろにある景色が、うっすら透けて見えてる!?

「やっぱり幽霊だ！」

　ど阿呆と言われ、ハイキックで頭を蹴けられた。河内さんの後ろにいるハーレムＡだ。体操着にブルマを穿いている方。見事なふくらはぎ！　引き締まったお尻しり！

「先生がお祓いをしたとか言ってただろ。あたしらは幽霊じゃない！」

「こ、こら、ミウ！　乱暴をしないで。痛かった？　峰倉さん」

「いたかったよう。河内さぁん」

　だけど全然痛くなかった。何者かわからないが蹴られても痛くない。ロケット風船で叩かれたような、ポヨンとした感触だった。

「すぐには理解できないと思うけど、私たちは普通の人から見ることができない存在なの」

「普通の人から見えない？」

「さっき、保健の先生も私たちに気がつかなかったでしょ？　それにクラスの人たちも普通に授業を受けていたよね？　つまり、峰倉さん以外には私たちが見えないの。それがどうしてかはわからないけど」

　見えない存在？

「でも、河内さんはＣ組の子だよね。みんな見えてるよ？」

　学校一の美少女と誉ほまれ高い河内利り沙さ。ほらぁ、みんな知っているということは見えてるってことじゃん。騙だまされんぞ。

「馬鹿ですわね。まだわからないんですの？」

　高たか飛び車しやな声でわたしは馬鹿にされた。河内さんのうしろにいるハーレムＢだ。隣のハーレムＡがボーイッシュで快活な容よう姿しであるのに対して、こいつはお姫様然とした顔をしている。着ている服もピンクのフリフリドレスだ。学校にそんなの着てくんな。

「こら、ユイヒメは黙っていなさい。普通はわからないわ。私たちが妄想の産物だなんて」

「も、妄想の産物ってどうゆうこと？」

　三人は顔を見合わせて頷くと、衝撃発言をした。

「「「私たちは男子の妄想から生まれた《妄想少女》なの」」」




「うひゃひゃひゃひゃ。何それ!!!!」




　わたしは笑ってしまった。

　ありえないことが続くと、いろんな感覚が麻ま痺ひするようだ。そして、人間は非日常に触れ過ぎると爆笑するという。映画『八はつ甲こう田だ山さん』で、吹雪ふぶきに凍こごえた兵士が突然服を脱ぎ出し、笑いながら凍とう死しした。兵士の心情が今ならわかる。

「笑わないで峰倉さん。あなたは佐島君の好きな人が誰か知っている？」

「佐島君の好きな人？　誰だろう、そんなに仲良くないから知らない」

　ガックリと肩を落としてしまった河内さん。なんでだよ。

「……彼はあなたのことを、一番仲が良い女子だと思っているのに……」

「そうなの？　それより誰？　佐島君の好きな人って誰？　言いふらしたい」

　河内さんは人差し指を立てて、自身に向けた。

「佐島君は河内利沙さんのことが好きなの、秘密よ」

「あなたのことが？」

　ブルマ女に「ど阿呆！」と頭を叩かれた。ボーイッシュなミウという名前の女の子だ。

「リサさんはねぇ、佐島君が愛する『河内利沙』を思おもい描えがいて妄想した《妄想少女》なの！」













　妄想少女!?

　ということはつまり……Ｃ組に在籍している河内利沙のことを好きな佐島君が、妄想ムンムンで思い描いた彼女が、目の前にいる「リサ」という妄想少女ってことか？　にわかには受け入れ難いが、こうして目の前で不思議が繰り広げられていると納得せざるを得ない。

「……はぁ。佐島君がそんな妄想を繰り広げているなんてねぇ。もしかして、河内さんとデートしてチューしたいなんて考えているのかしら。見た目は普通の男子生徒なのに残念。黒縁メガネめ」

「そんなこと言っちゃだめよ？　あなただって、高柳君とデートする妄想くらいしたことがあるでしょ？」

「あるある。高柳君と映画に行ったりできたらなぁ～なんて。そんで、暗闇でチュー……って、なんであんたはわたしが高柳君のことが好きなのを知ってるんだ――!?」

　リサの首を絞しめた。秘密を知る者には死を！

「……あなた、いつだったか佐島君に『高柳君、好きな人いるのかな？』って聞いたでしょ。バレバレよ」

　そう言えば、中一の時にそんなことを佐島君に尋ねたことがあった。あまりにも高柳君がモテるので、不安になって佐島君を尋じん問もんしたのだ。

「あれ？　なんで、あなたがそれを知っているの？」

「だから、私は佐島君の妄想から生まれたの。彼があなたに関して知っていることは、私にもわかるのよ」

「……ということは、佐島君もわたしが高柳君のことを好きだと知っているってこと？」

「あんなこと聞いたら誰でもわかるわ。でも、これで理解できたでしょ。私たちが妄想から生まれたってことを」

　ここまで説明されれば《妄想少女》を信じなくてはならない。なにより、わたしは彼女たちが見えて話までしているのだから。

「ってことは、この二人も誰かの妄想ということよね？　誰？」

　ブルマのミウ。お姫様のユイヒメ。このふたりに似た人は知らないから、誰かさんの心に巣くうエゴが妄想になったものだろう。

「ミウは学級委員の宮みや里さと君、ユイヒメは郷ごう原はら君の妄想よ」

　ゲッ。宮里はともかく、柔じゆう道どう部ぶで一〇〇キロを超える巨きよ漢かんが、お姫様フェチだったとは。

「……あすみさん。郷原君のことで妙な勘かんぐりをなさっているのではなくて？」

　腕を組んだユイヒメが上うわ目め遣づかいでわたしを睨にらんだ。

　はい。しています。

　ゴリラに似ている郷原が「美女と野獣」に飢うえていたとは思っていませんでした。

「ちなみに、ミウとユイヒメを連れて来たのは《妄想少女》を説明するためなのだけど、比較的『まとも』だから二人を選抜したの。他の一〇人はもっとおかしいから気をつけて」

　河内さんが注意を促うながすと、ドアがガラガラと開いた。保健の先生と担任の土井先生だ。

「峰倉。一人で帰れるようなら早退をしなさい。カバンは誰かに届けさせるから家でゆっくり休むんだ」

　土井先生がコートを肩に掛けてくれた。その時、担任のスーツの裾すそを摑つかんでいる幼女に気がついた。幼よう稚ち園えん児じだろうか？　なぜ、こんなところに？　いや、そんなことは関係ない。可愛い！　可愛すぎる！　ひゃー可愛いよう。わたしは思わず、ぷっくりしたほっぺたをグニグニすると担任が困った顔をした。

「お前、本当に大丈夫か？　帰れるのか？」

　もしや、この女の子は!?

「この子は先生の妄想少女よ。名前はミツキちゃん。さっきも言ったけど、私たち妄想少女は、あなた以外には見えないのだから気をつけて」

　ゲェッ――!!　ということは、先生ってロリコンですか？

　ミツキちゃん、気をつけて下さい――!!

「峰倉……辛つらかったら、車で送るが……」

「……歩いて帰ります。先生さようなら。いろんな意味で」

　体そのものに不調はないが、精神的に疲れてしまった。重いコートを着て、先生たちにお辞じ儀ぎして校門を目指す。

「……なんて言っていいか……私たちのことを怖こわがらないでね？」

「わたしは男子が怖いよ」

　校門までリサがついて来た。どうやら、わたしを気づかってくれているらしい。

「本当はお家まで送って行きたいんだけど、私は佐島君から離れられないの……」

　いろいろ不可思議だが妄想少女のリサはいい奴だ。美人なのに嫌いやみがない。

「あんたのことは優やさしくて好きだよ」

「佐島君が、私のことを優しい性格にしてくれているからね。でも、それは別にしても峰倉さんのことはわたしも好きだよ。大好き」

　なるほど。そういう性格設定があるから、この子は優しいのか。でもでも、こいつは可愛いぞ。気に入った。

「あんたのことはリサと呼ばせてもらうよ。わたしのことはあすみと呼びなさい。わたしたちは友達だ」

「ありがとう、あすみ。妄想少女以外の友達ができて嬉しい」

　手を握られてしまった。リサの髪から温かい石けんの香りが舞って、わたしの鼻をフワッとくすぐった。

「また明日。リサ」

「あすみ、明日上履きを忘れないでね」




　足下を見るとわたしは上履きだった。ちきしょう。よく気がつく友達だな。
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「おはようございます、高たか柳やなぎ君！」

「相変わらず、遅ち刻こくギリギリだな……具合はどうだ？」

　絶好調ッス。昨日は二回連続でぶっ倒れて心配をかけました！　クラスの皆さん、元気を出して！　わたしはもう倒れないから！

「平気ですわ。それより昨日はカバンを届けてくれてありがとう。重かったでしょう」

「つーか、お前。机の中に笹ささ蒲かま鉾ぼこを入れてんじゃねぇ」

　いけない！　間食用の笹かまの存在がばれてしまった！

「少しお分けしましょうか？　美お味いしゅうございますよ？」

「それより、コンタクトレンズ。潰つぶれてなかったか？」

　昨日、授さずかった不思議なコンタクトレンズ。今日もわたしの目玉に入っている。

　あれから家に帰って部屋でゆっくり考えた。もちろん、《妄もう想そう少しよう女じよ》と呼ばれる女の子たちが見える不思議な現象についてだ。わたしは妄想少女が突然見えるようになったことに何か理由があると考えた。そこに焦しよう点てんを絞しぼると、自おのずと昨日出会った虚こ無む僧そうに行き当たった。虚無僧から授かったコンタクトレンズを着けてから、妄想少女が見え始めたのだ。

　昨日は装そう着ちやくした後、目め眩まいがして倒れたけれど、今日は大丈夫。きっと、眼が慣れないものを見て驚いたのだろう。だけど、慣れてしまえば驚かないし混乱しない。

　ほら、教室に妄想少女が溢あふれていても平気だ。

　彼女たちはフワフワ浮かんだり、男子の足元にはべったり、膝ひざにお姫様座りしている。昨日は卒倒したけど、慣れてしまえば大丈夫。元々、彼女たちは見えなかっただけで存在していた。ずっと男子の頭の中で暮らしていたのだ。わたしは仏の奇き跡せきが生んだコンタクトレンズの力で妄想少女が見え、交流できるようになった。

　ただそれだけ。たったそれだけ。わたしは単純なのだ。

「……何をキョロキョロしてんだ？　馬ば鹿かあすみ」

「ん？　何でもありませんよ？」

「……調子悪くなったら、頭を打つ前に言えよ？　これ以上おかしくなられても困るからな」

「優やさしい言葉をありがとうございます、高柳君。嬉うれしいですわ」

　ひどいなぁ……高柳君は。

　海より深く愛しているのに、彼は酷ひどいことを言う。そんなにおかしい頭じゃないよ。わたしは凹へこみ、再起不能に陥おちいってしまう。しかも、佐さ島じま君と昨日のテレビの話を始めてしまった。大おお岡おか越えち前ぜん（再）の話は後にしてくれよう。わたしの心配をしてくれよう。

　悲しみに浸ひたるわたしへ、麗うるわしい声がかけられた。

「あすみ。おはよう。調子はどう？　慣れた？」

　リサ！

　佐島君の妄想が生んだ美少女。わたしの友達だ。

「この光景も慣れると面おも白しろいよ。今日はリサにいろいろ聞きたいことがあるんだけど……」

　突然、リサは口の前に人差し指を当てた。静かにしろというジェスチャー。そして、リサはそのまま教室を見渡した。わたしもそれに倣ならうと、高柳君と佐島君が怪け訝げんそうな顔をしていた。

「峰みね倉くらさん。誰と話しているの？」

「あすみ、ムチャクチャ挙動不ふ審しんだぞ？」

　うお!?　高柳君と佐島君に思いっきり怪あやしまれているぞ。そうか、リサはわたし以外には見えないから、独ひとり言ごとを言っているように見えるんだ。たしかに不審者だ。電波女だ。

「演劇の練習をしているのです。めざせ紅くれない天てん女によ」

「なに言ってんだ？　なぁ佐島、今日もこいつおかしいんだ。なぜかスリッパ履はいてるし」

「あ、ホントだ」

「あすみ……昨日、注意したのに忘れたの？」

　そう、上うわ履ばきを玄関に忘れてきました。そして下げ駄た箱ばこはスニーカーで溢れています。ピューマの夫ふう婦ふが二組もいるのです。

「寝る時は覚えていたのよ。だけど、朝って忙しいじゃない？　バナナを食べたらツルッと忘れちゃったの。モズクもいけなかったわ。ついでに納なつ豆とうやイカオクラも。リサが『朝』忘れないようにって注意してくれれば忘れなかったんだよ」

　またもリサが口に人差し指を立てた。

「リサって誰だよ？　もしや電波か？　電波なのか？」

　うおう、またやってしまった！　高柳君が本気でわたしを電波女扱いする。

「……あすみ。わたしたちは頭の中で生まれた妄想だから、あなたが頭の中で話せば聞こえるわ」

「テレパシーが使えるの!?」

「だから、しゃべらなくても聞こえるから」

　おっちょこちょいのわたしめ。高柳君が本気で変な顔をしているじゃないか。穴があったら入りたい。そんなわたしをリサが慰なぐさめてくれた。

『あすみ。あすみ。高柳君が変な顔をしているのは、あなたを心配しているのよ。穴に入る必要はないわ』

　あれ？　口を開いていないのに聞こえている。なるほど、そういうことか。

　始業のチャイムが鳴った。




　一時間目の授業は、小テストをしない戸と部べ先生の地理だ。

　そのおかげでリサから妄想少女について教えてもらえた。妄想少女が男子の妄想によって生まれたことは昨日聞いた通りだが、妄想の彼女たちにもルールがあるようである。

　まず、妄想少女はわたしとしか触れ合えない。

　男子が思い描いた彼女たちは、虚無僧から貰ったコンタクトレンズを通してのみ見え、触れることができる。妄想に触れるなんて不思議な話だが、事実なのだから仕方がない。問題は彼女たちに触った時の感触だ。男子が求める女の温ぬくもりは現実を遙はるかに超える。

　そして、そんな男子の欲求が妄想少女にとってのエネルギー源らしい。彼らの精神状態が良好であれば妄想少女も元気一杯だし、逆に落ち込めば彼女たちの活力もダウンし、リサに言わせれば『病やんで』しまうという。

　また、男子が持つ妄想力の高さによって、妄想少女の「格」が高くなるらしい。この場合の妄想力とは「女の子大好き！」みたいな欲望の高さではなく、女性に対して「そうあって欲しい」、もしくは「自分とつり合う異性」といった向上心のある妄想をすることで、妄想少女が優すぐれた人格を持つというのだ。簡単に言えば、男子が「いい奴」なら妄想少女も「いい奴」ということである。逆に、リサが「いい奴」なので、佐島君も「いい奴」だと捉とらえることもできるだろう。

「なかなか愉ゆ快かいな存在だね。妄想少女ってのは」

『特にこのクラスの妄想少女は粒つぶぞろいよ』

　我がＤ組の妄想少女は全部で一三人。

　佐島君に宿っているリサ。学級委員の宮みや里さとにはミウ。柔じゆう道どう部ぶの郷ごう原はらにはユイヒメ。リサから紹介された二人は、他の妄想少女より比較的まともでいい奴だ。これは宮里と郷原が見た目よりしっかりしている証拠である。

　しかし、他の男子に宿っている妄想少女は、若じやつ干かんおつむが弱そうで目の毒だ。魅み惑わくの水着を着たり、勝負下着だったり、大人の色気を振りまいたりしてエロい。これは男子の低レベルな精神が原因なので彼女たちに罪はない。そんな妄想少女たちだが、川かわ上かみという根暗な男子が生んだ「メイド美少女」は群を抜いていた。

　艶つややかな黒髪に蠟ろう人にん形ぎようのような白い肌はだ。古風で従順な少女が立派なメイド服を着ている。立派なメイド服というのは、アキバのメイド喫茶に生息するエセメイドが着ているナイロンの服ではなく、イギリスのお屋や敷しきにいる「本物」が着ているメイド服だ。

　まぁ、美少女がメイド服を着ているのは許そう。可か愛わいいし、センスもいい。それにわたしだって執しつ事じになった高柳君の妄想くらいする。だが、このメイドが異様なのはスカートを穿はいていない上に、手を縛しばられているからだ。

　鬼き畜ちくか、川上。

　川上が縄なわを持ったら気をつけなくてはいけない。スカートを脱がされないように気をつけなくてはいけない。

「リサ。彼女たちはあんな格かつ好こうで恥はずかしくないの？」

『……男子が羞しゆう恥ち心しんレベルを高くしていれば恥ずかしいはずよ。川上メイドはマックスに恥ずかしがり屋だから、相当恥ずかしいはず』

「パンツ丸出しなのに!?」

　川上の隣に立つ川上メイドを見たが、無表情で何もわからなかった。だが、彼女と目が合うと途と端たんに目を背けられ、無表情なまま頰ほおが赤く染まった。なるほど。これが萌もえか。

　しかし、エロかったり、ありえないほど美人の妄想少女だが、声をかけて話をしてみると、どの娘こも優しかった。

『ほら、男の子も妄想の中くらい優しくされたいから、みんな優しいの』

　リサはそう言った。

　たしかに、理想の女子を夢想して、意い地じ悪わるな女を妄想する男子はいないだろう。底意地が悪そうなユイヒメでさえ、家いえ柄がらを自じ慢まんする以外はただのツンデレだ。

「でも……女子としては君たち妄想少女の格好には引くよ」

　男子の気持ちもわからなくないけど、パンツメイドやブルマを見ていると彼らの性への欲求が怖くなってしまう。思春期全開の乙女おとめとしては、男子を不衛生で不健全な固まりとしか思えなくなるのだ。

　すると、リサはわたしの思考を読み取り、男子の弁護を始めた。

『私たちは妄想少女よ。男子が妄想する理想の女だって言ったよね？　彼らの満たされない欲求が妄想少女を生んで、心の深層に住み着いた私たちが「理想と現実のバランス」を取るの。人によっては、現実世界にあり得ない女の子を好きになることもある。川上メイドはその典型だし、ミウみたいにブルマを穿いた女生徒は二一世紀の学校には存在しない』

　……たしかにパンツ丸出しのメイドや、ブルマが普段着の女の子は絶対にいないだろう。

『ところで、あすみは高柳君のスーツ姿を見たくない？』

「見たい！」

　唐とう突とつにリサが高柳君のスーツ姿を妄想させた。

『もし、この世からスーツがなくなったらどうする？』

「高柳君のスーツ姿を妄想する！」

　リサがスーツの話を持ち出した意味がわかった。スーツもパンツもブルマも同じだ。

　頷うなずくリサ。

『ミウ。おいで』

　リサは宮里学級委員の机つくえに寄りかかっていたミウを手て招まねきした。するとミウは机を飛び箱みたいに跳とび、わたしたちの目の前で見事な着地を決めた。

『リサさん、何』

　息を弾はずませて尋ねるミウ。その素晴らしい運動神経の持ち主にリサが信じられない発言をした。

『ミウ。ブルマを脱いで』

『無理！』

　即座に拒否したミウ。そんな健全な彼女にリサが質問をした。

『なぜ無理なの？』

『宮里君がブルマ好きだから。彼がブルマ好きでいる限り、あたしはブルマを脱がない！』

『わかった？　あすみ』

「うん」

　ミウのアイデンティティがわかった。そして、斜ななめ前の席に座る宮里学級委員はブルマを真剣に愛している。だから現実にはあり得ないブルマ美少女ミウを生み出したのである。なぜならミウの存在を使わなくては欲求を発散できないから。

　なるほど。特殊な性せい癖へきを持った男子は妄想少女がいないと永遠に欲求不満なわけか。だから、彼らの頭の中には妄想少女がいて、「理想と現実のバランス」をとるんだ。

「なんとなくわかってきたよ。頭の中で妄想するだけなら誰も文句を言わないもんね。それに、いかがわしい妄想でもストレスの捌はけ口ぐちになるなら逆に健全かも」

『その通りよ。私たちがいないと、彼らはリアルの女子を襲おそってスカートを脱がしたり、ブルマを無理矢理穿かせてしまうから』

「妄想少女は女子を救うってわけか。凄すごいなぁ、君たちは」

　男子の穢けがらわしさと和解できた。

　こうして妄想少女の生せい態たいについて学んだのだが、おかしなことに気がついた。

「ねぇ、リサ。このクラスには男子が一五人いるのに、あなたたちは一三人しかいないよ？　どうして？」

　まさか、女の子に興味がない男がいるということか？　男の子が男の子に興味があっても、わたしは構わないよ？

『……あすみは、もしも高柳君とお付き合いしたら何を考える？』

「そりゃ、高柳君のことだけ考えるだろうね。今もそうだけど」

『なら、そういうこと』

　リサは言いづらそうに、目を逸そらせてそう言った。

「え？　まだわからないよ。男子が女の子のことを考えるから妄想少女が生まれるんでしょ？　だったら、全員にいないとおかしいよ。あ、やっぱりホモってことなの？　ＢＬ？　薔ば薇ら？」

　リサは首を振った。

『言ったでしょ。男子は妄想少女で心のバランスを取るの。もし、現実に「理想の女の子」がいたら私たちは必要ないわけ』

　えっと……宮里学級委員や川上みたいな特殊な性癖がなければ、男子は片思いの女子を徹底的に美化した妄想少女を宿している傾向がある。そんな妄想をしているからには片思いの子が「理想の女の子」ではないってことだ。そう考えると「理想の女の子」＝「お嫁よめさん」になるのではないだろうか？　きっと、そうに違いない。だって、お父さんには妄想少女がいなかったもん。つまり、Ｄ組には妻帯者がいる。

　あれ？　中学生は結婚できないよ。よくわからなくなってきた。

『……えっと、なんていうか気を落とさないでね。気を強く持ってね。わたしはあすみの味方だから』

「…………」

　なんでリサはわたしを慰なぐさめるんだろう。ますますわからなくなってきた。

『……たとえば金かね村むら君。あすみは知っているわよね？　彼は緒お方がたさんとお付き合いしているの。そして、金村君には妄想少女が存在しない。つまり、彼にとって緒方さんが理想の「彼女」ということ』

　そういえば、一番前に座っている金村君は緒方さんと付き合っていたな。なるほどぉ。お付き合いしている相手が理想の女の子だったら、妄想少女はいらないもんね。ヒュ――ヒュ――!!　お熱いね。




　で、もうひとりは？




　わたしの中に、すきま風が入り込んでくるのを感じた。

『あすみ！　深く考え込まないで！　大丈夫、一時的なものよ。中学生の恋れん愛あいなんて長続きしないんだから』

　クラスで、もうひとり妄想少女が宿っていない人物、それは……

「――高柳君！　なんで――!?」

　クラス中に断だん末まつ魔まの悲鳴が轟とどろいた。
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　慟どう哭こくするわたしに世界は厳しかった。

　衝撃の事実に気がつき、世界の破は滅めつを願ってもハルマゲドンは起きないし、世界中の女を悪あく魔まに貢みつごうとしても魔ま法ほう陣じんの描き方がわからない。デスラー総そう統とうの電話番号すら知らないのだ。

　女子トイレでボロボロと涙を流していると、仲の良い女子が集まって来た。鶴つる川かわちゃんと亀かめ山やまちゃん。小学校からの付き合いである。

「……あすみちゃん。さっき『――高柳君！　なんで――!?』って叫さけんでいたけど、彼と何かあったの？」

　どうやら、わたしの心配をしているようだ。しかし、お前らにこの悲しみはわかるまい。ならば伝えよう……絶望と共に。

「……知ってる？　スピカって星は、ふたつの星が合わさってひとつに見えているの」

「……それは知っているけど……？？」

「でもね、スピカが連星というのは肉眼ではわからないの。望遠鏡でやっと見えるのよ」

「……あすみちゃん。何を言っているの？」

「ということは、片かたっ方ぽの星が突然消えても、人の目には見えないってことだよね？」

「……だから、何を……何を言っているの？」

「何を言っているかって？　教えてやろう！　片っ方の人間を殺してもばれないと言うことだ！　消しよう滅めつせよ！　牝めす豚ぶため!!!!」

「……ヒッ」

　二人の友達は、わたしの狂気に恐怖してバラバラになって逃げ出してしまった。フン、所しよ詮せん女の友情などその程度。妄想まみれの牡おす犬いぬでもくわえ込んで、メルヘンの世界で暮らすがいい。

『あすみ。鏡を見てごらんなさい』

　リサ。なんだよ。一人にしてくれよう。今わたしに必要なものは「もしもボックス」や「地球はかい爆弾」だ。鏡ではない。だが、言われたとおり鏡を見てやる。

　うわ、ひでぇ目つき！　青みがかった白目が光り、虚うつろな瞳ひとみが狂気を宿している。自分の眼光の危うさに狼ろう狽ばいする。

　ようするに鏡に映った自分は醜みにくく恐ろしかった。

『私はあなたの味方よ。今、あなたが苦しんでいるのは痛いほどわかる。だから助けてあげる』

「一緒に死んでくれるの？」

『……あすみは高柳君の何を知っているのかしら？』

　高柳君の名前を聞くだけで胸がズキリと痛む。

　リサ、なんでわたしを苦しめるの？　わたしは愛する男に彼女がいることすら知らなかった無知な女。無知をいたぶらないで。

『あすみは高柳君が好きな女性のタイプを知っている？　巨きよ乳にゆう好き？　それとも貧ひん乳にゆう好きかしら？　どんな性格が好きかは知っている？　包み込む優しさ？　それとも、高い志を持った女性かしら？』

「……わかんない」

『少なくとも、高柳君の「彼女」を見ればそれがわかるわ』

「どういうこと？　今、彼女を見れば殺してしまうわ」

『いいえ、あすみ。これはチャンスなんだよ』

　チャンス？

　何を言っているの？　高柳君に彼女がいる今、チャンスどころか希望の欠片かけらすらないのに。

『考えてみて。その女を観察して、あすみがそれ以上になれば全てが解決するんだよ？』

「どういうことだよぅ、リサ」

『高柳君の「彼女」を見れば彼の好みがわかる。その女を超えて、あすみの魅み力りよくをプラスすれば、どうなると思う？』

「どうなるんだよぅ、リサ」

『略りやく奪だつできる』

　リサに後光が差したように見えた。五六億七〇〇〇万年の時を経へて、人々を救済する弥み勒ろく菩ぼ薩さつの姿をわたしは見た。

「リサ、大好き。わたしは略奪するよ。殺害なんていつでもできる。それより高柳君を略奪して、その女に苦しみと絶望を味わわせ、輪りん廻ねしても続く永遠の苦しみを与えてやるんだ」

『その意気だよ。その心意気をプラスに変えさえすれば、高柳君はあすみにメロメロだ』

　よっしゃ――やるぞ！

　嫉しつ妬との芽が、リサの善なる光を浴びて、より深い愛へと芽吹くのをわたしは感じた。




　教室は、授業の真っ最中だった。

　ソロソロとドアを開けると、太った数学教師が心配そうにわたしを見た。

「峰倉、具合はどうだ？　昨日は早退したらしいな。具合が悪かったら、帰ってもいいぞ」

　さっき逃げ出した鶴ちゃんと亀ちゃんが心配そうにこちらを見ていた。どうやら彼女たちが数学教師に、トイレに籠こもるわたしのことを話してくれたようだ。

　鶴亀コンビよ。さっきは怖がらせて悪かった。もう、殺さないし死なないよ。それに君たちには誤解を与えてしまった。スピカは美しい星。乙女の星空に舞う真しん珠じゆ星ぼしなんだ。たとえ肉眼では見えずとも、スピカは美しい星の集まり。わたしはスピカを目指して輝く！

　級友に笑みを作れるまで、わたしは回復していた。

「先生。大丈夫です。リーマン予想を解くまでわたしは死にません。どうぞ、授業を進めて下さい。今のわたしなら、フェルマーの最終定理を証明できます」

　教師は下等な授業を再開した。

「……あすみ。大丈夫か？　さっきは突然、俺おれの名前を叫んで驚いたぞ」

　彼女がいる高柳君。

「先程はごめんなさい。とても驚かれたでしょう。わたしはもう大丈夫です」

「ならいいけど。ほら、ノート貸してやる。早く写せ」

　なんて優しい高柳君。彼女がいても、こんなに優しいだなんて。この瞬間を「彼女」に見せつけてやりたい。

　わたしは至福の思いでノートを写しながら今後の計画を練った。
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　昼休み。

　わたしは決起すべく、図書準備室を集会場として選んだ。

「仁に島しまさん。準備室を貸してもらっていい？」

「この図書カードにハンコを……」

　今日は同じクラスの仁島さんが図書委員の当番なので、貸し出しカウンターの奥にある図書準備室を使える。

　ここは静かで快適な部屋だ。人の背丈を超える蔵書の山には、漫まん画が神しんが残した『火の鳥』や『ブッダ』が周到に隠かくされているし、それらを読むためのソファまである。革が破れて見み栄ばえが悪いことに目を瞑つむりさえすれば、フカフカで心地が良い。長机も置かれているので、決起集会にはもってこいの場所だ。わたしはメンバーが揃そろったことを確認して号令をかけた。

「これから作戦会議を始める」

『了解』

『よっしゃ！』

『面めん倒どうくさいですわね』

　わたしの一大事に集まってくれたのは、リサはもちろんだが、話を聞きつけたミウとユイヒメの三人だった。ミウの生みの親である宮里学級委員は、彼女に「積極性」を求めていて、ユイヒメの郷原は「おせっかい」を性格づけているようだ。だから、それぞれ集まってくれた。わたしは三人の妄想少女と男子たちに感謝した。

　他の妄想少女は、川上メイドをはじめとして「ご主人様とベタベタ」がデフォルトなので、わたしに特別の興味を示さなかった。それが彼女たちの習性なので、薄はく情じようだとは思わない。しかし、ご主人様に対しては制裁を加えざるを得ない。

『で、作戦ってのは何なの？　もしや、高柳の女の秘密を摑んで、それを元に強ゆ請すって恨うらみを晴らすの？　尾行や張り込みだったらあたしにまかせて！　なんなら、そいつの家に忍び込んで精神的に追いつめましょうか!?』

　ミウはやる気満々だ。彼女のブルマから伸びた駿しゆん脚きやくはきっと役に立つはず。ユイヒメも獲え物ものを品定めするように、小さな舌したでチロチロ唇くちびるを撫で回している。きっと、お姫様はわたしたち愚ぐ民みんが思いつきもしない拷ごう問もん方ほう法ほうを知っているだろう。その時が来たら頼む！

　おっと、いかん。いかん。

　つい、嫉しつ妬と魂だましいが膨ふくらんでしまった。収まれ嫉妬玉。わたしは、いい女になるんだ。

　作戦の基本概要は、高柳君の彼女を発見すること。

　まずはそれからだ。

　敵を知らねば、わたしの開花はありえない。

　しかし、彼女の発見は容よう易いではないだろう。中学入学以来……というより、生まれてからずっと高柳君を追ってきたわたしが、彼女の存在を知らなかったのだから。

　実のところ、どこの誰なのか見当もつかない。この学校の生徒なのか、塾じゆくで一緒の娘こか、それとも他校の女生徒か？　いや、あれだけの好男子だ。いけ好かないコーマンチキで淫いん乱らんな成人女性が誑たぶらかした可能性も否定できない。

『……ようするに、相手の見当がまるでついてない訳わけね。前途多難ですわ』

　ユイヒメは、ソファに深く腰を下ろして溜ため息いきをついた。口に出して話さなくていいのは楽だ。説明する手間が省ける。

『けれどユイヒメ。あすみが知っている高柳君の交友関係を除外すれば、対象がだいぶ絞しぼれるわ。ついでに、佐島君が高柳君の彼女について知らなかったという事実も加味すれば、もっとね』

「待ってリサ。佐島君も彼女がいることを知らなかったの？」

　二人は親友だ。高柳君は佐島君にも打ち明けていなかったのか？

『そうよ。知っていれば、私も知っているはずだし……ミウにユイヒメ。あなたたちは何か知ってる？』

『宮里君は知らないって。けど、仁島さんが高柳君に告白してフラれた話は教えてくれた』

『あ、それはダーリンも言ってた』

「おい、郷原はお前に《ダーリン》と呼ばせているのか？」

『べ、別にいいでしょ。それに「呼ばせてる」じゃなくて、私が呼んであげているの。あいつに私をハニーと呼ぶように命令したんだから当然よ』

　どう当然なのかわからないが、通称ゴリとユイヒメの関係は、ツンデレからデレデレに移行しているようだ。ユイヒメの周りを包むお姫様オーラが甘すぎる。ふんだ！

　それは置いて、高柳君が告白された話はわたしも知っている。去年の一〇月三日に高柳君が「他に好きなやつがいる」と言って、仁島さんの求愛を拒こばんだのだ。

　貸し出しカウンターにいるのが、その仁島祥さち子こさん。人当たりのいい子で男子からの人気が高い文化系美少女だ。フワリとした柔やわらかい髪と、伏し目がちの眼まな差ざしに射い貫ぬかれた男子は多い。二つ名は《図書室の聖せい女じよ》。図書委員を二年連続で務めている本好きの彼女にピッタリのあだ名だと思う。《Ｃ組の妖よう精せい》と呼ばれる河内こうち利り沙さと人気を二分する学内アイドルでもある。

　そんな美少女が高柳君に告白したという一報を聞き、当時のわたしは錯さく綜そうする情報を必死に分析した。とりあえず、すぐに「フラれた」ことがわかって安あん堵どしたことは記憶に新しい。去年の一〇月といっても、ほんの三カ月前なのだ。あの時は高柳君が告げたという「好きなやつ」ってわたしのことだろうなと浮かれてしまった。しかし、その頃から「彼女」の影はあったのだ。何もしなかったことが悔くやまれる。

『じゃあ、仁島さんは除外ね。ほら、そこのリストを使って名前を塗ぬり潰つぶして』

「リストって？」

　リサは貸し出しカードの整理をしている仁島さんの脇を指差した。

『図書室には、全校生徒の名前が書かれた貸し出しリストがあるわ。それを使って「彼女」じゃない女子の名前をマジックで塗り潰すの。最後に名前が残った人が容よう疑ぎ者しやというわけ。効率的でしょ？』

『さすが、リサさん！』

　ミウが手を打って賞賛した。

「で、でも勝手に貸し出しリストを塗り潰したら怒られてしまうよ！」

　図書委員の制裁を恐れたが、心配はいらなかった。

「……峰倉さん……このリストが欲しいの？」

　口に出して叫んでいたらしい。しかし、今回の「うっかり」は良い方に繋つながった。仁島さんが「先月の貸し出しリストだから欲しければあげる」と言ってくれたのだ。

「ありがと、仁島さん。助かるよ」

　さすが《図書室の聖女》だ。

　わたしは仁島さんに礼を言って、全校生徒の名前が書き連ねられている貸し出しリストを長机に広げた。ホチキスで綴とじられたコピー紙の束にはズラリと名前が並んでいる。リサの言う通り、これでシラミツブシに当たれば「彼女」を見つけられるかもしれない。

「あ、仁島さん。マジックってない？」

「……どうぞ」

　借りたマジックペンで早速「仁島祥子」の名前に棒ぼう線せんを引く。そして、女生徒の顔を思い浮かべて「こりゃないだろう」という女子を個人的観測で消していくと、いきなり二年生女子の八割が消えてしまった。誰も口を挟はさまなかったので、それほど無茶な思い込みでもないのだろう。

『この子は三年生の飯いい島じまと付き合っているから消して。あ、こいつは浮気グセが知られてて校内の男子に敬遠されているから除外よ。藤ふじ木きさんは野の村むらに惚ほれ抜ぬいているから大丈夫』

　さらにユイヒメが指摘し、リサがマジックで次々と彼女候補を消していった。みるみるうちに二年生は三人にまで絞られた。

「ユイヒメ詳くわしいねぇ」

　まさか、ユイヒメがこれほど男女の関係に詳しいとは。ということは、郷原が知っているってことだよね。

『ダーリンはいろんな人から相談を受けますからね。最近は女子からも恋愛相談されるんですよ？　金村君と緒方さんのことはご存じ？　ふたりは別々にダーリンに相談して相そう思し相そう愛あいということが判明したんですわよ。他にも一〇組のカップルの成立に関っていますわ』

「うおう、すげぇ！　ゴリすげぇ！　野生のカンってやつ？」

　郷原剛つよ士し、通称ゴリ。自他共に認めるゴリラ顔だが、直感と認識力はホモサピエンスを凌りよう駕がしているようだ。進化した大だい脳のう新しん皮ひ質しつによって、女子や男子の情報を精せい査さし蓄ちく積せきしているのだろう。ユイヒメのような美少女を妄想できることこそ非凡の証拠である。

　わたしが《ダーリン》を褒ほめたことに気を良くしたのか、ユイヒメは一年、三年と次々に対象を絞っていく。わたしは他学年に知り合いがいないのでわからないけれど、妄想少女三人の力によって、疑わしい女子はなんと一三人にまで絞られた。全校生徒六〇〇人中の容疑者が一三人である。

　おお。こんな簡単に捜そう査さが進んでいいのだろうか!?

　万ばん歳ざい三さん唱しようだ。

　だけど、棒線が引かれていない名前の中に、わたしの名前があることに気がついた。正確な容疑者の数は一二人なんだ。

「……わたしの名前も消さないとね……」

　塗り潰そうとしたら、リサがわたしの手を止めた。

『あすみの名前は消しちゃダメ』

『ま、そのうち彼女になるかもしれないしな』

『ですわね』

　ミウとユイヒメもそう言ってくれた。ありがと。みんな。




　高柳君の彼女探しは幸先よくスタートした。
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　……と、思っていたのだが、それほど単純ではなかった。

　昼休みが終わった後、リサたち三人の「つて」を頼り、彼女たちの友人、友人の先輩、先輩の友人といった妄想ネットワークを駆使して捜査活動をしたのだが「彼女」の特定には至らなかった。高柳君が所属する野球部や生徒会の妄想少女にも聞き込みをして、なんとか五人まで「容疑者」を絞り込めたのは幸いだが、その五人から先に進まなくなったのである。この中学校にいる、ほぼ全ての妄想少女から聞き込みをしたということは、実質的に全校男子に尋ねたと言えるのに、それ以上絞り込めなくなったのだ。

『あすみ。僅わずかな時間で、五人まで絞れたのは評価すべきことよ。これからは、この五人が高柳君に接触するのを待つだけ』

『けれど、リサさん。残った五人も全部シロに近いですわ。クラスも違えば、委員会も違う。高柳君と接点がない美人が残っただけかもしれませんわ』

　とユイヒメ。

『こりゃ、学外も疑った方がいいかもな。宮里君は高柳と同じ塾に通っているから、そっちの妄想少女にも聞いてみるよ』

「ありがと。ミウ」

　う――ん、学校じゃなければ手が出せないよ。

『あすみ、どこに行くの？　帰りのホームルームが始まるわ』

「ちょっと、お手洗い」

　今日、二回目の女子トイレだ。

　高柳君に彼女がいると判明してから四時間が経たった。

　リサたちのおかげで「高柳君に彼女がいて落ち込む」から「高柳君を彼女から奪う」へと気持ちを変えられたが、胸はズキズキと痛んでいる。

　一三年だ。

　生まれてからずっと好きだったのに、彼に彼女が出来たなんてイヤだよ。せめて教えてくれよ、高柳君。

　鏡に映ったわたしの瞳に涙が溢れた。本当に彼の事が好きだったんだなと再認識する。

　高柳君は、わたしの知らない彼女と手を繋いだり、話をしたり……キスをしたりしていたんだろうか。

「ちきしょう。ちきしょう」













　ボロボロと涙がこぼれると、涙と一緒に何かが滑すべり落おちた。あぁ、コンタクトレンズだ。眼に入っているだけだから、涙が出ると落ちるんだ。

　レンズが排はい水すい口こうへ流れる前に拾った。再び着けるのには抵抗があるけど、新品のレンズは部屋に置いてある。今日この後、リサたちが見えなくなるのはイヤだ。

　人差し指に歪ゆがんでしまったレンズを載せると、手首をグッと誰かに摑まれた。

　皺しわが目立つ男の腕。わたしの手首に太い指が食い込んだ。

「な、何!?」

　わたしの手首を摑んだのは、昨日出会った虚無僧だった。




　って、おいおい。クソ坊主。




　ここは女子トイレだろ！　世界的に男子禁制だ！　女人のサンクチュアリだぞ!!

「探したぞ、峰倉あすみ」

「だからって女子トイレまで探さないで下さい。それにここは学校ですよ。部外者立ち入り禁止。ブタ箱までリーチどころかダブルリーチです。先生に見つかったら警察に突き出されますよ。他に使っている女子がいなくて幸いでしたね。仏のご加護ですよ!!」

　虚無僧は、わたしの怒りの理由さえわからないのか、口答えしない。一体、このお坊ぼうさんの親は何を教えてきたのか。いや、お坊さんに教えるのは仏様か。仏様、この生なま臭ぐさ坊ぼう主ずに英知より常識をお与え下さい。

「とにかく、間に合って良かった。昨日お主は逃げるように走ってゆくで、説明が全て出来なかったのじゃ」

　あれは「逃げるように」ではなく「逃げた」のだ。だけど、このお坊さんには感謝している。虚無僧がコンタクトレンズをくれたおかげで、リサたち妄想少女が見えるようになったのだから。

「で、お坊さん。説明しそびれたことって何ですか。いきなり地じ獄ごくに堕おちてしまうような大事なことだったら、許しませんよ？」

「そのコンタクトレンズのことじゃ」

　妄想少女が、男子の頭から浮かんで見える現象についてか？　それは体験済み。もしかして、まだ知らないスペシャルな効用があるの？

「一度取り外したレンズを再使用せぬ事」

「え？　また使うと、どうなるんですか？　眼が潰れるとか？　それとも魔ま界かいが見えるとか？」

　虚無僧に制止されなければ落ちたレンズを着けていただろう。なにせ、妄想少女が見える不思議なレンズだ。何が起きるかわからない。震ふるえるわたしに虚無僧は警告した。

「眼病に罹かかる恐れがある」

「はぁ？」

「瞳の中に細菌が増殖して、角かく膜まくを蝕むしばみ、失明の可能性さえある」

　そんなことはレンズの説明書にしっかり書いてあるわ！　この坊主はコンタクトレンズの使用上の注意をするために、女子トイレへ侵入したのか？　呆あきれていると、坊主は懐ふところから何かを取り出した。

「それと、これじゃ」

　虚無僧の手をのぞき込むと、一〇〇円玉と一〇円玉二枚が載っていた。どこかで見覚えがあるような……あ、それってわたしが払ったコンタクトレンズの代金じゃないか。

「もしかして、お金の追つい加か請せい求きゆうですか!?」

　デフレ、価格破壊だとか言っても、一〇〇円ショップにコンタクトレンズが並んでいるところは見たことがない。

　すでに両眼一組の二回分と、一枚を破いてしまったので合計五枚使っている。虚無僧はいくら請求するのだろうか？　所持金五〇〇円以上であれば《島しま中ちゆうのカモシカ》と呼ばれるほどの駿足を発揮して逃げるしかない。いや、この場なら「痴ち漢かんですよ――!!」と大声を上げた方が効果的か。どちらにするか迷っていると、虚無僧から一いつ喝かつされた。

「たわけ！　拙せつ僧そうは、金銭など必要ない境きよう地ちに達しておるわ。お主に押しつけられた一〇〇円硬こう貨か一枚と、一〇円硬貨二枚を返しに参ったと知れ」

　どうやら、カモシカは不発で済みそうだ。虚無僧から一二〇円を返へん却きやくされた。

「じゃあ、コンタクトはタダなんですか？　こんなに面白いのに」

「うむ、仏の御み心こころにより生まれたものに、値段などつかぬ。自身が必要だと思えば、使い続ければよい」

　やった。リサみたいに親切な友達や、愉ゆ快かいなクラスメイトがタダで見えるようになって、わたしは非常に喜ばしい。最上級の喜びだ。

　英語で言えば　very pleased.　スペルは合っているはずだ！

「ところでお主。何か心境に変わりはないか？　霊れいが騒さわいでおる」

　そういえば、コンタクトレンズをくれた理由は、わたしに悪あく霊りようとやらが憑ついているからだった。

　心境に変化？

　大ありですよ。失しつ恋れんしました。

　あ、もしかして悪霊のせいですか？　いや、悪霊のせいに違いない。

「やっぱり悪霊が憑いているんですか？　失恋してしまい、危うく自殺をするところでした。もしくは人殺しをするところでした。お願いします。お祓はらいをして下さい。わたしに取り憑いている悪霊を殺して下さい」

「除霊できるのであれば、儂わしが祓っておるわ。言ったじゃろう、出来ないと。お主に取り憑いているのは少年の霊じゃ。この霊種は特殊でな、今は悪さをせぬが、一年もすればそなたの体を蝕もう」

　いやいや、もう悪さをしているだろう。高柳君に彼女がいるのは悪霊のせいに決まってる。それに虚無僧め、今度は予言をしやがった。一年後にわたしを蝕むだと？　一年後といえば受験の頃ではないか。悪霊なんかのために志望校へ入学できなければ、ご先祖様に申し訳が立たない。末代まで怒られてしまう。

「あなたより徳が高くて、法ほう力りきが強いお坊さんを紹介してくれませんか？」

「残念だが、俗ぞく世せに儂より高位の僧はおらぬ」

　自称地上最強の坊主はそう言い切った。どうやら、非常にタチの悪い霊に取り憑かれているようだ。失恋した上、悪霊は除霊困難だなんてどうすればいいのだろう？　わたしが落らく胆たんする様子を見て、魂の救済を任務とするお坊さんは、助け船を出してくれた。

「もっとも、その霊は他者には払えぬが、自身なれば難しいことではない。除霊の方法を教えて進ぜよう。鍵かぎとなる『言こと霊だま』を導みちびき出だし、心しん気き統とう一いつの下もと、口にすればよい」

「言霊？」

「左さ様よう。言霊とは魂が宿る言葉の事だ。良い言葉には良き魂が宿り、悪い言葉には悪しき魂が宿る。良き言葉を導き出し、お主に憑ひよう依いする霊が欲する言葉を与えれば消え失せるはずじゃ。お主のような若じやく輩はいにわかりやすく説明すれば『キーワード』を探し出せば『クリア』できると言いい換かえることもできるじゃろう」

　ゲームのような悪霊だ！　それでも得体の知れない霊に取り憑かれ、気持ちが悪くなっていた胸は楽になった。とりあえず、悪霊に向かってキーワードを怒ど鳴なりつければ倒せるのだ。

「お坊さん、言霊のヒントを」

「たわけ。くれてやったコンタクトレンズを使って自身で探せ。答えは自分の中にある」

　これだから宗教関係者は困る！　「答えは自分の中にある」なんて、お父さんがよく言う「自分の胸に聞いてみなさい」と同じレベルじゃないか。この貧乳に答えなんかないよ。あ、自分で貧乳とか言ってるし！　このダメ坊主め！　わたしに貧乳を自覚させるなんて許せない！




　おっと、熱くなってしまった。クールダウン。クールダウン。

　まぁ、今回はお坊さんが、受験の妨害をしようとする悪霊の存在を教えてくれ、かつ倒し方も教えてくれ、魔ま法ほうのコンタクトもくれたのだから、これ以上求めれば仏ぶつ罰ばちが下ってしまう。

　自分でどうにかしよう。

「お坊様ありがとう、校門まで送って行きますわ」

「無用じゃ」

　お坊さんを見送ろうとしたが断られた。どこへ行くのか、虚無僧は階段を昇って行った。あの格好で校舎をうろついては、不審者と間違われるだろう。通報されないかと心配になったが、偉えらいお坊さんだと自称していたし、大丈夫に違いない。何せ物質世界最強の虚無僧だもの。わたしは勝手にそう判断した。ついでに、島中七不思議を解決してくれればと要いらぬ期待もした。

「おい、あすみ。そろそろ先生来るぞ」

　高柳君が教室のドアから顔を出して、わたしに呼びかけてくれた。いつの間にかチャイムが鳴っていたようで、廊ろう下かには誰もいなかった。

「あれ？」

　教室に戻ると妙に広く感じた。

「どうしたんだ、馬鹿あすみ？」

「ううん。なんでもない」

　広い教室。それは妄想少女がいないからだった。見慣れた教室が寂さびしく感じられる。

「ごめんね、リサ。コンタクトレンズが外れちゃった。今日はありがとね」

　わたしは席に戻る途中、佐島君の背中……リサがいる辺りに向かって呟つぶやいた。
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　うおぉう、今日も寒いなぁ。

　新聞を取りに玄げん関かんへ出ると、寒かん風ぷうが叩たたきつけるようにわたしを襲おそった。寝ね間ま着きのままでは寒すぎる。

「お姉ちゃん、おはよう」

「おはよう、まなちゃん。今日も寒いねぇ」

　隣となりの家から挨あい拶さつがあった。相変わらず可か愛わいいなぁ。さすが高たか柳やなぎ君の血筋だ。この小学四年生は高柳君の妹。彼女とも付き合いが長い。オギャアと生まれた時から知っている。

　家族ぐるみの付き合いだから、姉し妹まい同然だ。わたしが育てたと言っても過言ではない。この前なんか、眉まゆ毛げの書き方を教えてなどと部屋に乗り込んでくるものだから、成長を実感してしまった。わたしは少女に敬意を払って額に「眉毛」と書く、古典的なギャグを教えてあげた。つーか、小四で眉毛を描いてんじゃんねぇ。つーか、お前は可愛すぎるんだよ！　まなみ！

「まなちゃん。お兄ちゃんは？　もう学校に行ったの？」

「うん。野球」

　さすがに早いなぁ。それにしても、白い息を吐はくまなちゃんは可愛いなぁ。

「ねぇ、まなちゃん。これは女同士の秘密の話だ。絶対、兄には話すなよ」

「なに？　お姉ちゃん」

「最近、尚なお人とちゃんに怪しい女がつきまとってない？」

「お姉ちゃんのこと？」

　丸めた新聞でポカリと叩いてやった。どうやら、家にまでは侵入していないようだ。高柳君の彼女は。




　昨日から高柳君の彼女を探しているが、見つかっていない。「彼女」かもしれない女は五人にまで絞しぼっているが、容よう疑ぎ者しやリストに上がっているだけである。今は高柳君が通う塾を探ってくれているミウの捜そう査さに期待したい。

　もっとも、見つかって欲しい反面、見たくない気持ちも一杯だ。それでも探すのは、彼女を参考に女を磨みがき、高柳君を取り戻す野望があるためだ。

　リサがくれた助言のおかげで、今のわたしがある。

　居間ではお母さんがテレビを見ていた。ワイドショーはスイーツの特集をしており、リポーターが、人気パティシエの店でチョコレートを美お味いしそうに頰ほおばっていた。バレンタインもカウントダウンに入っている。母親がテレビを見ながらヨダレを垂たらしていた。

「お母さん。ヨダレを拭ふいた方がいいよ。将来の自分を見ているようで嫌いやになる」

　失敬、失敬、とペコペコするお母さん。子供っぽさがいつまで経たっても抜けない。できれば彼女のように成長したくはない。そんな母親はテレビから目を逸らすと、わたしに向かって悪戯いたずらっぽく聞いてきた。

「あんた、尚人ちゃんにまた手作りチョコあげるの？」

「……うん。気合いで勝負したいからね」

　笑われた。

「こりないわねぇ。去年、あんな大失敗したのに」

　たしかに去年のバレンタインは気合いを入れすぎて失敗した。想いの強さが技術を超えて、悲ひ惨さんなチョコケーキになったのだ。今年こそ去年の失敗を取り返す絶品を作らねばならない。

　でも、彼女がいるのにあげてもいいのかな……

　朝から憂ゆう鬱うつな気分になってしまった。リサに慰なぐさめてもらおう。

　洗面所でコンタクトレンズを入れる。昨日は手こずったがコツは覚えた。瞳ひとみにすんなりレンズが装着され喜んでいると、鏡に映ったわたしの肩に青白い顔がくっついていた。状況が摑つかめず固まってしまうと『……あすみぃぃ……』と、儚はかなく物悲しい声が、わたしの肝きもを冷やした。

「ぎゃ！　朝から幽ゆう霊れい！」

　しかし、振り返ってみると幽霊の正体はリサだった。

「うおう、リサか。ビビッたぜ。朝は佐さ島じま君と登校するんじゃないのかよ？　彼女と彼氏はよう」

　軽かる口くちを叩たたいたが、リサはそれどころではないようだ。美人な顔が台無しになるほど、顔色が悪い上に息を切らしている。幽霊のようでもあるし、半死人にも見えた。何事だ？

『ごめん、あすみ。今、佐島君が高柳君の家に来ているから知らせようと思って』

　あれ？　高柳君は朝あさ練れんに行っちゃったよ。行き違いじゃん。それにこの朝っぱらから何の用だろう。佐島君の家は線路向こうで通学路も違うはずだ。

「リサ。わたしに何を知らせようと言うの？」

『河内こうち利り沙さが高柳君に告白しちゃったの！』

　なにぃ!?　リサが？

　……ってお前じゃねぇか。お前までわたしを裏切ったのか!!

『違う違う。オリジナルの方。Ｃ組の河内利沙が昨夜、告白したの！　どうしよう』

「ちょ、ちょっと落ち着いてリサ」

　いつも冷静なリサが動どう揺ようしている。いや、わたしも動転し始めた。

『あ、いけない！　佐島君が行っちゃう。あすみ、先に行くね。待って佐島君。うぁあ』

　リサは自分の足に縺もつれて転ぶと、転倒した反動で一回転して尻しり餅もちをついた。

「だ、大丈夫!?　リサ!?」

　しかし、リサは何も目に入っていないのか、慌あわてて起き上がると外へ飛び出した。唖あ然ぜんと見送るわたしだが、ふと我に返った。

《Ｃ組の妖よう精せい》河内利沙が高柳君に告白？

　こりゃあ、一大事だ。あれだけの美人から告白されりゃ、高柳君もただじゃいられない。下へ手たすれば、今いる彼女と取り替えたり、同時進行で付き合ったりするかもしれない。二ふた股またの危機で親友のピンチだ。カバンを。カバンを持てい！　わたしも学校へ行かねば！

「お母さん、学校行ってくる！」

「あすみ。制服を着て行きなさい！」




　全ぜん力りよく疾しつ走そうで学校に辿たどり着つくと、校庭では野球部が朝練をしていた。準備運動を終えて学年に分かれての練習に入っている。いつもと変わらない朝練風景に見えるけど、高柳君が見当たらない。三さん塁るいには別の部員がいて、ダイヤモンドの上でボール回しをしていた。

　佐島君と一緒なのだろうか？　さっきからリサに呼びかけ続けているが応答はない。近くにいないのか、それとも返事をできる状況にないのか……

　不安になった。

　もし、高柳君が告白を受け入れでもしたら……佐島君は河内さんのことが好きで、高柳君はそのことを知っているはずだ。深い友情で結ばれている彼らも、間に女子が入ればどうなるかわからない。愛あい憎ぞうが入り混じり拳こぶしで語り合っているかもしれない。二人がケンカ？　ケンカならば校舎裏だ。

　職員玄関の脇を抜けると焼しよう却きやく炉ろがある。その先の竹たけ藪やぶを分け入った所に使われていない外階段があって、その一帯が生徒同士の密談や決けつ闘とうの舞台になっている。コンクリートの古い階段が見えると予想通り二人がいた。リサもいる。いがみ合っているかと思ったが、予想に反して二人は笑いあっていた。

　どうやら流血の惨さん事じは免まぬかれたようだ。

　ホッとしたのもつかの間、二人がこちらに歩いてきて面食らった。

　この場所にわたしがいるのは不自然だ！

　とっさに竹藪の中へ身を隠かくしたが、一瞬でばれてしまった。

「……あすみ。朝っぱらから何やってんだ？」

「柴しば刈かりをね」

　呆あきれる高柳君と朗ほがらかに笑う佐島君。その後ろでリサが爆笑していた。




　　　　　＊＊＊




　高柳君は河内利沙の告白を断った。




　その一部始終をリサが迫はく真しんの演技を交まじえて説明してくれた。

　昨日の夜、河内さんが高柳君の通う駅前の塾じゆくで出待ちをしていたらしい。塾が終わるのは一〇時という遅い時間にもかかわらず、彼女は高柳君を近くの公園へ連れ出したという。その様子をミウの彼氏である宮みや里さとが目もく撃げきしていて、不ふ審しんに感じた彼が佐島君に電話をしたというのだ。宮里学級委員も、佐島君が河内さんのことを好きだと知っていたらしい。そして、早朝、佐島君は真相を問うため高柳君を訪ねたというわけだ。

　リサは陰いん気きな校舎裏だというのに、スポットライトを浴びる女優の如ごとく輝き、わたしは彼女の舞台をコンクリート階段に座って愉ゆ快かいに鑑かん賞しようしている。

『ここで佐島君は「……昨日、河内さんと何があったんだ？」と高柳君に迫りました』

「うんうん。それで？」

『高柳君は驚いた顔をしたけど、すぐに答えました。「河内に告白された」って』

「おお？」

　一人二役、クルクル向きを変えながらリサは舞い演じている。

『そこで佐島君は、内心恐れながらも「なんて返事をしたんだ？」と尋たずねたの』

「それでそれで？　高柳君はどう答えたの？」

『彼は「断った」って言ったわ』

　やった――！　二人して万ばん歳ざいした。

『それから佐島君は「もしかして僕に遠慮したのかい？　だったら今からでも好意を受けてくれ」って言ったの。男らしいよね。それに対して高柳君も「お前がその手の同情が嫌いなのは知っている。俺は自分の意思で断ったんだ」だって』

　キャ――!!　高柳君格かつ好こいい。

　いいね、いいね。

　男の友情。

　汗あせ臭くささと青臭さが堪たまらない！

　佐島君にとって、河内さんが自分の親友を好きだったという事実は十分に不幸だが、幸いにも告白は失敗だ。このまま傷心の河内さんを慰めれば、劇的に想いが成じよう就じゆするかもしれない。リサにそう言ってあげると『だよね、だよね』と嬉うれしがった。

　わたしも嬉しい。リサが笑顔を取り戻してくれて良かった。リサに真っ青な顔は似合わないもん。

　校舎裏でリサの話を聞いていると、外階段の上から見える通学路に、登校して来る生徒が増えていた。それでも時計はまだ、普段わたしが家を出る時間である。早い登校は気持ちが良い。

「教室行こうか。きっと、静かで気分がいいと思うよ」

『うん』

　校門の前で、白い息を吐く生徒たちの中に、我がクラスの学級委員を見つけた。その隣にはジャージを着たミウがいて、わたしたちに気がつくと駆け寄って来た。

『ねぇ！　ふたりとも！　昨日大変なことがあったの！』

「「知ってるよ」」

　わたしたちがハモると、ミウは目を点にした。
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　けれど、高柳君の彼女は一体どれほどの女なんだ？

　わたしの中にモヤモヤと不安が膨ふくらみ始はじめた。河内利沙の告白を断るということは、少なくとも彼女を超えた女に違いない。あの顔より美人って想像できん。

　チラチラ高柳君を見ながら悩んでいると、彼が気持ち悪そうにわたしの眼を突いた。

　ギャ――!!

「何見てんだよ。最近、お前おかしいぜ。もしかして、一昨日おととい倒れた時、頭を打ったのが原因か？」

　恋こい煩わずらいですよ、高柳君。あなたに彼女がいて、わたしの人生はめちゃくちゃです。

「心配してくれてありがとう。それより高柳君こそ平気かしら？　そろそろバレンタインですしソワソワして仕方ないのでは？　それともくれる相手がいるので、余裕なのでしょうか？」

「てめ、やっぱり今朝の会話聞いていたな？　どこからだ、どこから聞いてた」

　珍めずらしく高柳君が血相を変えている。たまにはこういう展開も悪くない。わたしは小さな頃から、知力、体力、人格ともに、彼の下しも手てに立っているから、話をしていてもボケ役ばかりなのだ。情報戦で優位に立っている今、ブラフでも彼に対して優ゆう越えつ感かんを抱いておきたい。

「あら、何のことでしょう。わたしは殿との方がたの密談など聞いておりませんわ。ほらほら、次は体育ですことよ。ご用意なさったら？」

「くそう、むかつく奴だな。言っとくけどな、バレンタインはお前以外からもたくさん貰もらうんだぜ！」

「一つ以外は義理でしょうけどね」

　わたしがカマをかけると、高柳君は赤くなって狼ろう狽ばいした。なんだよ、その反応。やっぱり、彼女から愛が詰まったチョコを貰うんだ。

　悲しい。

　わたしは、カカオ豆の原産地を空爆する気力すらなくなってしまった。

『知ってる？　バレンタインはお菓か子しメーカーの陰いん謀ぼうなんだよ？』

　リサが落ち込んだわたしの気を逸そらせてくれた。

「リサ。気持ちは嬉しいけど、今は悲しい気持ちで一杯なんだ」

『いちいち落ち込んでいたら身体からだに悪いわ。前向きに考えなさい。今年のバレンタインは、彼女以上にハイレベルな手作りチョコを渡せるチャンスなんだよ』

「……」

『あすみは、幼なじみなんだから高柳君の味の好みとか、好きな形を知っている。いきなりフライングスタートできるんだから、楽勝イベントなんだよ。ファイト。ファイト』

　リサが眩まぶしい。リサが男の子だったら良かったのに。わたしはリサにチョコレートを贈おくりたくなった。いや、あげねばならぬ。

　一時間目の授業は体育なのでＣ組の女子が入ってきた。

　女子たちに押されて、ブツブツ言いながら教室を出て行く高柳君。

　……見てろよ。二月一四日はブラッディノーズにしてやる。つまり、チョコを食わせまくって鼻血を吹かせる日にするんだ。スペルわかんないけど。

　着替えが始まった。

　わたしたちの中学校では、体育を二クラス合同で行う。公立校だから更衣室なんてなく、男女分かれて別々のクラスで着替える。我がＤ組には、Ｃ組の女子が入ってきて一緒に着替えるというわけだ。ドアに近い女子が、小窓に目隠しのわら半紙を貼はりつける役目を担になっており、鶴つるちゃんと亀かめちゃんが教室と外界を一ミリの隙すき間まもなく遮しや断だん。そういえば、今さっきまでいたリサの姿がない。彼女だけでなく、教室にいるはずの妄もう想そう少しよう女じよたちが消えていた。コンタクトレンズが外れたのかと思ったが、理由はすぐにわかった。

　妄想少女は男子の妄想だから男子にくっついてＣ組に行ってしまったんだ。まったく、あいつらは男子の生着替えの中で何やってやがるんだ。そんなことを思っていると、Ｃ組の女子が、空いている男子の机つくえで着替え始めた。誰だれがどこで着替えるかなんて決まっていないが、格好いい高柳君の席はＣ組の変へん態たい女じよ子しに人気がある。今日、高柳君の席に来たのは……

　河内……さん？

　お前、昨日高柳君にフラれたばかりだろ？　まだ未み練れんたらたらなのかよ。へっへ――ん。

　だが、河内さんが何を思っているのか外見からは窺うかがい知しれなかった。正直、彼女を間近で見るのはこれが初めてだ。わたしの友人であるリサと外見はまったく同じだが、微び妙みように違う気がする。

　リサはあくまでも佐島君の妄想。リサにはリサの良さがあるが、本物の河内利沙は、わたしの知っているリサより大人っぽくて女らしい。ちょっとした仕し草ぐさの端はし々ばしに、それを感じる。髪はロングでサラサラ。ハッとするほど白い肌はだ。おまけに制服の脱ぎ方さえ、一般女子のそれとは違う。

　腹が立つ。

　頼むからスカートを脱いでからブラウスのボタンをはずさないでくれ。それでは男の思うツボだろう。わたしがオヤジ的な視線で視し姦かんしていると、不意に目が合ってしまい、慌てて目を逸らした。気まずくなり急いで着替えると、不意に河内さんから声をかけられた。

　まさか、大人っぽいピンクの下着に目も心も奪われていたことに気づかれたのか？

「……峰みね倉くらさん？」

「は、はい――？」

「シャツの前後ろが逆よ」













　うお、本当だ。「２ーＤ　峰倉」と書いた布が背中になっている。照れ隠しに笑顔を作ってシャツを回転させた。だが、わたしの無意味な笑い顔に対して、河内利沙が浮かべたのは露ろ骨こつな嘲ちよう笑しようだった。

　きらいだ。こいつ。

「ありがとう。河内さん。借りが出来たわ」

　そういうのが精一杯だった。世の中にはどうしても仲良く出来ない人間が存在するが、河内利沙はその一人らしい。たしかに顔の造りが一般のレベルを遙はるかに凌りよう駕がしているのは認めるけど、内面の美しさは反比例していると確信した。佐島君は、この女のことを好きなんだろうけど考え直すべきだ。

　そうやって河内利沙のことを「嫌いな奴」と認識していると、着替えを終えた彼女から「ちょっと、いいかしら？」と言われた。何が「いい」のかわからないが、話があるという意味だろう。昨夜、高柳君にフラれた女が、わたしに何の用があるのか予想もつかない。

「あすみちゃ――ん！　早く行こうー！」

　対応に困っていると、タイミング良く、鶴ちゃんと亀ちゃんがわたしを呼んでくれた。河内さんを無視することも出来るが、何だか逃げるようで癪しやくだ。

「ごめん、二人とも。先に行ってて。すぐに追いかけるから」

　鶴亀コンビは顔を見合わせると、わたしと河内さんを不思議そうに見比べつつ、体育館へ行ってくれた。着替えを終えたほかの女子たちも同じように体育館へ向かい、教室はわたしと河内さんの二人きりになってしまった。そして、それを待っていたかのように、河内さんは口を開いた。

「峰倉さん。あなた、高柳君と幼なじみなんですってね」

　尋ねられているのではなく、わたしが高柳君と付き合いが長いことを知った上での断言口調。初めて会話をするというのに、まるで喧けん嘩かを売られたような不快さを感じた。

「ええ。それがどうしたの？」

　そう言い返すと、河内さんの眉まゆが歪ゆがんだ。

「一つだけ教えて欲しいんだけど、二人は付き合っているのかしら？」

　そんなことが聞きたかったのか。中学に入ってから何度も尋ねられていることだ。女子に人気のある高柳君と幼なじみであるわたしは、同じ質問をよくされる。大たい抵ていは冗じよう談だん交じりだが、時には本気で。だけど答えは残念ながら「ノー」。そんなこと、彼に関心があれば知っているだろうに。

「家が隣同士だから兄妹みたいな関係で、付き合ってるわけではないんだよ。周りから誤解されてるみたいだけど……」

「なら、彼と距きよ離りを置いてくれないかしら？」

　わたしが言い終わる前に、河内さんはそう口を挟はさんだ。声は明るいのに、まるで脅きよう迫はくされているようだ。いや、これは脅迫だ。こんな状況は初めて経験するので足が震ふるえてしまった。黒板の上にあるスピーカーからチャイムが鳴り始めたというのに、河内さんはわたしを解放するつもりはないらしい。

「きょ、距離って言われても隣に住んでるし……」

「そんなことじゃないわ。彼と教室で話したり、ベタベタするのを止めて欲しいの。いくら幼なじみでも、そんな関係は不自然よ」

　ようするに付き合ってないなら、仲良くするなと言うことか。そして、わたしは河内さんが大きな勘かん違ちがいをしていることに気がついた。彼女は高柳君にフラれた。どう言われて断られたかわからないけど、彼と仲が良いわたしに原因があると勘違いしてるんだ。悲しいけど、高柳君には「彼女」がいる。名前も顔も知らないけど好きな奴がいて、それはわたしではない。

「河内さん。高柳君の好きな人はわたしじゃないんだよ」

　そう言った途と端たん、彼女の顔色が変わった。彼のことが好きなら当然の反応だろう。「え？」と一言だけ漏もらしたのが河内さんの驚きを示している。

「彼女がいるみたいなんだ。高柳君には」

「彼女!?」

　ずっと冷静な顔をしていた河内さんは、何を思ったのかわたしの肩を摑んで「噓！」と叫さけんだ。彼女の爪が肩に食い込み、わたしは痛くて悲鳴をあげてしまった。

「は、離してよ！」

「なんで!?　なんで、あなたじゃないの!?　彼の好きな人って!!」

「だから違うって。付き合ってないんだから、当たり前でしょ!?」

　河内さんの指はいつの間にか震えていた。

「じゃあ、誰よ！　高柳君の彼女は!?」

「し、知らない！　わたしだって知らないの！　つーか、離してよ！」

　彼女の手を振り払おうとしたがダメだった。まるで行き場のない困惑を握りしめるように、河内さんはわたしの肩を摑んで離さない。

「あなたが知らないはずないでしょ!?」

「だからわからないんだって！」

　その時だった、教室の外から大声でわたしの名前が呼ばれた。鶴ちゃんと亀ちゃんだ。二人の声にビクリとした河内さんは、わたしを突き倒すように離すと、そのまま無言で前のドアから出て行ってしまった。河内さんがいなくなると急に緊張が解けて、床に膝ひざを突いてしまった。

「あ、あすみちゃん大丈夫!?　何されたの!?」

　鶴ちゃんと亀ちゃんが、後ろのドアから飛び込んで来た。きっと、河内さんが発していた剣けん呑のんな空気を感じ取って見に来てくれたのだろう。二人が来てくれなかったら、どうなっていたかわからない。

「助かったよ、二人とも」

「河内さんと何があったの!?　先生に言った方がいい!?」

「そういう問題じゃないんだ。苛いじめられたわけでもないし、喧嘩したわけでもない」

　事実を教えたまでだ。河内さんに問いつめられて怖こわかったけれど、高柳君に「彼女」がいると知った河内さんの顔は、たぶん昨日のわたしと似ていただろうと思う。河内さんが行ってしまった今、なぜか同情してしまう自分がいた。だけど、鶴ちゃんと亀ちゃんは納得していないようで、シワになった体育着の肩を伸ばしてくれながら河内さんについてあれこれ教えてくれた。「美人なのに性格が悪い」「男のことしか考えていない」「冷血女」。どうやら男子にはモテているのに、女子からの評価は最悪なようだ。

「あすみちゃん、体育どうする？」

「大丈夫。わたしのせいで迷惑をかけたね二人とも。ありがとう」

　とてもバレーボールをする気分になれなかったが、わたしは彼女たちに手を引かれて体育館へ向かった。河内さんと顔を合わせるのは嫌だったが、体育館に姿はなかった。保健室にでも行って面倒を避けているのだろうか。そう考えついても確認する気にはなれず、わたしはバレーボールの練習にこっそり混ざった。
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「あ――むかつく。リサはいい子なのに、河内さんは悪い奴だよ。あいつ、きらい」

『あすみ。私のオリジナルなのだから、そんなことを言わないで。あすみや私には見えない良さがあるんだよ』

　そういうものかな？

『そういうものよ』

　給食にがっつきながら、わたしはグチグチとリサに河内利沙への愚ぐ痴ちをぶちまけた。あんなトラブルがあってイライラして仕し方かたがない。とにかく精神状態は最悪だ。さっきはビビッてしまい、高柳君に彼女がいることまで明かしてしまったが、冷静に思い返せばフラれた八つ当たりされただけだ。そりゃ、同情はするけど肩に爪を立てられ乱暴を受けたのは事実である。

『まぁ……同性同士、感情的になることはあるでしょう。お互い様だと思って怒りを収められない、あすみ？』

　リサが庇かばうのも気にくわない。

　佐島君が河内さんのことを好きなのだから仕方ないかもしれないけど、わたしの身にもなって欲しい。そう思っていると、リサが『ごめん』と呟つぶやくものだから、深呼吸して嫌な気分を吐き出すしかなかった。

　つーか、今朝はとても食事を摂とる時間がなかったので、お腹が空いている。苛いら立だちを給食にぶつけてしまえ。幸いにも高柳君は生徒会の仕事で佐島君とパンだけ持って出掛けてしまった。彼のいない今なら、揚あげパンを手づかみでムシャムシャ食える。砂糖がボロボロこぼれてもお構いなしだ。わたしの食いっぷりを宮里学級委員が呆れ顔で見ていた。

『少しは上品に食えよ。生まれが知れるぞ』

　ミウだ。

　宮里の隣で『妄想ポカリ』を豪ごう快かいに飲んでいる。上品ではないけど、気持ちいい飲みっぷりだ。トップアスリートみたいなユニフォーム姿のミウに、その飲み方は似合っている。

　って、格好いい運動着だなぁ。

『いいだろ。アデダスのウェアだぜ』

「うん。確かに羨うらやましい。でも、体育は終わったんだから脱いだら？」

『脱ぐとブルマ一丁になってしまう！』

　妄想少女の服は、男子の移り気でコロコロ替わる。どうやら、女子のバレーボールが男子の体操着信しん仰こうに火をつけたらしく、川かわ上かみメイド以外はみんな体操着だ。ユイヒメの短パン姿も新しん鮮せんである。しかし、なんでミウだけは学校指定の黒い短パンではなくて、ブルマを穿はいているのだろう。それも今日はアズキ色で白ストライプ。毎日デザインが変わっていることをわたしは知っている。学級委員の趣味かな。マジマジ見ているとミウに信じられないことを言われた。

『ブルマをガン見するなんて、あすみは変態？』

　ブルマ変態に変態って言われたよ！

「もうっ！　わたしはブルマなんて興味ないから！」

『ブルマに興味がないなんて、あすみは変態だ！』

　なんだか、意味がわからなくなってしまった。冷静になれ、峰倉あすみ。ミウがブルマを穿いているのは、宮里の妄想だ。妄想の主にブルマを穿かせている理由を問おう。

「ねぇ、宮里。なんで黒短パンじゃいけないの？」

　ブフゥと牛乳を吐かれた。汚い奴だ。

「み、峰倉。君は何を言っているんだ？　変態なのか？」

　ミウの主人にまで変態って言われた。わたしって、やっぱり変態なのかな？

『そうだ！　お前は変態だ！　宮里君の品格を下げるようなことを言いやがって！　そもそもブルマと短パンを比べるなんて失礼だろ！』

「なんでよ！　あんなパンツモドキより短パンの方が普通じゃない！」

　怒ど鳴なり返したら、宮里学級委員が答えてくれた。

「……短パンがいけない理由は数多くあるんだ。女子に言うのは憚はばかられるけれど、短パンはハミチラしやすい」

　遠くの席で鶴ちゃんと亀ちゃんが牛乳を吹き出した。宮里、突然何を言い出すんだ。

「えっと、ハミチラってパンツがはみ出て見えることかしら？」

「イエス。補足すれば、短パンの裾すそから下着が見えることを指している。女子は体育座りする時には気をつけた方が良い。ブルマは下着を包み込むが短パンは外へ開く。短パンは危険だ」

　そうなの？

　わたしはスカートの下に穿いたままの短パンが急に恥はずかしくなった。気がつくと宮里の発言によって教室は騒そう然ぜんとし、女子たちはブルマ復活を叫び、男子が短パン擁よう護ごをしている。男って本当にパンツが好きなんだ。これからは体育の時、気をつけなくてはいけない。羞しゆう恥ちを覚えると、短パンへの注意を喚かん起きする宮里学級委員を見直した。こいつはブルマ変態ではない。あくまでも女子のハミチラが許せないからブルマを愛しているのだ。

『ようやくわかったか？　宮里君が正義の人だってことを』

「正義の人ねぇ……」

　ミウは得意げにそう言ったが、ブルマから下着がはみ出ていた。もう、どうでもいいや。

　わたしは教室の喧けん噪そうを無視して、ミウに聞き込み捜そう査さの進展を尋ねた。

「ところでさ。塾の妄想少女たちに聞き込みしてくれた？　例の『彼女』について」

『おお。したした。抜け目なく、しっかりと。結果から言うぞ。学習塾の女子は全員シロ。くりかえす。全員シロ』

「マジッスか。ミウ兵長」

『本気ッス。あの塾は異常だった。男子八人、女子六人いるクラスなんだけど、全ての女子が宮里君と高柳以外の男子とデキかかっていたんだよ』

　ようするに、塾内で六組のカップルが成立しようとしているってことか。塾の線が消えると、校内に残る五人の容疑者が怪しくなる。しかし、予想もつかない女である可能性も増して、いよいよわからなくなる。恋れん愛あいなんて道みち端ばたで突然始まることもあるのだ。「君の名は？」なんて。

「それにしても凄い塾だね。勉強だけじゃなくて恋愛指導までしてるのかな」

　二人の通う塾に興味が湧いた。成せい条じよう駅前の一等地にあって、この地域で一番の進学塾ってことは知っているけど、塾内で恋愛が芽め生ばえているなんて本気では考えていなかった。わたしの通う底辺塾では考えられないことである。

『いやいや。宮里君が恋の手助けをしたんだ。彼って頭良いでしょ？　だから、女子も授業でわからないとこがあると聞いてくるわけさ』

「ふんふん」

『すると、宮里君はその女子を友達の男子に教えさせるの。それがきっかけになって二人の好感度がアップ。そんなことが何度かあって、男女が惹ひかれ合あい始はじめたってわけ。だから、男子たちの妄想少女は宮里君に感謝してたよ。「ご主人様」に彼女ができそうだってさ』

　それって、宮里が教えるのが面倒で、友達に押しつけただけじゃないのかな？　だけど、ミウの言ったことに一つ疑問が浮かんだ。

「けどさ、ミウ。塾の妄想少女が感謝しているってどういうこと？　『ご主人様』に彼女ができたら妄想少女は悔くやしかったり、悲しかったりするんじゃない？」

　ミウの代わりに答えたのはユイヒメだった。わたしたちの話を聞いていたのか、遠くの席から大声で言う。

『それは女の子の感情よ！　私たち妄想少女は男子が嬉しかったら嬉しいの。だから、彼女ができたら同じように喜ぶんですわ』

　理屈はわかるけど、そういうものかな？

「リサもそう思う？」

　佐島君の席で、静かに話を聞いていたリサにも尋ねた。彼女は『う～ん』と少し考えてから、ニコリと笑った。

『佐島君に彼女ができたら……やっぱり嬉しいんだろうね。うん』

　そっかぁ。そういうものなんだ。妄想少女って。

　教室を見回すと、ユイヒメが声を張り上げたせいか、クラス中の妄想少女がリサと同じように頷いていた。

　妄想少女たちは宿っている男子の一番嬉しいことを求めている。しかし、わたしには到底できない考え方だ。高柳君に彼女が出来ても「良かったね、高柳君！」などと思えるはずない。しかし、女としてはともかく、人として祝福すべきではないだろうか？　妄想少女たちと同じように大好きな彼の喜びを、わたしも喜ぶべきではないだろうか？

『あすみ。さすがにそれは考えすぎだよ』

「リサ」

『そんな悟りの境地に達したら、人としておかしいもの。あすみは高柳君のことが好き。この前も言ったけど、奪われたら奪い返すくらいの気持ちで恋愛しないとダメ。ほら、愛いとしい彼が帰ってきたわ。そのお砂糖がいっぱい付いた口を拭いて』

　後ろのドアから高柳君と佐島君が戻って来た。リサの言うとおり、彼女ができたことまで喜んでいたら真性マゾだ。

『そうよ。あすみは仮性マゾなんだから！』

　ありがとう、リサ。おかしな性せい癖へきが生まれるところだったよ。わたしはシワクチャのハンカチで口を拭ぬぐって、帰って来た高柳君に牛乳を差し出した。

「お勤めご苦労様です。さぁミルクを召めし上あがって下さい」

「すげぇな、お前。この瓶びん入いり牛乳をミルクって言った奴、初めて見た」

　褒ほめられた。どうやら、彼の牛乳を他の男子に飲まれないようにキープしていたのは正解だったようだ。

「あ、峰倉さん。僕のミルクは？」

「？」

　リサが溜ため息いきをつき、佐島君はガッカリしてしまった。ああ……そうか。こういう場合、佐島君の分も確保しておくべきだよね。失敗失敗って……！

「ギャア!?　二人で一本の牛乳を飲まないでよ！」

　高柳君が唇をつけた瓶びん縁ぶちに、佐島君が舐なめるように吸いついている。間接キスだ！　男同士なのになんて不ふ潔けつ。わたしは自分の迂う闊かつさを呪のろった。

「おい、馬ば鹿かあすみ。なんて顔してんだ。お前は人様に誇れる顔をしていないんだから、せめて表情でカバーしろっていつも言ってるだろ」

　いや、男同士の唾だ液えきとミルクの交換を平然と見ていたら、それこそマゾだろ。わたしは大好きな彼に「美しくない」と言外に言われたにもかかわらず、そっちの方に激情してしまった。

「おい、それはそうと、これはお前の仕し業わざか？」

「何がです？」

　高柳君は回し飲みしている牛乳を置くと、ペンケースをわたしに提示した。ビニール製のペンケースで、彼が五月一二日から使っている愛用品だ。

「その筆ふで箱ばこがなんですか？」

「まだ恍とぼけるか！」

　意味がわからず、彼が開いた筆箱を見ると、佐島君とリサも同じように中を覗のぞき込こんだ。そして、三人同時に呻うめき声ごえを上げた。

「笹ささかまだ！」

　仙せん台だい名産の笹ささ蒲かま鉾ぼこがペンケースの中にギッチリ詰つまっていた。ウゲェと佐島君が吐はき気けを催もよおし、リサは逆に爆笑している。笹かまにシャーペンが刺さっている光景は、吐き気と同時になぜか笑いを誘う物だった。高柳君が給食の皿の上でペンケースを逆さにすると、笹かまがボトボト落ち、ケースの中はネトネト光った。

「た、高柳君……！　ペンケースはカマボコケースじゃないのよ!?」

「まだシラを切るか。お前以外の誰が笹かまを学校に持ち込むってんだ。証拠はお前の机にあると思え！」

　そう言えば、机に笹かまを入れていた。お土産みやげとして振る舞おうとして忘れていたものだ。笹かまのパッケージを開くと全部食べた覚えはないのに見事に空っぽだった。呆ぼう然ぜんとしているわたしを、佐島君までも不審な目で見ていた。

「ち、違うよ。わたしはそんなことしないよ」

「峰倉さん。ネタとしては面白いけど、さすがにやり過ぎだと思う。今なら高柳も許してくれるだろうから、洗って返すんだ……ぷっ」

『そうね。たしかに面白いけど、これはさすがに……ぷっ』

　わたしは二人からも犯人にされてしまった。何度も誰かの陰謀だと訴えたが相手にされず、高柳君からペンケースを洗いに行くよう命令されてしまった。

　ひどすぎるよ。

　たしかに笹かまを学校に持ち込んでいるのは、世界中でわたしくらいだろうけど、状況証拠だけで犯人扱いするなんて、あんまりだ。

『あすみ、本当にやってないの？』

「酷ひどいよ……リサまで疑うなんてさ。わたしがペンケースを洗っているのは高柳君が困ってるからなんだ……」

　洗い場の水道水は冷たかった。蛇じや口ぐちから流れる水が溜まって膨らむペンケース。ビニールだから汚れは残らないだろうし、臭においも取れるだろうけど、腑ふに落おちない。

『だとしたら、誰がやったのかしら』

「変態の仕業よ。ペンケースに笹かまを入れるなんて普通じゃない」

　なんだか、今日は厄やく日びだ。朝から河内さんの告白騒ぎに、体育では脅迫まがいの詰きつ問もんをされ、給食ではこんな濡ぬれ衣ぎぬ。わたしに取とり憑つく悪あく霊りようとやらが悪さをしていると本気で思えてきた。

『でも、気になるわね……あすみの机から笹かまを盗んで、高柳君のペンケースに入れるなんて悪質よ。あすみがやってないなら、誰かがあなたを陥おとしいれるために仕組んだとしか思えない。土ど井い先生に相談してみれば？　あの人、けっこう頼りになるし』

　先生に言えば、授業中に笹かまを齧かじっていたことがばれてしまう。それに、高柳君がわたしを信じてくれなかったことが今は辛つらい。

「リサだけは信じてよ。わたしはしてないって」

『わかってる。だけど、嫌な予感がするから気をつけて』

　ペンケースの水気を拭き取るとリサからそんなことを言われた。嫌な予感か……リサの助言なら気に留めるべきだろう。

「つーか、元より綺き麗れいに洗えた」

『お嫁よめにしたいわ。あすみ』




　わたしは新品同様になったペンケースを高柳君に返す時、何度も「犯人じゃない」と念を押して手渡した。こんなことで好感度を下げたくない。しかし、高柳君はそっけなくペンケースに文房具を戻すと、席を立ってしまった。

　なんだか、腹が立つなぁ。
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　放課後。

　わたしは剣道部の鶴亀コンビが部活へ行くのを見送り、しばらく校内をフラフラして時間を潰つぶすことにした。

　本来であれば家に真まっ直すぐ帰るのだが、高柳君の彼女を見つけねばならない。そして、そのための秘策も用意している。それには人の目が邪じや魔まになるので、生徒たちが下校するのを待つのだ。幸いリサが付き合ってくれた。佐島君は三階の生徒会室で資料整理をしているらしい。

『あのね、佐島君がまた雑務を押しつけられたんだよ。会長命令ってずるいと思わない？』

　珍しくリサがぼやく。どうやら、佐島君は会長さんが大嫌いなようだ。そりゃ、野球部の練習日に資料整理を押しつけられれば嫌いにもなるだろう。

「まぁ、リサさんや。ボヤキなさんな。仕事を押しつけられるってことは、それだけ仕事が出来るってことだよ。そういう子は出世するってお父さんが言ってた」

『素晴らしい見識を持ったお父さんね』

　お父さん、美少女から褒められたよ。良かったね。

『あすみさん、リサさん。何をなさっているの？』

　リサに肉親を褒められ、気を良くしながら昇しよう降こう口ぐちへ降りると、下げ駄た箱ばこの上に腰かけたユイヒメが楽しそうに足下を眺めていた。視線の先にはゴリがいた。

「おや。ゴリじゃないか。柔じゆう道どう着ぎで掃そう除じする姿は修行しているみたいだよ」

「峰倉か」

　ゴリこと郷ごう原はら剛つよ士しが下駄箱の掃除をしていた。馬鹿でかい図ずう体たいに柔道着を着て、チマチマ掃除している姿は、なぜか見ていて微笑ほほえましい光景だ。こいつは顔の割に細かいことを気にする。手にしているのは小さなホウキ。靴くつを一足ずつ出しては下駄箱内の砂じや利りや塵ちりを丁てい寧ねいに掃き清めている。そして、その様子に顔を輝かせているユイヒメ。彼女の様子から察すると、郷原は楽しんで掃除をしているようである。

　この情景をイラストに描き起こしたら「お姫様の下駄箱、ゴリラが掃除」なんてタイトルがピッタリだろう。だが、この光景を絵に出来る人間は存在し得ない。

「ずいぶん丁寧な仕事をするね。足下を大事にする人は出世するとお父さんが言っていたよ」

「峰倉の父親は立派だが、娘はスリッパでみっともないな。親に恥はじをかかせるなよ」

　うるさいなぁ。ゴリに褒められてもお父さんは嬉しくないんだから。

「つーか、わたしのスニーカーに何の用？　男子に靴を触られていると気恥ずかしいんだけど」

　ゴリはどういうわけか、わたしのスニーカーを交互に見比べている。

「この二足あるスニーカーは交互に履くべきだ。そうすれば靴の寿じゆ命みようが飛躍的に延びる」

『そうですわ。最近の愚ぐ民みんときたら物を大切にしないので困ります。使える物は効率的に擦すり切きれるまで使い続ける。物も人も同じよ』

「へい」

　ゴリからはスニーカー長持ちの知恵と、ユイヒメからは人の使い方を教えてもらった。ありがたいけど、あまり綺麗ではないスニーカーをガン見されているのは居心地が悪いので、ゴリから奪い取って下駄箱に戻した。

「手伝うよ。暇ひまだし、柔道部の練習があるんでしょ？　今日は剣道部と共用だから騒がしそうだね」

　ゴリと交友を深めるのも悪くない。こいつが持つ人脈と情報力には一目置いている。仲良くなればタダで相談に乗のって貰もらえるかも知れない。

「下心の臭においがするな。言っておくがタダで相談に乗ることはないぞ」

　見抜かれた。ゴリラ顔なのに恐るべき洞どう察さつ力りよく。敵に回したくない種類の男だ。

『そうですわよ。ダーリンを敵にしたら大変なんですから』

　ユイヒメがククッと笑いながら言った。ゴリとユイヒメの組み合わせは侮あなどれない。まぁ、敵に回すつもりもないし、今のところ相談することもない。級友として掃除を手伝ってやろうと考えていたが、ゴリの方から重い話題を振られた。

「河内とバトルしたらしいじゃねぇか。原因はなんだ？」

　こいつの情報力はぶっ飛んでいる。なんでゴリが女子の簡易更衣室で起きた諍いさかいを知っているんだ？　まさか、盗とう撮さつや盗とう聴ちようを？

『賤せん民みんの下げ劣れつな妄想ですわね。鶴川さんや亀山さんが彼に相談したと思いなさい』

　わたしの懸け念ねんをユイヒメが吹き飛ばしてくれた。そうか。鶴亀コンビがわたしを心配してゴリを頼ったんだ。あの二人は同じ「動物系」としてゴリに信頼を置いている。

「まぁ、たいしたことじゃないよ。ちょっとキャットファイトを繰り広げただけ」

「肩に爪を立てられて『ちょっと』とは剛ごう胆たんな女だな」

　なぜ、そこまで知ってるんだ？　やはりＤ組は盗撮されているのか？　まぁ、ユイヒメが睨にらんでいるのでゴリの洞察力ということにしておこう。

「剛胆というより怖かっただけ。なんなの？　あの河内利沙って」

　ゴリは掃除の手を休めず教えてくれた。

「山やま形がた生まれの東とう京きよう育ち。成条八丁目に住んでいるお嬢様。容よう姿し端たん麗れいにして才さい色しよく兼けん備び。そして、究極の美少女。身長一六〇㎝　体重四六㎏　Ｂ82　Ｗ56　Ｈ84。血液型はAB型。誕生日は一一月一二日。蠍さそり座ざ。成績は体育と社会以外は５。習い事はピアノとバレエ」

「お前はストーカーか」

「この学校の男子なら誰でも知ってるぞ」

「マジ？」

　美少女にプライバシーはないようだ。それにしてもＢ82か。見た目より大きいな……

　いや！　今はそういうことが知りたいのではない。河内さんの性格だ。

「ゴリ。奴の性格は？」

「基本良い奴」

　基本って言葉に引っかかる。

「例外的には『悪い奴』って意味？」

　ゴリは下駄箱を拭くのを止めて、わたしの方を向いた。

「あれだけ美人だと、同性から見てどうなんだ？」

　ん？　女から見て？

「羨ましい」

「人によっては妬ねたむだろう。峰倉は少数派だ。女子にはいろいろと陰かげ口ぐちを叩かれているんじゃないか？」

　鶴亀コンビもそんなことを言っていた。ゴリは下駄箱から取り出した靴を元に戻し始めた。わたしもそれを手伝う。

「河内利沙は、男には人気があって同性から嫌われる典型だな。そのため性格は相当キツイはずだ」

『そうそう。ダーリンの言うとおりですわ。キレると何するかわかんないタイプ。なるべく近づかない方が無難。高柳君は人を見る目があるようね……って、ごめんなさい。リサさん』

　ユイヒメが下駄箱の上で脚をブラブラさせながら河内利沙の性格分析をしたが、わたしの後ろで黙って話を聞いていたリサに気がつくと謝あやまった。「別人」だけど「モデル」が悪く言われれば、いい気はしないだろう。だけど、ユイヒメの《ダーリン》は話を続けた。

「高柳が河内から告白されて断ったのは聞いた」

「知ってたの？」

「ああ。峰倉にとっては、めでたいことだな。だけど、気をつけろよ」

「何を？」

　下駄箱に靴を戻し終えたゴリは立ち上がると、わたしに忠告した。

「あの女は、あきらめていない」

　そう言うと、ゴリは柔道着の襟えりを直してスタスタと体育館の方へ歩き出した。

「ちょ、ちょっとゴリ！　意い味み深しんなセリフを残して立ち去らないで！」

「とりあえず警告はしたぞ。鶴亀に礼を言っておけ。この相談料はあの二人から貰っている」

『ま、そういうわけよ。あすみさん、ダーリンの忠告を真しん摯しに受け止めて下さいまし』

　巨体を揺らしながら廊ろう下かを歩いていくゴリの肩にユイヒメがピョンと飛び乗り、そのまま体育館へ行ってしまった。取り残されたわたし。

「リサ。どう思う？」

『う――ん……河内さんって誤解されてないかな……』

　リサは河内さんをあくまで擁護するけど、ゴリの警告が気になる。「あの女はあきらめていない」。高柳君はあきらめられていないのだ。

「わたしの好きな人はモテモテだ」

『困ったわね。「高柳君の彼女」に河内さん。あすみの敵はいっぱい』

「リサだけは味方でいてよ」

『了解。さぁ、高柳君の彼女探しをしましょう。秘策があるんでしょ？』

「うん。ついて来て」

　わたしは二階への階段を駆け上がった。
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　掃除当番の清掃が終わって帰宅部が下校すると、校舎内から人の気配が消え、体育会系の部員たちがランニングするかけ声だけが反響する。ゴリと話している間に時は満ちたようだ。

『あすみ。何をしているの？』

　リサが防火扉の陰に身を潜め、職員室の様子を窺うわたしを不審に感じたのか、問いかけてきた。よくぞ聞いてくれた。教えてやろう。

「臨時監視所に籠こもって、高柳君の監視をするのだよ」

『……へぇ？』

　反応が鈍にぶいなぁ。

　今日は高柳君たち野球部が練習をする日である。カップルといえば放課後。練習中に「彼女」が現れ、タオルを渡したりスポーツドリンクを飲ませたりするかもしれない。その現場を押さえてやる。特定の女子を絞り込めないなら、体を張るしかないのだ。

『その「臨時監視所」って？』

「美術室だよ」

　専門教科を教える教室が集まる校舎は、わたしたちのいる一年から三年の教室が集まる校舎と対面する形に校舎が位置している。そして、その校舎同士は二階の渡り廊下と体育館の二ルートによって繋つなげられている配置だ。

「ただ、問題は職員室の存在だ」

　渡り廊下の手前には職員室があり、生活指導の山やま田だ先生が専門教室棟の向こうにある体育館へ近道する生徒を阻はばんでいるという噂うわさだ。我が校には奇妙なしきたりがあって、放課後に体育館へ行く時は専門教室の校舎を通ってはいけないというルールがある。そのため、体育館を使う剣道部や柔道部、卓たつ球きゆう部ぶの部員たちは校舎一階から大回りをして体育館へ行かなくてはならない。三階に教室がある三年生はもちろん、二階の二年生も場所によってはロスになってしまうのだ。何か理由はあるのだろうけど不思議な決まり事である。まぁ、帰宅部のわたしに不都合はなかったが、中二も終わる今頃になって障害になるとは思わなかった。消火器の陰に隠れ、職員室の様子を窺っているとリサが言った。

『あすみ。普通に歩いている子がいるわ』

　リサの言うように、平然と渡り廊下を通っている生徒がいた。よりによって顔も見たくない嫌な奴だった。

「河内さんだ。つーか、美少女は何をしても許されるのか？」

『いや、普通に歩いていた方が怪しまれないと思うよ？　消火器の陰に隠れている姿は不審極まりない』

　指摘されると恥ずかしくなった。膝小僧についた埃ほこりを払い、河内さんの颯さつ爽そうとした歩き方を真ま似ねて職員室を突破する。そのまま渡り廊下を通過すると何事もなく美術室の前に到達できた。

「忍者ごっこしていた自分が情けないよ」

『ところで、河内さんはどこへ行ったのかしら？　体育館？』

　美術室の先には階段があって家庭科室がある。彼女の姿が見えないということは家庭科室か、その奥にある体育館へ行ったのだろう。

　佐島君が妄想したリサは、河内さんのことが気になって仕方がないようだ。

『あすみ。河内さんがどこへ行ったのか見に行かない？』

「だーめ。美術室から高柳君を監視するの」

　佐島君の思考が影響しているリサは、どうしても河内さんに関心を持ってしまうのだろう。でも、わたしは体育の時の一件もあるし、河内さんに近寄りたくなかった。子供みたいに駄だ々だをこねるリサに言ってやった。

「友達と、女のどっちが大事なの？」

　リサは五分ほど苦悩した後、わたしを選んでくれた。良かった。本当に良かった。

『あすみ、悪かったわ。美術室に忍び込みましょう。鍵かぎは？』

「心配無用」

　あらかじめ美術室のドア上にある小窓の鍵を開けておいた。

　あとは垂直ジャンプをして小窓から上体を潜もぐり込こませて跨またぐだけだ。天てん井じように背中が擦れて、デンジャラスではあったが、リサが見張ってくれたおかげで、何者にも下着をお披ひ露ろ目めせずに済んだのは幸いだった。

「ありがと。あなたは使える女の子ね」

『なんのなんの。私だったらパンツの露出をもっと抑おさえるけど』

　首を絞める。

　苦労したが、昨日に引き続き「高柳君の彼女」探たん索さくを続行だ。野球部はすでに活動を始めていた。美術室は絶好の監視所で校庭全体が見渡せる。しかし、施せ錠じようされている美術室の窓際に立つわけにはいかないので一計を案じた。

　手鏡を使うのだ。外からは見えないようにしゃがんで鏡を窓へかざす。座れるし校庭も見える。一石二鳥だ。

　左右逆転の世界に野球部の練習が鏡に映る。目をこらすと高柳君を発見。ユニフォーム姿も素敵だ。彼女らしき女子は見えない。安心して一息つくと、しゃがんで手を挙げている姿勢に無理があることがわかった。この姿勢は腕が痛い。

『私が見ててあげるよ』

「優しいなぁ、リサは」

　窓の前に突っ立つリサの首をわたしは絞めた。

「てめぇ！　人から見えねぇんだったらもっと早く代われよ！」

『あすみの格好が面白かったし』

　ったく、佐島君はもっとリサの性格を良くするべきだ。腕の筋肉を解ほぐしていると美術室の臭いが気になった。

「ねぇ、リサ。なぜ美術部員は油絵の具の臭いが気にならないのかな？」

　わたしは美術室に漂う臭いが嫌いだ。

　胸がムカムカして気持ち悪くなってくる。最近、臭いの発生源が油絵の具だと知って、美術部員には屋外で創作活動して欲しいと願っている。ついでに、道具も美術室に放置せず家に持ち帰って頂きたい。無論、美術部員率が高いＤ組では言い出せない要望だけど。

『この臭いが気にならないのは絵を描きたいからでしょう。絵を描くという目的があるからテレピンの揮き発はつ臭しゆうも受け入れられる。恋愛と一緒よ』

「なぜ、恋愛と絵が一緒になるの？」

『目的と過程が似ているからよ。恋愛では、好きな彼とツーショットになる姿を願って障害を克こく服ふくする。絵の場合は描き上げるために構想を練って、色を混ぜ合わせ、筆ふで遣づかいに苦労して、一枚の絵にする。テレピンオイルの揮発臭なんか気にしていられない。気にしていたら描けないもの。あすみは高柳君と付き合うために周りのことを気にする？』

「しない」

『してたら、美術室で探たん偵ていごっこしないものね』

　リサは意地悪にケラケラ笑った。

　だけど、リサの恋愛と絵を結びつける発想は気に入った。彼女を妄想した佐島君は、意外にも乙女おとめチックな少年だ。彼を見直したし、下手くそな絵を描く美術部員たちへの感情も氷解した。

「ねぇ、リサは佐島君の事が好きなんだよね？」

『何よ、突然』

「好きなの？」

『当然』

　孤島めいた美術室の静けさが、わたしをしゃべらせているようだ。頰を赤らめるリサにかまわず続ける。

「リサは佐島君が好きで、佐島君はリサが好き。これって相そう思し相そう愛あいだよね？」

『佐島君が好きなのは、私じゃなくて「河内利沙」だよ。私はただの妄想だから、本当の恋愛はできないし』

「でも、キスはしたんでしょ？」

『なんで知ってるの!?』

　リサは顔を赤くして唇に薬指をのせた。なんて可愛い仕草だろう。あてずっぽうで言ったが当たってしまった。

『キ、キスだけよ。そ、そ、それも一回だけ。彼の気の迷いで。ほら、夏って気分がおおらかになるでしょ。海に行った時、ほらほら、あすみもいたじゃない。高柳君も一緒にグループで江えノ島しま行ったでしょ。あの帰り道に、ちょっとだけ。そう、ちょっとだけ』

　別に、いつ、どこで、どんなシチュエーションかまで聞いてないよ、リサ。

　それにしてもあの時か。あんな前から佐島君は河内さんのことが好きだったんだ。

　江ノ島へ海水浴に行ったのは中一の夏だ。

　高柳君と佐島君が海に行くって言うから、わたしも立候補すると、「友達を誘え」と命令された。鶴ちゃんと亀ちゃんを誘うと、あとはネズミ講こう式にクラスの大半が参加した旅行だ。賑にぎやかで面白かった。

『あの時は隣であすみが寝ていたから、ドキドキしたんだよ』

「帰り道って電車の中で？　しかも、わたしの隣で？　佐島め。何に欲情したんだ」

『あすみのヨダレが垂れた唇じゃない？』

　コロコロ笑うリサの首を絞めた。けれど、いいなぁリサ。わたしは未体験ゾーンを想像して鼓こ動どうが早くなった。

「……キスってどうなの？」

『どうって……彼の舌が口に入ってきて、私も入れて……』

　お前ら不潔だ！

　甘いやら、酸すっぱいやら、溶けるやら、淡あわい感想を期待していたわたしは見事に裏切られた。汚らしいよ！　最低だ！

『そう思わないで。佐島君の願望なんだから』

　願望！　なんていう猥わい褻せつなキス願望を抱いてるのよ！　それにリサとディープキスだなんて許せない！

「つーか、あの変態メガネはキスの経験はないんでしょ!?　妄想なんでしょ!?　あんたはそれでいいの!?」

『うん』

　いいの!?

「じゃあ、なんでネトネトさせるのよ！　百歩譲ゆずってもそれは許せない！」

　わたしはキス願望を穢けがされてハッスルしたが、百歩先をゆくリサは大人の余裕で応じた。

『けどね、あすみ。それは佐島君の願望であって、河内利沙としたいキス。河内さんのことを思いながらしたキスだったの。ホントはね……私がしたいキスは、あすみと似た感じだよ』

　おのれ、佐島。

　リサとキスしながら、他の女を思うとは鬼き畜ちくにも劣おとる男。

　そう思いつつも、リサは佐島君の妄想から生まれた妄想少女だ。彼がリサのことをどう扱おうと罪はない。リサは人間ではないのだから。

　けれど、虚こ無む僧そうからもらったコンタクトレンズによって、わたしには人と妄想少女の区別がない。だから感情移入してしまう。わたしにとってリサは気が合う女の子であり友達なんだ。友達だからこそ彼女の気持ちが気になる。

　佐島君の妄想だから、リサが彼を好きなのは当たり前だし、佐島君が河内さんを好きなのことも当然だと理解できる。

　けど、ひっかかる。

　ならば、リサの恋心はどこに行ってしまうのだろう。

「リサは、佐島君が河内利沙と付き合ったらどうなるの？」

『嫉妬するかもね』

　さっきは『嬉しいかもね』って答えていなかったか？　見上げるとリサは笑っていたが、眼は泣いていた。涙は流していないけど大泣きしてる。リサは嫉妬しないし、佐島君の恋愛が成じよう就じゆすれば喜びもするだろう。泣いているのは、自分が疑似恋愛という存在だからだ。空間がねじ曲がらない限り、ずっと一緒にいられない妄想少女だからだ。最初からわかっている恋の結末に涙を流す彼女が可か哀わい想そうでならなかった。

「……わたし、リサにとってキツイこと言った？」

『あすみがそう思ってくれるだけで十分だよ』

　佐島君。リサの優しさ度をもっと下げて。心ないわたしを怒鳴るくらいにしておいてよ。その時、カキーンと野球部員がバットの快音を響かせた。

『ほら、あすみ。高柳君が打ったよ。ホームランだ』

　高柳君、大好き。

　わたしがリサに優しい言葉をかけられないで困っていたら、ホームランを打ってリサを笑わせてくれる。リサには身体からだがないけど、わたしにはある。ガツンと頑張らなくてはリサに申し訳がない。

　わたしは飛び起きて、窓を開け放った。

「よっしゃ――！　高柳――いいぞぉぉ――!!」

　思いっきり叫んでやった。恥ずかしくなんかない。リサもわたしに負けないくらい歓声を上げてくれた。

　リサも大好き。

「こら、お前！　そこで何やっとるか!!?」

　校舎の真下から、生活指導が怒鳴り返してきて、わたしたちはすっ飛んで逃げ出した。リサがいると本当に面白い。

　わたしは教師に追われながら下校するレアな体験を手に入れた。
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　コンタクトレンズを手に入れてから、わたしの生活は充実している。

　無論、メガネを外してモテ始めた訳わけではない。元々、わたしはメガネをしていないし、モテる要素を持っていない。生活に潤うるおいを感じるようになったのは、男子の妄もう想そうする理想の女子が見えるようになったからだ。

　妄想少女のリサ。宮みや里さと学級委員に宿るミウ。郷ごう原はらゴリラを慕したうユイヒメ。この三人は凄すごく凄くいい奴らで、今のわたしは彼女たちに会うため学校に来ているようなものだ。毎週、憂ゆう鬱うつに思っている木曜日ですら楽しい。

「ありゃ？　……川かわ上かみメイドのパンツがいつもと違う」

　根暗な川上に宿る妄想少女の下着が、薄うす桃もも色いろからアニメキャラの柄がらが入ったパンツに替わっていた。きっと、どこかで変な情報を仕入れたに違いない。羞しゆう恥ち心しんマックスの川上メイドは、表情こそ普通だが、内心大変なことになっているはずだ。だって、パンツ丸出しだけでも恥はずかしいのに、幼児が穿はくようなキャラクターパンツなのだ。美麗な顔とパンツのギャップが激しすぎる。

『相変わらず、あすみさんは変なところばかり見ているのね。あれは川上君が彼女を試しているんですわ。きっと』

「試す？」

　ユイヒメが妙なことを言った。お姫様の言うことはよくわからない。

『川上君はね、自身のメイドに幼児パンツを穿かせることで、彼女の忠誠心を計っているんですわ。フリキュアのパンツを恥ずかしがり屋の彼女が穿けるか否いなかで、信頼に足るか試しているのよ』

　なんて発想！　川上メイドと目が合うと、いつかのようには赤くならず、姿勢を正して前を向いた。これは川上に対する認識を改めなくてはならない。いや待て！　わたしは彼らの思想に毒されていないか？

『あすみ。授業が始まるわ。さぁ、英語の教科書を開いて』

　リサがわざわざ佐さ島じま君の席からやって来て注意してくれた。川上メイドに気を取られていたら、いつの間にか英語のミセス村むら田たが教きよう壇だんに立っていて、黒板に現在進行形で「トムが何か言っている」と英文で書いていた。

　ミセス村田はアメリカンジョークができないので、すぐに授業を始めてしまう。うちの担任みたく、雑談から入って授業を始めてくれれば英語に目覚められるのに。「ツカミ」のない授業のせいで英語には興味が持てない。

「ねぇ、リサ。あの子って仁に島しまさんがモデルの妄想少女？」

　リサは『きちんと勉強しないとだめだよ』と言いながらも答えてくれた。

『彼女は沢さわ田だ君が妄想した仁島祥さち子こモデルの妄想少女ね。なかなか上う手まく長所を伸ばしているわ』

《図書室の聖せい女じよ》と謳うたわれる仁島さんはやはり人気がある。沢田という男子の椅い子すに寄りかかって本を読んでいる仁島さん似の妄想少女。手を振ると笑顔で振り返してくれた。たぶん、仁島さんが高校生になったらこんな風になると思う。

「……リサ。高たか柳やなぎ君は河内こうちさんだけじゃなくて、仁島さんの告白も断ったよね。その時『他に好きな奴がいる』と言ったらしいんだ。あんなに可か愛わいい子から告白されても、男の子って一番好きな人を求めるものなの？」

『そうね。高柳君だけでなく、ほとんどの男子はそうだと思うよ。少なくとも佐島君はずっと河内さんのことが好きだし、この前も美み浜はまさんの『告白めいた発言』をやんわり断ってた』

「え？　初耳だよ」

　思わず佐島君の方を見ると、その斜ななめ後ろにいる美浜さんと目が合ってしまった。美浜さんとはグループが違うのであまり話す関係ではないけど、このところ元気がなかったような気がする。たぶん、目が合ったのも彼女が佐島君のことを見ていたからなのだろう。

　わたしは高柳君のことがずっと好きだけど、同じように彼のことを思っている人もいるし、佐島君だってクラスメイトから好意を寄せられている。誰だれかのことを好きだと思う気持ちは人によって差があるけど、みんな「一番好きな人」を求めて努力している。

　それに引き替え、わたしは高柳君に告白できなかった。仁島さんが告白して失敗したことはわたしを喜ばせたけど、同時に怖こわくなってしまったのだ。わたしより可愛い子が交際を断られて傷ついた。

　もし、高柳君に拒きよ絶ぜつされたらどうしようと思うようになってしまい、何も出来なくなったのだ。そんな情けない日々の間に高柳君は彼女を作ってしまった。

『……あすみ！』

　リサの手が肩に置かれた。落ち込んでしまったわたしを慰なぐさめてくれるのだろう。君と出会えて本当に良かった。リサがいなければ生きていけない。涙目を見られたくないので俯うつむいていると、隣となりの席からノートの切きれ端はしが飛んできた。高柳君だ。よくわからないがシャーペンで黒板の方を指している。

『あすみ！　ミセス村田が質問してるわ！』

　ぎゃあ！　トムが何を言っているのか全然わからない！　Tom really loved Jerry.って何語!?　頭が真っ白になって、意味もなくノートを持ち上げると高柳君が飛ばした切れ端に気がついた。




「トムはジェリーのことが本当に好きだった」




　あ、これは和訳だ！　トムはジェリーが好きだったんだ!!

　サディスティックな笑みを浮かべるミセス村田に対して、切れ端どおりの解答をすると、「授業中、キョロキョロしないでね」と指摘されつつ放免された。

　ありがとう、高柳君！　大好き！

　彼に感謝の気持ちを伝えるべく、笑顔を作って隣を見ると「黒板を見てろ」と注意されてしまった。周りの級友たちがそのやり取りを見て苦笑いをしていた。きっと、高柳君がメモを飛ばしたのを見ていたに違いない。妄想少女たちも笑っていた。

　恥ずかしくなって、きちんと黒板を見ていると一番前の列に座っている仁島さんと目が合った。すぐに彼女は前を向いてしまったけど、なんだか変な気がした。だって、真ま面じ目めな仁島さんが授業中に後ろを向くことなんて普段はないのだから。

　気になったけど、また英訳を当てられそうな気がしたので、授業に集中することにした。幸い二度目の指名はなく、無事に一時間目を終えることができた。

　そして、高柳君に叱しかられた。

「馬ば鹿かあすみ！　迷惑かけるんじゃねぇよ。いっつも授業に集中しろって言っているだろ！」

「ご、ごめんなさい。いつも言われているのに言いつけを守れないわたしは愚おろか者ものです。先ほどはありがとうございました！　高柳君の書きつけで命拾いしましたわ」

　平身低頭、頭を叩たたかれるために腰を曲げたが、予想に反して叩かれることはなかった。

「つーかさ、なんで授業中にニヤニヤしてんだ？　キモイぞ」

　ああ。本当に恥ずかしい。きっと、川上メイドを見ていた時のことを言っているんだ。根暗な川上め！　お前がそもそもの元げん凶きようだ！

「箸はしが転がっても笑える年頃ですの。気持ち悪いと言われると、ショックですわ」

「その程度でショックを受ける女かよ。ところで昨日は何で生活指導に追っかけられていたんだ？」

　リサが笑いをこらえているのが見えた。嫌いやな女だ。わたしの失敗がよほど面白いらしい。

「え、えーっと……美術室に入ったのを見られて……」

「どうして、美術室なんかに？」

「そりゃ、あんたの彼女を見つけるためよ！」

　などと言えるはずもない。

　かといって、理由を答えるわけにはいかないので頭がパニックになってしまった。わたしの慌あわてる様を見て、リサが笑い転げる。

「へ、変な女が笑い転げていたから注意しようとしたのです。そしたら、そこを生活指導に見つかっただけ。不運でしたわ」

　適当な噓うそをつく。

　いつも通りに無関心な顔をされるかと思ったけど、反応が違った。

「お前めぇ、そいつを見たのか？」

　高柳君は真剣な顔でわたしをみつめた。その眼差しが格かつ好こ良すぎる。火ほ照てり出だした顔を冷さますのが大変だ。

「こら、馬鹿あすみ。ちゃんと答えやがれ。笑い転げていた女ってぇのは、どんな女だったんだ？　生徒か？」

　あらやだ。久しぶりに銭ぜに形がた平へい次じ口調だぁ。べらんめぇの江戸っ子口調。高柳君最高！　でも、下げ手しゆ人にんについては答えられない。そこにいるリサだとは言えないので適当にでっち上げることにした。

「わたしがドアを開けたら、逃げて行ったので顔はわかりません。でも、学年は同じでした」

　すると高柳君は唸うなってしまった。何が気になっているのだろう。そこへ難しい顔をした佐島君が入ってきた。

「峰みね倉くらさんが見たのは犯人かもしれないね」

「犯人って何？」

　まさか、「よっしゃ――！　高柳ーいいぞ――!!!」って叫さけんだのがばれたか。一晩明けて、羞恥心の芽め生ばえに悶もだえていたのだが、佐島君の言う犯人はわたしのことではなかった。犯人の凶行はわたしの絶ぜつ叫きようどころではなかったのだ。

「……昨日の放課後、僕らの書かき初ぞめが全部破かれていたんだ」

「え？」

　体育館へ続く廊ろう下かには「日の出」や「初夢」、「お年玉」など冬休みに書かされた書き初めが二年生全員分、二〇〇枚余り経きよう文もんのように貼はられていた。

　それが全部破られたというのか？

　書き初めが掲けい示じされた廊下は、昨日わたしたちが高柳君の監視をしていた美術室の先にある階段を昇った所にある。家庭科室から体育館へ通じる鉄扉までの廊下、その壁面に貼られていた。つまり、わたしがいた近くで非道が行われていたことになる。美術室から直接見える場所でもなく、昇降口と反対方向に位置する廊下なので気がつかなかったが、わたしは少なからず動どう揺ようした。

「誰がそんなことしたの？　そもそも書き初めを破るなんて信じられない！」

　叫んだわたしの口を、二人が叩くように手で塞ふさいだ。

「……このことは秘密なんだよ、峰倉さん」

「どうして？」

　こんな大事件、普通なら朝から噂うわさになるはずだ。それなのに秘密ってどういうことだろう。

「破り散らされた書き初めの中には、刃物で切られているのもあったんだよ」

　刃物？　カッターとかそういう物のこと？

　佐島君が言ったことを補足するように、小声で高柳君が続けた。

「さすがに、二年生全員の書き初めが破かれたり、切られたりっていうんじゃ大騒ぎになるだろ？　それで俺おれたち生徒会が今朝、清掃に駆り出されたんだ」

　そうか、だから高柳君は先に学校へ行ったんだ。今朝は朝あさ練れんがない日なのに、かなり早く登校したと、まなちゃんが言っていた。もしや「彼女」と登校したのでは？　と、悶もん々もんとしていたが違ったらしい。内心、そんなことに安心した。

「じゃあ、高柳君たちは犯人探しをしているわけですね」

　何気なく口にしたが、ある事実に気がついた。それは先程した供述である。

　事件現場に隣接した美術室に女がいて、そいつは二年生の女子。

　しかも、同じ時刻に生活指導に追いかけられた人物がいる。

　わたしじゃん。

「も、も、も、もしかして、わたしは疑われてます？」

　高柳君と佐島君は、ハッとした表情をしたかと思うと、同時に顔を見合わせ爆笑した。

「馬鹿言うなよ。お前がそんなことできるかよ」

「そうそう。峰倉さんが犯人なわけないよ」

「ど、どうして、そう言い切れるのよ!?」

　犯人ではないと断言されたにもかかわらず、爆笑された不快さから言い返してしまった。

「だって、お前ほど小心な奴いねぇし」

「まったくだよ」

　そう言って、二人は再び爆笑した。ツボだったらしい。高柳君たちにとって、わたしはどんなキャラづけをされているのだろう。小心で臆おく病びようだと思われているのだろうか。

　爆笑するふたりの前で暗い気持ちに陥おちいりかけたが、リサがわたしのほっぺたをツンツンつつき『違う違う』と首を振ってくれた。リサは佐島君の心そのものだ。わたしが思いつめているほど、彼はそう考えていないに違いない。

　じゃあ、高柳君は？

『あすみ。高柳君は「お前がそんなことできるか」って一番に言ってくれたでしょ？　やったね』

　今度は親指を立ててくれた。そう言えばそうだ。わたしって実は信頼厚いんじゃん。

　ありがとリサ。凄く嬉しい。

「……じゃあ、わたしは顔をよく見ておくべきだったのか」

　残念である。わたしたちが美術室にいた間か、もしくはその後に事件が起きたのだ。現場を押さえるのは無理でも、誰がやったのか目もく撃げきしていれば高柳君の役に立ったのに。

「いや、逆に顔を見られて、怪け我がさせられなかっただけよかっただろ。おまえ、トロいしさ」

「トロくないもん！」

《島しま中ちゆうのカモシカ》と異名を持つわたしはトロいと言われ逆上した。けれど、リサが佐島君の隣でガッツポーズをした。そう言えば高柳君は「怪我がなくて良かった」と言ってくれた気がする。

　実は心配されてるじゃん、わたし。

　喜んでいると高柳君の視線がドアへ動いた。何を見ているのだろう。振り返るとドアの前にはリサがいた。誰かを探しているようだ。

　って、うおうっ。

　佐島君の隣にもリサがいるぞ。ダブルリサだ！

　ということは、ドアの前にいるリサは本物の河内利り沙さだ。あっちの「利沙」は嫌いなので、気がつかなかったフリをした。代わりに高柳君の様子を見ると、彼は佐島君の上うわ履ばきを軽く蹴けって河内さんが来ていることを知らせていた。佐島君は怪け訝げんそうな顔をして振り返ると、ドキリとして元の姿勢に戻り、机つくえに視線を落としてしまった。

　内気な奴。

　今まで気がつかなかったが、佐島君は河内利沙を見るたびに、こんな乙女おとめチックな反応をとっていたのだろうか。だとしたら惜しいことをしていた。わたしはニヤニヤと佐島君を眺めていたが、リサの表情に気がついた。

　ったく、なんでそんな顔してんだよ、リサ。

　好色な自分を恥じた。佐島君には河内さんではなく「リサ」を好きでいて欲しい。そう思っているはずなのに、わたしはリサを裏切るようなことを思ったのだ。

　しばらくすると河内さんは、探していたらしい女生徒とどこかへ行ってしまった。

「お――い、高柳、佐島。ちょっと顔出せ。聞きたいことがある」

　河内さんと入れ替わるように、生活指導の濁だみ声ごえが後ろのドアから轟とどろいた。

「はい、先生！　佐島、行こう」

「うん」

　高柳君と佐島君は教室を出て行ってしまった。事件の対策を練るのだろう。




　この『書き初め切きり裂さき事件』は午前中こそ隠されていたが、昼休みを挟はさんで放課後には全校生徒の知るところとなった。だって、廊下一面に貼ってあった冬休みの宿題が突然なくなっているのだもの。それに朝練に来ていた柔じゆう道どう部ぶ員いんが惨さん状じようを目撃しており噂はあっという間に広がってしまった。

　ついでに、わたしが全ぜん力りよく疾しつ走そうで生活指導から逃げていた事実も。
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　峰倉あすみ、一三歳。女子。

　五回遅ち刻こく、一回早退、無欠席。社会科と体育以外はオール三。品ひん行こう方ほう正せいとは言えないものの補ほ導どう歴れき無し。

　そんなわたしが信じられないことに、書き初め切り裂き事件の重要参考人として、生活指導の尋じん問もんを受ける羽は目めになった。放課後、放送で呼び出され生活指導室に監かん禁きんされたのだ。

「で、お前は怪あやしげな女が美術室にいることに気がついた。そして、美術室に入ると逃げ出したので追いかけた。それを俺に見られて、お前まで逃げた……ということだな」

「はい」

「俺には、お前まで逃げる理由がわからないのだが、説明をしてくれないか」

　だから、何度説明すればわかってくれるんだ。すでに五回も繰り返しているぞ。

「ですから、先生が凄い形ぎよう相そうで追いかけてくるから、驚いて走っただけですよ。逃げてなんかいません」

「ん？　さっきは『逃げた』と言わなかったか？　正直に答えないと親おや御ごさんを呼ばなくてはいかんぞ？　今ならまだ間に合う」

　ちょっとでも違うことを言うと、揚あげ足あしを取るように穿ほじくり返かえしてくる。生徒指導室という名の尋問室で生活指導と二人っきり。すでに時刻は七時を過ぎており、かれこれ三時間も彼と向かい合っている。完全に犯人扱いだ。

　無論、わたしも事実を曲げて告げているので、怪しく見えるのは自覚している。だが、施せ錠じようされているはずの美術室に忍び込んだ理由が、高柳君の彼女探しだなんて言えない。窓から顔を出して絶叫した内容も教えたくない。

「わたしを疑っているなら、破かれた書き初めから指し紋もんを採とって下さい。すぐに身の潔けつ白ぱくを証明できます。お願いですから、早く家に帰して下さい」

「なら、ついでに美術室の開あいていた小窓からも指紋を採らなくてはな。お前が言う怪しい女が本当にいたなら、侵入する時にドアの上にある小窓を触ったはずだからな」

　生活指導は美術室へ忍び込んだ時に開けた小窓に気がついていた。名めい探たん偵ていかよ。こんな事態になるなら手袋をするべきだった。やぶ蛇へびになって、わたしは表情を変えなかっただろうか。

　誰か助けてよ。このままじゃ犯人にされてしまう。泣きそうになった時、担任が入って来た。

「山やま田だ先生。そろそろ峰倉を帰しましょう。だいぶ遅くなったので私が家まで車で送ります。保護者にはそれとなく説明をしておきますから」

　わざとらしく溜め息をついた生活指導は、ぐいと担任を押おし退のけてズカズカと出て行った。

　どうやら、助かったようだ。

「峰倉、災難だったな」

「土ど井い先生ありがと」

　クラス担任は、生活指導と違ってわたしを疑惑の目で見ていなかった。さすが、担任だ。クラスの生徒を信じてくれているんだね。ひょこりと担任の後ろから幼女が飛び出した。妄想少女のミツキちゃんだ。この子供も担任を信じているようだ。ロリコン担任にぺったりと無む邪じや気きな笑い顔でくっついている。今なら土井先生がこの少女にイタズラをしないと信じられる。黄色のワンピースから覗のぞく細い手足に特別な感情を抱かないと信じられる。

「幼女よ。先生はロリコンでもいい人だ。わたしが間違っていたよ」

　土井担任は、職員室へ鞄かばんを取りに戻ると、わたしを伴って職員玄関の脇にある駐車場へ向かった。三台停まっていて、黄色い軽自動車が土井先生の車だった。助手席に乗るように言われ、シートベルトを締めるとそれを合図に車が発進し、ライトが道路を照らす。

「あ、いけない。カバンを忘れました」

「……今頃気がついたのか。後ろに積んであるから安心しなさい」

　後部座席を見ると、ニコッと微笑ほほえむミツキちゃんの隣に、カバンとコートが積み込まれていた。

「沢さわ野の小学校の方だったな？　峰倉の家は」

「うん……じゃなくて、はい」

　車はウィンカーをつけて右折した。通学路とは違うけど、車の場合は都道から九丁目に入った方が家に早く着く。

「峰倉。書き初めの件だが……」

「わたしは犯人じゃありませんよ」

　やっぱり、担任もわたしを疑っているのか？

　生活指導から助けたふりをして、やっぱり事じ情じよう聴ちよう取しゆを続ける気だ。警察でも最初に怖い刑事が暴力的な取り調べをして、その後に聞き出し専門の警官が出てくる。そして、緊張を解きながら、するする自白させてしまうのだ。こいつも敵だ。

「わかってる。お前は犯人じゃない。犯人だったら『高柳ィィ、いいぞぉぉ!!』なんて叫ばないからな」

「うおう！　あんた聞いてたのか!?」

「馬鹿たれ。野球部の一年から聞いたんだ。一年たちが美術室の真下で練習していたことを幸運に思うんだな」

「じゃ、じゃあ、もっと早く助けに来て下さいよ。生活指導に噓の自白をする寸前だったんですよ!?」

　密室の恐怖を思い出し、つい愚ぐ痴ちってしまった。

「そう言うな。さっき一年から相談を受けたんだよ。あいつら、山田先生にありのままを言えば、お前と高柳に怒られるからと言って、俺に相談してきたんだ」

　土井先生は野球部の顧問でもある。どうやら彼が担任で顧問だったことに助けられたようだ。

「明日にでも一年の連中に礼を言いなさい」

「うん」

「うんじゃなくて『はい』だ。それと学校に戻ったら山田先生に『非公式な野球部の見学』をしていたと説明しておくから、安心しろ」

「……先生、あなたは神様だ。ロリコンだけど」

　わたしは感謝した。野球部の一年生に。そして担任に。

「ロリコンって……お前なぁ。その写真は娘だ」

　気がつかなかったけど、フロントミラーに黄色いビニールの写真ホルダーがぶら下がっており、幼女の写真が入っていた。悲しくなるほど担任に似ている。

　だけど、その写真より一緒に結わえられているお守りの方が気になった。

「あれ？　このお守りは？」

　写真ホルダーには『安あん産ざん祈き願がん』のお守りが付いていた。

「次の娘は絶対に妻似だ」

「先生、それじゃあ長女に失礼だよ。あれ？　ってことはもしかして」

「妊娠八カ月だ」

「おめでとうございました」

　そうか。担任の妄想少女は、まだ見ぬ娘さんを妄想したものなんだ。てっきり幼児愛好者かと思ったけど、こういう妄想の仕方もあるんだ。ミツキちゃんが後部座席で寝息を立てていた。

　車は、いつの間にか家の近所に差しかかっている。

「峰倉の親御さんは、七時を過ぎて帰宅すると怒る人か？」

「全然」

「なら、あいさつする必要はないな。もしも帰宅が遅いと怒られたら先生の名前を出しなさい。連絡網に書いてある俺の携帯に電話をくれたらきちんと説明するから」

「あんた、女生徒の気持ちを的確に理解しているねぇ」

「明日こそ、上履きを忘れるなよ」

　足下を見ていたな。

　担任の奥さんによく似た妄想幼児がクスクスと笑った。
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　次の日、登校するとわたしに対する疑いは完全に払ふつ拭しよくされていた。

　みんなが疑っていたはずなのに、手のひらを返すように無罪だと判断した理由は……考えるまでもなかった。野球部の誰かが、わたしの絶叫の内容を広めたに違いない。決定的なアリバイが「あれ」では、噂の広まりも早いだろう。顔から火が出そうだ。「高柳ィィ、いいぞぉぉ!!」って……ああ！

『……あすみ、聞いたよ。昨日は災難だったね。一緒にいられればよかったのだけど』

「まぁ、結果オーライだよ……オールライト……」

　妄想少女が友情に厚い女でも越えられない壁は存在する。佐島君が帰ればリサも帰るしかないのだ。

「けどさ、この視線はなんとかならないかなぁ。恥ずかしいし、高柳君に申し訳がない」

　先程から、級友たちがニヤニヤしてわたしを見ているのが不快だ。早く朝のホームルームが始まらないかと願った。

「それにしても、高柳君はどうしたんだろう？」

　隣の席にいるべき最愛の人がいなかった。朝練の日だから、とっくに登校しているはずなのに姿が見えず、同様に佐島君も不在だった。

「リサ。佐島君は？　高柳君と一緒なの？」

『う――ん……一緒だと言えば一緒のような……』

　歯切れの悪い口調である。

　もしかして、野球部で何か問題でもあったのだろうか？　たとえば、誰かが煙草たばこを吸ってみつかったとか。連帯責任とかで高柳君や佐島君まで正座をさせられ、反省文を書かされていたらどうしよう。すでに時刻は八時半を過ぎている。あの時間にうるさい土井担任が時間を過ぎても教室へやってこないのは異例のことだ。

　わたしは窓から身を乗り出して校庭を見渡した。野球部の部室とは野球用具を入れる小さなプレハブ倉庫のことである。中途半端な大きさなので部員が四人も入れば息苦しくなるが、座って話せるスペースがあるので部員だけでなく生徒からも野球部の「部室」と呼ばれている。その部室は朝礼台の奥にあり、ここからだと全体は見えないものの、周囲にブルーシートが掛けられていることに気がついた。どうしたんだろう。工事でもするのかな？

　リサに尋ねると、目を伏せた。

『やっぱりあすみには教えるよ。これはまだ極秘だから誰にも話さないでね』

　リサは辺りを窺うようにキョロキョロして、わたしの耳に小声で呟いた。

『今度は野球部の部室が爆破されたの』

「なんだってぇ―――!!」

　絶叫を止めるリサの手は間に合わなかった。




　リサの「爆破」という表現は噓でも誇こ張ちようでもなかった。

　校庭へ飛び出したわたしは、野球部の部室と呼ばれている野球用具入れの惨状に呆ぼう然ぜんとした。部室の周囲に貼られたブルーシートを捲ると、アルミドアが歪ゆがんでおり、そこから中を覗き込むと薄暗いはずの部室が明るかった。屋根が吹き飛んでいるのだ。そして、壁には穴が空いており、備品はメチャクチャに壊れていた。金属バットですら曲がって、地面に散乱している悲ひ惨さんな有あり様さまだった。

「ひどい。何を使えばこんなことになるの？」

『たぶん、プロパンガスを充満させて、ライターか何かを投げ込んだんだよ』

「プラスチック爆弾とかじゃないの？」

　破壊され尽くした部室を見て映画でテロリストが仕掛ける強力な爆弾を想像した。それだけ部室の状態は非日常だった。

『映画の見過ぎよ。そんなのを使ったら跡あと形かたも残らないはず……ほら、あそこに壊れたボンベがある。きっとガスを爆発させたんだ』

　ほんとだ。

　たしかに、赤いバルブと灰色の鉄片が散乱していた。プロパンタンクの残ざん骸がいだ。でも、誰がこんなとんでもないことを。テロ組織？　過激派？　よりによって高柳君の野球部を狙うなんて。狙うなら生活指導室をミサイル攻撃しやがれ。

「あすみ！　何やってんだ!?　戻れ、危ないぞ！」

　高柳君！

「大変。部室が、部室が！」

「知ってる！　とにかく戻れ！」

　高柳君と、その後ろから先生たちが走って来るのが見えた。
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　再び、生徒指導室に監禁され尋問された。

　なぜ、野球部の部室が爆破されたことを知っているのか問われ続けた。

　昨日に続いて、この忌いま々いましい部屋に入ることになるとは思わなかったが、今回は一五分程度ですんだ。高柳君がわたしの弁護をしてくれたからだ。

　部室の爆発は今日の未明にあったらしい。「らしい」というのは、当直の用務員が居眠りしていて爆音に気がつかなかったからだ。そのため、最初に発見したのは朝練に来た高柳君で、知らせを受けた土井先生が生徒の目に触れないようビニールシートで覆ったという。

　生活指導に疑われたわたしは「犯人は現場に戻って来るからな」と、再び容疑者扱いされたが、高柳君がわたしに部室のことを言ってしまったと噓をついてくれて助かった。

　解放されたわたしたちは、教室へ戻るように指示を受けた。どのクラスも授業は始まっておらず、何も知らない生徒達は無邪気に遊んでいた。

「……ごめん。高柳君」

「なんで気がついたか知らないけど、危ないところに近づくなと子供の頃から言っているだろ」

　今も子供だし、君も子供だよ。彼女がいるかもしれないけど、高柳君も子供だよ。それより、高柳君は部室があんなことになって苦しんでいるんだろ？　悲しんでいるんだろ？　一三年の付き合いなんだから、相談してくれよ。

「……これからどうするの？」

「野球部はしばらく活動中止だ。授業中に消防と警察が来て、実じつ況きよう見けん分ぶんをして原因を探るらしい。それ次第では休校になるかもしれないと顧問が言っていた」

　顧問。土井担任か。時間厳守の土井先生が遅れたのは、この対策をしていたからだろう。消防とか警察という単語が出て、ただごとではない事件が起きたのだと背筋がゾクリとした。昨日の『書き初め事件』とは次元が違う。

「ことがことだから、絶対にクラスのみんなには黙ってろよ」

「約束する」

　それから三〇分後。

　自習になった一時間目の途中で、生徒が全校放送によって体育館に集められた。

　そこで校長から野球部の部室が爆破されたことを説明され、二次被害と再発の可能性を考慮して休校にすると伝えられた。校長からマイクを受け取った警察署の署長が、爆破した犯人は学区域にいるかもしれないから外出を控えるようにと注意があった。それにマスコミが無責任な報道をする恐れもあるから、インタビューは断るようにと生々しい指示まで出た。

　さすがに全生徒が驚き、特に野球部員たちの沈ちん痛つうな表情は見ていられなかった。わたしたちは全校集会が終わると、すぐに集団下校で家に帰されることになった。防災訓練ではなく、本物の非常事態で集団下校させられるのは初めてだ。

『あすみ。今朝はごめん。きちんと説明をしてから教えるべきだった。高柳君に叱しかられたのは私のせいだ』

「リサが謝あやまることじゃないよ。あなたが止めるのも聞かないで、見に行ったわたしがいけないんだから」

　わたしたち二年生は土井先生に引率されて下校することになった。途中で帰る方向が同じ生徒たちがグループになって別れていく。通学路を進むごとに生徒の列が徐々に短くなり、団子屋の交差点に至ると、わたしと高柳君、それに駅向こうに家がある佐島君の三人だけになった。

「練習試合が近いのに、とんでもないことになったな」

　土井先生が溜め息をついてそう言った。三さん塁るい手しゆの高柳君と、レフトのポジションが決まった佐島君は、先生の言葉に頷うなずいた。

「成条中との試合は中止でしょうか？」

「二週間後だからな。部室にユニフォームを置いていた奴もいるから、難しいかもしれない」

　高柳君と佐島君の顔が一層暗くなった。練習試合ではあるけど、現二年生が中心になって戦う初めての他校戦だったのだ。だから二年生と一年生は朝練をして頑張っていた。それなのに、こんなことになるなんて。

「先生。犯人は誰なんでしょう？」

　今まで黙もく々もくと歩いていた佐島君が尋ねた。全校集会で警察署長が犯人はまだ見つかっていないと言っていた。それでも先生に尋ねたくなる気持ちは、わたしにもあった。

「憶おく測そくで言いたくはないが、うちの中学校に関係がある人間だろうな。一応、言っておくがお前らの家に警察が来るかもしれない」

「なんで!?」

　それって、野球部がやったと思われているってこと？

「落ち着け峰倉。あくまで事情聴取だ。警察だって疑うことが商売だから仕方がない。けどな、部室を爆発させるのは方法さえ知っていれば生徒にだって出来ることなんだ。犯人が見つからなければ野球部員だけでなくほかの生徒たちにも事件のことを聞きに来るだろう」

「ようするに俺たち野球部員がまず疑われる。その次には部員以外の生徒たち……ってわけですか」

　こっちは被害者なのに、疑われるなんて酷ひどい。

「先生！　絶対に野球部員は犯人じゃありませんから！」

「わかっている。俺が言っているのは警察が来たらありのままを話せってことだ。峰倉ならわかるだろう？　噓をつけば突つつかれるって」

　昨日の生活指導とのやり取りを思い出した。土井先生はわたしの顔を見て笑った。

「とにかく、高柳と佐島の所には警察から連絡があるかもしれない。今言った通り、怪しいことさえしていなければ疑われることはないからな。あとで野球部の連絡網を使って保護者にも伝えるから動揺しないで家で待機していてくれ。練習試合の件は先生の方でも善処する」

　土井先生はそう言うと、Ｔ字路から出ようとしていた車を停めて、わたしたちを横断させた。その後は無言で駅の方を目指した。

　駅前商店街に入るまでは佐島君と一緒だ。今のうちにリサと話しておきたかった。しかし、佐島君の隣を歩くリサがいつもと違って見えた。

「あれ？　リサ。あなたは何を持っているの？」

　リサは通学カバンだけでなく黒いバッグを持っていた。彼女がカバン以外の物を持っているのは初めて見る。

『これは……塾じゆくのテキストが入っているの。佐島君が河内さんと学校の外でも会いたいって妄想して、私の設定を変えたのよ』

　そういうことか。けれど、どうしてリサはわたしを見ていないんだろう。表情も暗いし、リサの肩越しに見える佐島君は考え事をしているようだった。高柳君も同じで口を結んでいる。

「リサ。わたしはどうすればいいかな？」

『そうね。あすみは高柳君を慰めたほうがいいわ。部室が、あんなことになって辛いはず。きっと、あなたが思っている以上に悲しんでいるわ』

「……わかった」

　リサの声に張りがない。きっと佐島君の気持ちが伝つたわって、気落ちしているんだ。みんなをこんな気持ちにする「犯人」が許せない。土井先生は「可能性」として生徒に犯人がいるかもしれないと言ったが、もしそうだったらどうなるのだろう。わたし以上に許せないと思う人もいるはずだ。それは高柳君や佐島君の顔を見ているとわかる。そして、心配そうに佐島君を見ているリサの表情がいたたまれなかった。

　それにしても、リサの持つバッグの持ち手が手に食い込んでいて痛そうだ。

「バッグ……重そうだね」

　リサはバッグを持つ手をサッと替えて首を振った。

「大丈夫。気にしないで」

　リサの口調がぎこちないので心配になったが、駅前商店街の十字路に至ると佐島君は「二人とも気をつけて」と言い、先生に先導されて行ってしまった。

「あすみ。行くぞ」

「待って」

　久しぶりに二人で歩くのに全然嬉しくなかった。
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「あすみ。大変だったわね。学校、大丈夫なの？」

　家にたどり着くと、お母さんが駆け寄ってきた。

　休校になったことはすでに学校から連絡があったらしく、わたしが午前中に帰っても驚かないで事件の説明をねだった。刺激に飢うえた主婦からすれば、一大エンターテイメントだろうが、在校生にとっては嫌な事件が起きたに過ぎない。適当に説明をしていると、携帯がメールを受信した。鶴つるちゃんからのメールで、件名は「見て見て」。本文には「テレビに学校が映っている」とあった。その直後に亀かめちゃんから同じ内容のメールが送られてきた。

　テレビの電源を入れて、チャンネルを回すと鶴亀コンビが教えてくれたとおり学校が映っていた。と言っても、ヘリコプターからの中継なので自分の学校だとすぐにはわからなかった。空からの学校なんて見たことがない。耳を澄すますと学校の方からバタバタと音がしている。このローター音を出しているヘリがカメラを回しているようだ。画面はしばらくすると部室をクローズアップした。ブルーシートは周囲を囲っているだけなので上からは丸見えだ。吹き飛んだ屋根の隙すき間まから黒コゲになった内部が露あらわになっている。

「爆発って本当に爆発ね。怪け我がした人はいないの？」

　お母さんが目を丸くしている。想像以上だったのだろう。

「明け方に爆発したから、怪我人はいなかったって先生が言ってた。けど、尚なお人とちゃんが最初に発見したの。もし、朝練の時に爆発してたら……」

　ゾクリとした。どうなっていたのだろう。今頃、ここでテレビなんか見ていないはずだ。病院でガタガタ震えていたかもしれない。

「お母さん。尚人ちゃんの所に行ってくる」

　嫌いやな想像をしたせいで高柳君の顔を見ないといけない気がした。家を飛び出して、お隣の高柳家に上がり込む。昔からのつきあいなので鍵が開いていたら勝手に入っていいという決まりになっている。

　隣家の廊下をデデデと走り、高柳君の部屋をノックして、返事も待たずに入り込んだ。

「高柳君！」

「あすみ。どうした。家で大人しくしてろって先生が言っていただろ」

　高柳君は、普段と変わらずベッドに腰かけていた。わたしはなぜか無む性しように安心した。

「なんだが、急に怖くなったの。顔を見たら安心しました」

『私もあすみの顔を見たら安心したよ』

　あれ？　リサだ。なんで高柳君の部屋にいるんだろう。ありゃ、リサの隣に佐島君もいるよ。パソコン机のリクライニングチェアに腰をかけている。

「あれれ？　佐島君どうしたの？　家で待機してなくてもいいの？」

「峰倉さん。家で待機していない君に言われたくないよ。せっかく学校が休校になったんだから、高柳と遊ぼうと思ってね」

　ニコニコ顔で佐島君はゲーム機を指差した。副会長のくせになんたる怠たい慢まん。あんな大事件があったというのに。

「さっき、土井先生から警察が家に来るかもって言われてたじゃない。逮たい捕ほされるよ？」

「もっともな意見だと思うけど、もし事情聴取があるなら高柳と一緒の方がいいはずだ。警察の手間がはぶける」

　佐島君は頭が良いなぁ。

「高柳君の意見は？」

「至し極ごく同感。だから俺たちはゲームをする」

　ならば、わたしもお呼ばれしよう。

「ねぇねぇ、なんのゲームやるの？　混ぜて、混ぜて」

「エロいゲームをやるんだから、お前は帰れ！」

　高柳君もそんなゲームするの？　脱だつ衣い麻雀マージヤンとか？　麻雀なら得意だよ、高柳君。

「……峰倉さん。僕らがするのは縛しばったり叩いたりするゲームだから、女の子はよした方が良いよ」

　マジですか、佐島君。あんたら最低だ。不ふ潔けつ極きわまりない。

　わたしはショックのあまりリサに泣きついたが、リサもリサであり得ないことを言った。

『あすみ。男の子には男の子のプライベートタイムがあるの。それはそれと割り切りなさい。見て見ないふりをするのが淑しゆく女じよの務つとめよ？　ハッピータイムは男の証明なんだから……』

「うおおう、リサ。君は縛ったり、叩いたり、陵りよう辱じよくしたり、監禁したり、拷ごう問もんしたりする最低ゲームを楽しむ佐島君を容認するの？　彼にそんな鬼き畜ちくな思考があっても許せるの？」

『何事も経験よ。ほら、あすみ。ふたりが困っているわ。今は帰りなさい』

　経験!?　リサ！　あんた何を経験してるの!?

　ああ！　忘れてたけど、リサは佐島君の妄想なんだ。彼が絶対なんだ。彼がスケベでも許せるように設定されているんだ。

　わたしはトボトボ高柳君の部屋を出て、鬼畜ゲームを楽しむ高柳君を思って泣いた。彼女に変態プレイを要求して別れてしまえ。そして、わたしの元へ戻って来い。

　精神状態は最悪だ。部屋に戻ったわたしは苛いら立だちを紛まぎらわすため、ペン立てからダーツの矢を引き抜いてボードへ投げつけた。するとボードの外そと枠わくに弾かれた矢が、お父さんから貰ったＰＳエンジンに突き刺さってしまった。名作ソフトが二度とプレイできなくなった。今度は慎重に矢を投げるとブルを囲う金属線に当たって跳ね返り、読みかけのベルばらに刺さってしまった。矢はバスティーユの「あのページ」を射い貫ぬいていた。

　もう嫌だ。

　ベッドに突つっ伏ぷし、ふて寝しようとした。

　だがしかし、モヤモヤと乙女の好奇心が疼うずきだした。男の子が二人でエロゲームをすると何が起きるのだろう？　悶もん々もんとした二人が「練習」を始めたらどうしよう。気になり出すと、ふて寝している場合ではなくなった。高柳君の部屋は、わたしの部屋のちょうど真向かいに位置している。彼らが鬼畜ゲームを楽しむ様を見物することにした。幸い天体観測用の望遠鏡もある。

　……あれ？

　カーテンが開いており、高柳君と佐島君が見えた。何か話し合っているようでテレビ画面を見ていなかった。ゲームなんか、やってないじゃん。二人とも深刻な顔で、佐島君に至っては俯うつむいていた。

　なんだよ二人とも。エロいゲームをするというのは、わたしを追い出す噓かよ。

　へそを曲げていると、高柳君がカーテンを閉めてしまった。長い付き合いだからわたしの覗き見は、すぐにばれた。

　いいもん、いいもん。ふたりでこそこそ話してなさい。

　ったく、リサもリサだ。佐島君が内緒の話をしたいからって一緒になって噓をつかなくていいだろ。

　わたしは三人に裏切られて腐った。




　あ――あ。最近、変な事件ばかり起きて疲れる。

　床に転がっている学生カバンを蹴っ飛ばすと、教科書に混じって紫むらさき色いろのお守りが出てきた。虚こ無む僧そうから授かったお守りだ。役立たずのお守り。悪いことばかり起きるじゃん。生活指導室に監禁されたり、部室が爆発したり。

　虚無僧め。最強を名乗るなら、俗ぞく世せの凶きよう事じくらい防げってんだ。虚無僧に対する不信感が湧わいたものの、妄想少女が見えるコンタクトレンズを貰った恩がある。それでプラマイゼロだ。いや、少しだけプラスにしておこう。虚無僧の言ったことを信じれば、昨日からわたしに嫌な思いをさせている事件は悪あく霊りようが悪さをしている可能性が高い。いや、そうに違いない。悪霊が誰かに書き初めを破らせたり、部室を爆破させているのだ。

　まだ正午前である。高柳君の部屋から追放された今、特にすることを思いつかない。

　わたしは虚無僧が言っていた悪霊について真剣に考えることにした。これ以上、悪霊に悪さをさせてなるものか。除じよ霊れいしてやる。

　ベッドから起き上がり、机に向かってノートを開く。

　考え事がある時はノートに悩みを書くことにしている。頭の中だけで考えると、言葉だけがグルグル回って効率が悪い。頭の中のモヤモヤを文字にしてアウトプットすれば、物事を整理できる。それに、あとから見返すことによって悩みが簡単に解決することもある……って、お父さんが言っていた。

　ちなみに、この悩みノートの前半は、高柳君がなぜあんなに格好良いのかを書き出してある。しかも写真入り。しょっちゅう「今日の格好良かったこと」を追加しているので、Ｂ５の大学ノートは信じられないくらい情報密度が濃こくなっている。質量はタングステン以上。情報確度はＫＧＢ以上。しかし、どんなに彼のことを書き連ねても、格好良さの秘密は永遠に解き明かせないだろう。

　おっと、それより悪霊のことだ。

　わたしはマジックでキュキュッと虚無僧のイラストをノートに書き込んだ。編あみ笠がさに黒い着物。ほうほう。キャラクター化すると意外にラブリーではないか。アニメにでも登場しそうだ。

　虚無僧が教えてくれたのは、わたしに悪霊が憑ついているということ。そして、その悪霊の正体は少年。イラストに「ふきだし」をつけて「悪霊がついておる」と書き込んだ。深刻に考えると悪霊の思うつぼなので、語尾にハートマークをつけた。「悪霊がついておる[image: ]」

　えっと、それで何だっけ。解決方法は……他人では除霊ができないから自分でしなくてはならない。その方法は……『言こと霊だま』って言ったっけ？　キーワードを見つけて叫べば除霊できると言っていたな。

「失せろ悪霊!!」

「死ね幽霊!!」

　心しん気き統とう一いつの下もと、絶叫したが何も変化がない。もっと有り難いフレーズなのかも。

「南無阿弥陀仏!!」

　……ええい、違うか！

「アブラカダブラ！」

　……アラビアの英知が効かない!?　おのれ！

「エクスペクト・パトローナム！」

　……ぬぅ！　メガネ少年もダメか！

「オンシュラソワカ！」

　……天てん空くう戦せん記きに期待はしておらん！

「リクドウリンネ！」

　……ポトリといかない!?　もうなりふりかまっていられん！

「エロイムエッサイム！」

「チンカラホイ！」

「カミノケバリ！」

「ニフラム！」

「ふざけるな！」




　……一〇〇近く言霊の詠えい唱しようを試みたが特に変化はなく、鏡を見ても景気の悪い顔が映るばかりだった。そろそろ、顔そりしないとな。

　ふうぅ――。悪霊め。

　もう悪いことを起こすな！




　必殺技の詠唱に飽あきて、悩みノートを机に放り投げた直後、リサが部屋へ遊びに来た。

「リサ。エロいゲームはどうだった？」

『官能的で素晴らしかったわ。さっきはごめんなさい。二人きりで話したかったんだって。あすみには聞かせたくない話だったから、ああいう風に追い出してしまったの』

　リサに怒りを感じていたが、いじらしい謝罪に、ラブパラメーターが振り切れた。

　許してやろう。好きなものを買ってやろう。

「何の話をしていたか聞いてもいい？」

『ごめんなさい。あすみには教えられない。だけど、二人はあすみを除のけ者ものにしようとしていたわけじゃないの。あすみにだけは内緒にしたい男同士の話だったって理解して』

　リサがわたしに教えてくれないというのは、よほどのことだろう。佐島君の妄想から生まれた彼リ女サがムチャクチャ良い性格をしているのは十分にわかっている。そして、友達を大事にする設定があるため、たとえ佐島君自身が口止めしても、わたしに不利益だとリサが判断すれば話してくれるはずだ。こいつはそういうやつ。

　今回、教えてくれないのは、わたしのために教えられない内容ということだ。

「やっぱり、二人の趣味が緊きん縛ばく陵辱モノだったということか……」

『ばれてしまったか』

　わたしたちは顔を見合わせて笑った。

「あなたが遊びに来たということは、まだ佐島君は高柳君の家にいるわけね。彼が帰るまで麻雀をしよう……ってあんた、何見てんの！」

　リサはわたしの悩みノートを熱心に見ていた。間の悪いことに放り投げたノートが高柳君を崇すう拝はいするページで開いており、リサがニヤニヤして見ている。

『……このノートを書いたのがあすみじゃなかったら、完全に変質者ね。一七時一〇分、外出。一八時三〇分、塾に到着。二二時一三分、塾から出てくる。呆れた。彼が塾にいる間、ずっと見張っていたの？』

「塾の前はマグドナルドなのだ」

『お店は大迷惑ね。どうせ、あすみのことだからアップルパイひとつで粘ねばってたんでしょ』

「なぜ知っているんだ！」

　目撃者は殺せ！

　キュッと首を絞しめたわたしに、リサは笑ってくれた。

『ね、他のページも見せてよ。あすみの悩みが知りたい』

　恥ずかしいけど、すでに高柳君のページを見られた今、取り立てて隠すことはない。わたしはリサのためにページを捲めくってあげた。高柳君の身長を五歳の頃から記録してグラフ化したページを見せるとさすがのリサも青ざめたが、ノートの後半に差しかかると声を上げて笑い始めた。

『あはは。鶴ちゃんと亀ちゃんの謎なぞ行動が書かれてる。「剣道の小手を互いに嗅かぎあってる」だって。あの二人、変な性せい癖へきがあったのね』

「たまに彼女たちが生足で行動しているのは、ソックスの争そう奪だつ戦せんによるものだと分析してる」

『ソックスハンターだ』

　リサが笑ってくれて嬉しい。下校の時、暗い顔をしていたから心配だったんだ。部室が爆発したせいで、佐島君の活力が落ちたからだろうけど、彼女の顔色を見る限り、少し落ち着いたようだ。もっとも、部室と一緒に大事にしていた野球用具も壊れてしまったから、佐島君の心の底には修復できない傷が残っていることは容易に想像できる。それでも、リサが元気になったので少しだけ安心した。

『あら、このクールなイラストは何？』

　最後に開いたページには、描いたばかりのラブリー虚無僧が鎮ちん座ざしていた。リサになら話しても大丈夫だろう。

「この虚無僧が、わたしに悪霊がくっ憑ついていると言ったの。気になるから対策を練っていたんだ」

『悪霊？』

「少年の霊なんだって。一年後、悪さをするから自分で除霊をしろって言われたんだけど、ここ最近のことを考えると、すでに悪さをしているよね。ちなみに虚無僧から貰ったコンタクトレンズのおかげで、あなたたち妄想少女が見えるようになったの」

　わたしは、心配をかけないよう、「さほど悩んでいるわけではないんだよ」と付け加えた。しかし、リサはノートを食い入るように見ていた。

「リサ？」

『なるほどね。人間のあすみに、私たちが見えるなんておかしいと思っていたけど、こういう事情があったんだ。貰ったコンタクトレンズっていうのは度の入っていないコンタクトレンズのことね？』

　コンタクトの着け方は佐島君に教えてもらった。リサもあの場にいたんだ。

「ほら、これこれ」

　パッケージを見せてやる。

『あすみ、箱からレンズケースを全部出して！』

　突然そう言ったリサ。何が気になるのかわからないが、コンタクトの箱を逆さまにして、机の上にケースを出してやった。すると、リサはレンズを数え始めた。

「リサ。どうしたの？　って、おい。なんで泣いてんだ！」

　リサはポロポロと涙を流していた。わたしがオロオロしていることに気がつくと、リサは唇くちびるを嚙かみしめ俯いてしまった。ノートの上にポタポタと涙が落ちた。

「リサ、リサ！　教えてよ。何で泣いてんだよ。何が悲しいんだよ」

『あすみ、コンタクトはあと三日分しかない』

「それが、どうしたんだよ。お願いだから泣きやんでくれよ」

　リサは全然、泣きやまなかった。なんでコンタクトの残り枚数ぐらいで泣くんだよ。

『だって、これが無くなったら、あすみと会えなくなるんだよ！』

　わたしはガクリと膝を落とした。

　リサと会えなくなる？　全身の力がフッと抜けた。
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　号ごう泣きゆうするわたしを慰めてくれたのはリサだった。

『ほら、あすみ。あと三日もあるんだから、一生消えない思い出を作ろう……』

「わたしはリサと永遠に一緒にいたかったんだよ、思い出なんかいらないよ」

　ビチャビチャと顔にへばりつく涙を、リサは綺麗なハンカチで拭いてくれる。こんな優しいリサと別れたくないよ。

「リサ……いい考えがある……」

『なぁに？』

「心しん中じゆうしよう。あの世でいつまでも一緒にいよう」

『あすみ。絶対に佐島君を殺さないでね』

「いやだぁ、リサを殺してわたしも死ね！」

　リサは、取り乱すわたしを抱きしめてくれた。

『まだ三日もあるし、度が入っていないのだったら、片眼だけ入れる方法もあるよ。そうすれば一気に二倍だ』

　さすがリサだ！

　わたしは試しにコンタクトを片一方外した。すると、リサの姿がスウッと薄くなってしまった。これではリサの表情がわからない。笑い顔も見えない。しかも、リサの声まで聞こえなくなってしまった。

　慌あわててケースからレンズを一枚取り出して、目玉に貼りつけた。

「馬鹿リサぁぁぁ!!!!　一枚無む駄だにしちゃったじゃないか!!!!　これで二日しか会えなくなってしまったぁぁ――!!!!」

『お、落ち着いて、あすみ。初めてコンタクトを入れた時、失敗して一枚破ってしまったでしょ。だからコンタクトは奇数なの。半はん端ぱの一枚はさっきカウントしなかったから、残り日数は三日のままだよ』

　わたしはリサに抱きついて「良かった、良かった」と繰り返した。

『けれど、あすみ。理論的には片眼でも私たちが見えるはずなのに見えなくなった。つまり、これは本当に特殊なコンタクトレンズよ。そのお坊さんは他に何か言っていなかったの？』

　そういえば虚無僧に、「レンズを再使用するな」と、女子トイレにまで押しかけられ注意された。他にも「朝起きたら着け、寝る前に外せ」とも言っていた。

『ということは、それは守らないといけないことね』

「大丈夫じゃない？」

『だって、特殊なレンズよ。副作用であすみの眼が大変なことになったらどうするの』

　虚無僧はこうも言っていた。「失明のおそれがある」と。あの時は、眼科医が脅おどかす程度の注意だと思っていたが、妄想少女が見える不思議なコンタクトだ。あり得ないことではない。

「じゃあ、わたしは今日から眠ることを止めるよ。そうすれば、約束を破ったことにはならない」

『それでは、あすみが体を壊してしまうわ。そんなことになるなら、今すぐあなたの前から姿を隠す』

　リサ。リサ。わたしの大好きなリサ。本当に好きだ。

『あ！』

「どうしたの？　リサ？」

『ごめん、あすみ。佐島君が帰っちゃう。追いかけないと』

　窓を見ると、高柳君に見送られる佐島君の姿があった。

『じゃ、またね。ま、待って、佐島君！』

　バタバタとリサは走って帰ってしまった。

　ちきしょう、佐島！

　リサが帰っちゃったじゃないか。リサとずっと一緒に居たいのに。
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　悪いことが続く。

　まず、最初は高たか柳やなぎ君に彼女がいるとわかった。そして、体育の着替えの時に河内こうちさんと口論し、その後は『書かき初ぞめ事件』に巻き込まれたあと、野球部の部室が爆発した。さらにはリサと会える日数が三日しかないことがわかった。

　一昨日おとといの夜は、リサと会えなくなる恐きよう怖ふに取とり憑つかれ、家族が寝静まった後、深夜の街を駆け回った。家から学校の通学路。特に団地裏の道。駅前も走った。

　虚こ無む僧そうを探すため。

　あのお坊ぼうさんからコンタクトレンズを定期的に貰もらえば、リサと別れなくてすむ。しかし、通学路でお経をあげてもいないし、駅前で托たく鉢はつもしていなかった。元々、出会うまで一度として見たことのなかった虚無僧だ。もしかしたら全国を行あん脚ぎやしていて、たまたまこの町に寄っただけなのかもしれない。それでも一晩中探し回った。そして、朝日を見てようやく、お坊さんだって夜には寝るはずだと気がつくほど、わたしは取り乱していた。

　今まで生きてきて、リサほど優しく、わたしのことをわかってくれる友達はいなかった。それなのに、リサといられる時間のカウントダウンが始まってしまった。昨日も一日中探したけれど、見つからなかった。だけど、諦あきらめるわけにはいかない。

　彼女を失うわけにはいかない。

　休きゆう校こう措そ置ちは続いている。コンタクトレンズを着けずにすむのはありがたかった。残り枚数は六枚三組。三日分残ったままだ。

「あすみ――!!　休校中なんだから、外に出ちゃダメよ!?」

　虚無僧を探しに出ようとすると、お母さんに止められた。

「お母さん。友達と一生会えなくなるかもしれないの。わたしは、たとえ怒られても行かなくてはいけない」

　必死にそう訴うつたえたが、普段から信用がないので一笑に付された。昨日、塾じゆくを無断欠席したことも彼女の心証を悪くしているのだろう。けれど、玄関の出窓から高柳君が外出するのが見えた。

「ほら、尚なお人とちゃんもお出かけしているね。休校っていうのは学校が休みということで、生徒も学校と一緒に休んでいいという意味なの。そもそも今日は日曜日でもあるの。その証拠に、尚人ちゃんも外出してるんだから」

「尚人ちゃんが遊びに行くなら、そういうことね。あすみ。悪かったわ。お友達の所へ行ってきなさい」

　お母さんは、高柳君を善悪判断の基準にしている。おかげでわたしは家を出ることができた。いつも高柳君はわたしを助けてくれる。

　高柳君大好き。

　玄関を飛び出して高柳君を追いかけた。

「尚人ちゃ……じゃなかった。高柳君。どこに行くのですか？」

「あすみか。休校なんだから、自宅待機していないといけないだろ！」

「高柳君だって出かけようとしてるじゃない。どこに行くんですか？」

　さすがの高柳君も発言の矛む盾じゆんに戸と惑まどい、素直に行き先を教えてくれた。佐さ島じま君のお家らしい。ちらりとわたしも同行して、リサに挨あい拶さつをしようかと思ったが、それだけのためにコンタクトレンズを使うのはもったいない。学校が始まってからの方がリサと話せる時間が多い。

「では、佐島君の部屋に入りましたら、これを机つくえの上に置いていただけますか？」

　わたしはサラサラとメモ帳に一いつ筆ぴつしたため、綺き麗れいに一枚破り高柳君に手渡した。

　なぜか高柳君は急に上を向くと、メモを折りたたんでからカバンにしまった。

「なぜ、上を向いたのですか？」

「見ちゃまずいと思って」

　変なことを気にする高柳君だ。それはリサ宛あてだ。「調子はどうだい？　わたしは君に会いたい。会いたくてたまらない」そう書いた。このメモを机の上に置いてくれれば、リサが見てくれるはずだ。中身のない文章だが、少しでもコミュニケーションを取りたかった。

「それと高柳君！　怪あやしいお坊ぼうさんを見かけましたら『困っているから助けて』と伝えていただけます？」

「お坊さん……だと？」

「正確には編あみ笠がさを被かぶった虚こ無む僧そう！　探しているんです。見つけたら教えて下さい！」

「おい、あすみ？」

「お願いします！」

　わたしは高柳君とは反対方向へ走った。通学路から探そう。今日こそ見つかるはずだ。
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　七時間後。

　アッという間に夕方になってしまった。本当にアッという間だった。

　わたしは大通りに掛かる歩道橋の上で夕日を浴びていた。弱々しい太陽が落ちかかり、一刻一刻寒さが増してくる。学区域を超えて、行ったことのない商店街や駅、それに多た奈な川がわの方も探しに行った。それにもかかわらず虚無僧は見つからなかった。

　あまり期待はしていなかったけれど、高柳君からの連絡はなかった。そもそも携けい帯たいを持って出なかったから連絡の取りようがない。そんなことに気がつかないほど、わたしは平静を無くしている。

「ちきしょう。どこにいるんだ」

　このままではリサを失ってしまう。虚無僧はどこだ。こうなったら全国すべての仏ぶつ閣かくに電話をかけようか。いや、直接訪ねるべきか？

　ん？　寺？

　そうか。寺だ。

　迂闊にも元旦参詣している妙みよう蓮れん寺じを失念していた。小さなお寺だけど虚無僧が修行の拠きよ点てんにしているかもしれない。

　五時近いが、まだ寺は開いているだろうか？　急いで寺に走った。

　目指す妙蓮寺は学区域の外にある。見たことはないが春は境けい内だいのしだれ桜が見事らしく、区外からも花見客が来るらしい。お寺の門はまだ開いていた。古くて立派な門を潜くぐって、境内をグルグル歩き回っていると大きな桜の木を見つけた。これが有名な桜だろう。太い幹から伸びた枝が柳のように枝し垂だれ、寒かん風ぷうに揺れていた。枝振りに見み惚とれて立ち尽くしていると、いつの間にか住じゆう職しよくが立っていた。

「何か用かな？　お嬢じようさん」

　こういう事態を想定していなかったので慌あわててしまった。それでも虚無僧を探しているのだから、寺の人に聞くのが一番早いことに思い当たった。

「実は虚無僧を探しているのです」

　住職のお坊さんは、わたしを寺の座ざ敷しきに招いてくれた。お茶まで出してくれ、生まれて初めての展開に恐きよう縮しゆくした。

　座敷の奥には金色に鈍にぶく光る仏像が三体並んでいて、その前には紫むらさき色いろの座ざ布団ぶとんが敷しかれている。脇には大きな木魚と鉦かねが置かれていた。仏壇からは白びやく檀だんの香りが漂って、外とは壁一枚隔へだてただけなのに、雰ふん囲い気きの変化に驚く。すぐそこに都道があるとは思えない静けさだ。

　出された湯飲みに手を触れると、自分が冷え切っていることに気がついた。なぜ、住職が座敷へ誘ったのかわかった気がした。きっと、冷えて血色が悪いのだろう。家を出てから半日以上経たっている。この季節にこれだけの時間歩き回っていれば、顔色だって悪くなる。

「なるほど。君は虚無僧を探しているのか」

　住職は、お坊さんになる以外の適職がなかったと思えるほど、お坊さんらしくて徳が高いように見えた。そんな立派な人だから、わたしは名前を名乗り、虚無僧を探している理由を話した。仏に仕える人を騙だますことには気が引けたが、探している理由を「お守りを貰もらったお礼がしたい」ことにした。よもや、不思議なコンタクトを追加購入したいなどと言えない。

「ところで、あすみさんは、虚無僧とはどういう者か知っているかね？」

　住職は、虚無僧というお坊さんの種類に知識がないわたしに説明をしてくれた。

「虚無僧というのは、私の様に寺に住み、お経をあげる僧ではない。檀だん家かを持たず、托鉢して回っている流る浪ろうの修しゆ験げん者じやじゃ」

「なんだか格好いいですね」

　アウトローな感じだ。見た目からしても、こういったお寺の住職より戦せん闘とう力りよくが高そうである。錫しやく杖じようでビシリって。逆に賢かしこさは低そうだけど。

「じゃがな、修行をしている僧などごく僅わずかで、実際は仏の教えを歪ゆがめた新しん興こう宗しゆう教きようや、ホームレスが虚無僧の扮装をして、小金を集めている者がほとんどじゃ。これは今に始まったことではなく、江戸の昔から似たような輩やからがいたと伝わっている。昔はお布ふ施せを半なかば強引に求めた不届き者もいたらしい」

　暗に虚無僧と関わるのを止めろと言っているようだ。どうやら、わたしが虚無僧を見て怪しいと直感したのは、間違いではなかったらしい。

　だが、あの虚無僧はきちんとした僧だと思う。わたしに不思議なコンタクトを授さずけてくれた。仮に悪い奴でも、リサと友達で居続けるためには探さなくてはいけない。

「住職さん。怪しい虚無僧もいますけど、怪しくない虚無僧もいるんですよね？　きちんとした虚無僧は普段、何をしてどこにいるものなのですか？」

「ふむ……修験者は一週間程度一つの地域にいるものじゃ。ずっと旅を続けるよりも、一定期間、町なり集落なりに留とどまっている方が効率的じゃからな」

　だとすれば、虚無僧はまだこの辺りにいるかもしれない。探すことは無む駄だではない。少し希望が出てきた。

　住職は一息つくと、テーブルの上のお菓か子しを勧すすめてくれた。家では食べたことのない本物の和菓子だ。可か愛わいいうさぎの形をしている。変なサジみたいなもので首を切り落として食べると、フワリと控えめな甘さが口に広がった。ケーキとは違う甘さの世界に感動した。

　寺ってすげぇ。

　こんな旨うまいものがあるなんて、さすがは仏の庭だ。わたしは進路希望調査書に尼あま寺でらと書くことに決めた。

「ところで、変なことを聞きますけど、わたしに悪あく霊りようって憑ついていますか？」

　コンタクトレンズの次に悪霊の方も気になる。自称現げん世せ最強の虚無僧だけでなく、きちんとしたお寺の人にも鑑定して欲しかった。ついでに「悪霊なんておらんよ」と言ってもらえれば幸いだ。しかし住職は、おもむろに立ち上がると懐ふところから数じゆ珠ずのでかいものを取り出した。

　何をするつもりだ!?

「お嬢さん。動くなよ」

「は、はい？」




　クワアァアアアアアアアアアアッツッッッ――!!!!!!!!!!




　鼓こ膜まくを破らんばかりの一いつ喝かつが、シ――ンとした寺の空気を切きり裂さき、わたしはビクリと飛び上がった。

「……これで、大丈夫じゃ」

　うおう、除じよ霊れい完了？　心なしか肩が軽くなった気がするぞ。

「まさか、今ので除霊できたんですか？　てゆーか、ホントのホントに悪霊が取り憑いていたんですか？」

　住職は破は顔がんした。

「冗じよう談だんじゃ」

　なぁ――んだ。お茶ちや目めな住職さんだなぁ。

「お嬢さんには少年の悪霊なんて取り憑いていないし、君の明るさがあればそんなのは飛んで行ってしまう。自信を持って正義に邁まん進しんすれば、悪霊を寄せつけない力が生まれる。君は恋をしているかね？」

　へ？　恋？

　急に恋なんて単語が出て驚く。

「ただいま大だい恋れん愛あい中ちゆうです。たぶん前世から続く恋でしょう」

「そういう年頃じゃからな。一緒に歩いて、話して、遊んで、まことに愉ゆ快かいなもの。だが、恋は楽しいことだけじゃない。失しつ恋れんすることもある」

　この間、体験しました。高柳君とずっと一緒のつもりだったのに彼女ができていたんです。

「友達のままだったら良かったのにと思うこともある。好きにならねば良かったと思うこともあるじゃろう」

　そうです。小学校の時みたいに、一緒に遊んでいるだけで満足だった頃に戻りたいです。彼を独ひとり占じめしたいと考えつかなかった頃に戻りたいです。

「恋は人を苦しめる。だが、人間は苦しむことで成長する生き物じゃ。たとえ失恋したとしても、痛手は次の恋愛を成じよう就じゆする糧かてになる。無論、成長は恋愛だけに留まらない。いつもの日常すらも向上させるだろう」

「でもでも、住職。失恋したんじゃ、彼はわたしのものになりません。彼を略りやく奪だつ出来ません。それじゃあ成長しても意味がないですよ！　どうすればいいんですか！」

　静かな境内にわたしの声が響く。つい大きな声で失恋を告白してしまった。なんでお寺で恋愛相談をしているんだ、わたしは。

　住職は、そんなわたしに笑いもせず答えてくれた。

「君は彼の彼女を憎にくんでいるだろう？」

「はい」

「憎しみを抱いた自分を自身でどう思う？」

　女子トイレで見た自分の顔を思い出した。

「かっこわるいです。嫉しつ妬として惨みじめで負け犬で」

「恋をする以前に自分をそう思ったことはあるか？」

　そりゃ……失恋を経験したのは初めてだから思ったことない。自分に嫉妬のドロドロ心が生まれるなんて思ったことはなかった。あんなの昼ドラの世界だけだと思っていた。

「そんなこと思ったことありませんでした」

「なら君は経験して成長したことになる」

　この嫉妬魂だましいが成長？

　そんなこと考えたことなかった。

「けどぉ、さっきも言ったとおり、高柳君がわたしのものにならないんじゃイヤですよ」

　住職はわたしの顔を見ると、こっちもつられてしまいそうな笑い顔をした。

「じゃから、君の成長した姿で『高柳君』は戻ってくるかもしれない。大人の恋愛は離れても戻ってくるものじゃて」

　あれ？　これって聞いたことがある。リサが慰なぐさめてくれた時の言葉に似ている。高柳君を略奪するために成長しろっていうあれだ。

「それで、ここからが大切じゃ。君は成長したのだから、誰かを育てなくてはいけない」

「育てる？」

「左さ様よう。君と同じく嫉妬に狂った者を見かけたら、自分が知っている全ての方法を使って慰めなさい。そうすることでその者も救われる。そして、救われた者は誰かを救う。優しい連れん鎖さが続く。素晴らしいことだとは思わないかね」

　リサに慰めてもらってわたしは助かった。リサがいなくては屋上から飛び降りていたかも知れない。確かにわたしは助けられた。

　でも、わたしが誰かを助けることなんて出来るのだろうか？

　それに嫉妬に狂う人なんて滅めつ多たにいないんじゃないかな。不意にリサの顔が浮かんで、その隣となりにいる佐島君を思い出した。この前、河内さんが高柳君に告白した。結果は高柳君が断ったのだけど……これって複雑な気持ちだよね。佐島君は見た目、普通だったけど無理しているんじゃないだろうか。そして、わたしは優しい言葉をかけてあげただろうか？　リサみたいに。

「わたし、助けてなかった。だめじゃん。成長してない」

「そう思えたことが成長じゃよ」

　わたしは住職の言葉にホッとした。

「説教くさいことを言ってしまったが、儂わしは坊ぼう主ずなのでそれが仕事じゃ。許してくれ」

「いやいや。住職もわたしに説教したということは、昔に失恋したんですね？」

「それがきっかけで仏の道に入った」

　うおう、すげえ。住職すげえ。

「冗談じゃ」

　わたしの顔が、よほど面おも白しろかったのかゲラゲラ笑い出した。

　けれど、腹は立たない。

　お坊さんは冗談ばかり言っていたけど、何だか肩が軽くなった気がした。お寺なんて大晦日かお葬そう式しきでしか出番が無いと思っていたけど、カウンセリング医院みたいだ。

　わたしは、さほど興味もなかった仏様にナームと手を合わさせてもらい、寺を辞した。

　しかし、さっきの一喝にはびっくりしたなぁ。あれなら少年の霊も飛んでいくだろう。




　あれ？　わたし「少年」の悪霊だなんて教えたっけ？




　　　　　＊＊＊




　お寺に行って元気が出た。

　お菓子を食べて活力が湧いたので駅前へ行くことにした。虚無僧が托鉢に出るなら、人通りが多い方が自然だもの。瀬せ田た谷がや駅えきではなく、急行が停まる成せい条じよう駅を目指した。今日は一体、何キロ歩いているのだろう。こんなことなら自転車の練習をすべきだった。お寺から駅まで歩いたせいで元通りに疲れてしまい、夜風で身体からだも冷えてしまった。

「やっぱりいない……」

　簡単に見つかるとは思っていなかったけれど、駅前に虚無僧はいなかった。

　成条学園前の駅は帰宅する通勤客で賑にぎわっているものの、虚無僧の姿はない。駅ビルにテナントを構えているオシャレなパン屋さんがバレンタインチョコの予約を受けている華やかな様子を見ていると、駅前に虚無僧の居場所があるとは思えなかった。成条へ探しに来たのは間違いだったかもしれない。すっかり落らく胆たんしてしまい、改札の前で立ち尽くしてしまった。電車を使って、瀬田谷、千ち島しま船ふな橋ばしの方を回るべきだろうか。それでもいなかったらどうすればいいのだろう。湧き上がる不安に焦あせりを感じていると、不意にわたしを呼ぶ声が聞こえた。

「あすみちゃん！」

　改札の前で立ち尽くしていたわたしに声をかけたのは、悪友二人だった。鶴つる川かわちゃんと亀かめ山やまちゃん。虚無僧探しで疲れているわたしに鶴亀コンビの相手をしている余力はない。

「鶴ちゃん。亀ちゃん。今、君たちと遊んでいる暇ひまはないんだ。休校が明けたら温泉旅行にでも行こう……」

　正直、友達の余裕に苛いら立だった。たぶん、新宿にでも行って映画を見て来たのだろう。可愛いダウンジャケットに、この寒い日に無理してティアードスカートなんか穿いている。それに引き替え、わたしは学校指定のピーコートにジーパン。だけど、格好なんかに意味はない。リサのために虚無僧を探さなくてはいけないんだ。しかし、友達二人は意外なことを言った。

「瀬田谷の方にはお坊さん、いなかったよ」

「え？」

「千島船橋にもいなかった。虚無僧っていうんだっけ？　ごめん、みつからなかった」

　どうして……なんで、この二人はわたしが虚無僧を探していることを知ってるんだ？　鶴ちゃんと亀ちゃんが逆に尋たずねてきた。

「あすみちゃんはどうして、お坊さんなんか探してるの？　高柳君のことと麻雀マージヤンにしか興味がないのに」

「聞きたいのはこっちだよ！　なんで、虚無僧を探してるのを知ってるのよ!?」

　すると鶴亀コンビは教えてくれた。

「高柳君と偶ぐう然ぜん会ったの。そしたら、あすみちゃんがお坊さんを探しているから、わたしたちに『もし虚無僧を見かけたら教えてくれ』って……え？　あすみちゃん、どうしたの!?」

　わたしは不覚にも涙が出てしまった。この二人は、そんな一言で虚無僧を探してくれていたんだ。こんな寒い中をわたしのために駆け回ってくれていた……。泣き出したわたしを二人が抱きかかえるようにして柱の陰に導みちびいてくれた。

「あすみちゃん。困っているんだったら教えてくれれば良かったのに」

「だ、だって、虚無僧を探すなんて言ったら変に思われるだろうって……」

　リサのことで頭が一杯だったから誰かに助けてもらうなんて考えもしなかった。それに探す理由を尋ねられたら、うまく答えられず二人を困こん惑わくさせただろう。だけど、鶴ちゃんはそんなことを気にする人ではなかった。

「変なのがあすみちゃんの取り柄でしょ？　実はさ……心配してたんだよ……」

　心配？　鶴ちゃんの言葉を亀ちゃんが続けた。

「最近、独り言が多いし、目が宙をさ迷ってるしさ。この前も『高柳君！　なんで――!?』って叫さけぶから、彼と上う手まくいってないんじゃないかなって……」

　わたしは友達に心配をかけていたんだ。それなのに、それなのに。

「その様子だと、虚無僧さんは見つかってないんでしょ？　さぁ、三人で探そう。あすみちゃんが辛い顔をしていると、わたしたちも辛いんだよ」













「鶴ちゃん、亀ちゃん……」

　笑顔の二人にわたしは抱きついた。二人の優しさが乙女おとめ座ざのスピカに見えた。スピカは二つの星が一つに見える連星だ。鶴ちゃん亀ちゃんの友情はあの美しいスピカにたとえられるだろう。わたしは二人を心配させないように、冷え切った顔を叩いて気合いを入れた。

「ありがとう。鶴ちゃん、亀ちゃん。本当に嬉うれしい。だけど、そろそろ七時だ。きっと親おや御ごさんも心配するだろうし、こんな時間まで探してくれた君たちに風か邪ぜを引かせたくない。今夜は帰ってくれ。わたしはいつか、君たちの友情に報いるだろう」

　二人の気持ちは嬉しかったが、女子中学生の夜歩きは物ぶつ騒そうだ。しかも、学校が休校になっているので職務質問でもされたら二人に迷惑をかけてしまう。

「じゃあ、これを」

　鶴ちゃんと亀ちゃんは、お揃いの手袋を片方ずつ外すと、わたしに着けてくれた。

「あすみちゃん。困った時は絶対に力になるから」

「鶴ちゃん……」

「人探しをする時は、どこかに腰を据すえた方がいいよ」

「亀ちゃん……」

　そうだ、リサだけじゃないんだ、わたしの友達は。わたしは知らない間に二人から助けられていた。現実の友達に妄想の友達。わたしはなんて多くの友人に恵まれているのだろう。自転車で帰宅する鶴亀コンビが見えなくなるまで手を振った。

　ありがとう。

　そして、高柳君もありがとう。あなたが、いつもわたしを助けてくれている。二人を差し向けてくれたのは高柳君だ。彼女とかいても関係ない。わたしは高柳君が好き。

　そして、わたしは友達のためにも虚無僧を探し出さなくてはならない。亀ちゃんが言っていた通り、どこかに腰を据えて探した方が良いかもしれない。この寒い中、当てもなく探すよりは喫きつ茶さ店てんにでも入って虚無僧が通りかかる偶然を狙うのも一つの手に思えた。

　わたしはマグドナルドの二階から駅前を観察することにした。ここなら寒くないし、駅前通りを広く見回すことが出来る。

　店内に入って暖だん房ぼうの温風に包まれるとジンワリと人ひと心地ごこちがついた。こんなに長いこと外出するなら、もっと暖かい服を着てくればよかった。カウンターに座ってもコートをしばらく脱げそうにない。鶴ちゃんと亀ちゃんが貸してくれた手袋を取れたのは、座ってから一五分ほど経ってからだった。わたしは一〇〇円のハンバーガーにかぶりつく。ピクルスを嚙かむと急に食欲が増して、そのままハンバーガーを全部食べてしまった。わたしは相当疲労している。

　だがしかし、疲労なんかすぐに回復できるぞ。ここの向かいは高柳君の塾だ。今日は塾があるはず。彼を見れば元気復活さ。

　時計は、七時四〇分。

　一〇時に塾が終わるから、ここで待っていれば高柳君を見られるかもしれない。わたしは虚無僧を探していたはずだったのに、高柳君へ注意が移ってしまった。

『ひどいなぁ、あすみ』

　と、リサがいたら苦笑いしそうだ。

「あれ？　峰みね倉くらさんじゃないか」

　奥のカウンターに座っていた男性から声をかけられた。てっきり大学生かと思っていたが座っていたのは佐島君だった。顔立ちが中学生離れしている上に背が高い。さっぱりした私服を着ているものだから、まるで気がつかなかった。

「ありゃりゃ。佐島君。ごきげんよう。奇き遇ぐうですね、もしやあなたも高柳君のストーカーなのかしら？」

「峰倉さんはいつも愉ゆ快かいな人だなぁ。僕は異性にしか興味はないよ」

　そうか。女にしか興味がないのか。リサの苦笑いが目に浮かぶ。こんな所で彼と会うならコンタクトを着けておけばよかった。

「そう言えば、お昼前に高柳君が佐島君のお家へ行くって言ってた。一緒に来たの？」

「うん。そうだよ」

　頷うなずいた佐島君。彼のメガネはなぜかガラス窓の外を歩く通行人に向けられていた。そして、たまに塾の入り口へ視線が移動する。高柳君の塾は授業が終わる頃になると、子供を迎えに来る保護者で賑わうが、今は閑かん散さんとしていた。

「もしかして、塾が終わるまで待つつもり？」

「状況次第かな。たぶん大丈夫だから、これを食べたら帰ると思う」

　何が「大丈夫」かはわからないけれど、塾が終わるまで三時間も待つのは、わたしくらいだ。もし、同じように待つのであれば、次元を超越したライバルの出現である。

　その佐島君は「荷物を見ていて」と言って席を外した。トイレにでも行ったのかと思ったが「あったかいよ」と、温かいウーロン茶を買って来てくれた。さすが、高柳君の親友でリサを妄もう想そうした人物だけのことはある。わたしは社交辞令無しに笑顔を作ってお礼を言った。

　わたしは手帳をカバンから取り出して「意外といいやつだ」と書いた。そこら辺をフワフワしているリサが見てくれるだろう。いつもリサとは頭の中で会話しているけど、コンタクトをしていないと気持ちが通じないかもしれない。それでも文字にすれば伝えることができるはずだ。しかし、弊へい害がいがあった。

「なにそれ。『意外といいやつ』って……もしかして僕のこと？」

「うおう、乙女のメモを見るんじゃねぇ！」

　このやりとりを見て爆笑しているリサが、容よう易いに想像できた。わたしは慌あわててメモをカウンターの脇に押しやる。

「そう言えば、高柳からメモを預かったよ」

「メモ？」

　ああ。リサへの伝言か。それは、あんた宛てではなくリサへのメモだよ。「調子はどうだい？　わたしは君に会いたい。会いたくてたまらない」……

「峰倉さん。赤面してしまう内容だけどあれはどういった……」

　わたしは佐島君の鼻にストローを詰めて黙らせた。冷静に考えれば意い味み深しんだ！　高柳君が突然、顔を背けた理由が今ならわかる。

「ふ、深い理由はない！　あんたがエロゲーのせいで二次元女子に溺おぼれているんじゃないかと心配しただけだ！　ちなみに『君』は、その『黒くろ縁ぶちメガネ』を指している！　擬ぎ人じん化か萌もえ！」

　やっべぇ。変な所でフラグ立てちまった！　おっちょこちょいのわたしめ！　佐島君は黒縁メガネを外して不思議そうに眺めていた。おっと、素顔はイケメンじゃないか。ついこないだまで鼻垂らしていたくせに……これではクラスの女子共が騒ぐのもわかる。

「コンタクトにすればいいのに」

「え？」

　何気なく口にした言葉に、佐島君が妙な反応をした。かけ直したばかりのメガネがズリ落ちている。

「いや、だからメガネより素顔の方が格好いいんじゃない？　コンタクトにした方がモテるよ」

「ええ？　だって、小四の時に峰倉さんは『メガネの方が格好いい』って僕に言ってくれたじゃないか!?」

　なにそれ。

「いつ言ったっけ？　つーか、小四の時って何か交流があった？」

「同じクラスだった」

　凄すさまじく凹へこんでいる佐島君。ごめん。小四の頃は物心がついてなくて記憶が不鮮明なんだ。彼の言うことが事実なら、高柳君と佐島君、それにわたしが同じクラスだったことになる。中二もそろそろ終わりだというのに今頃そんなことに気がつくなんて佐島君に申し訳ない。

「ああ――思い出した。一緒に虫採りしたよね」

「ごめん。してない」

　墓ぼ穴けつを掘った。

「じゃあ、ザリガニ釣つりだ。大おお沢さわ団だん地ちの下で転こけたのは佐島君だよね？」

「それは君だよ。泣いた峰倉さんを家まで運んだのは僕だ」

　わたしは頭がおかしいようだ。

「わかった。ドブ川探検だ。臭くさかったけど楽しかったよね？」

　すると、佐島君は笑い出した。

「やっぱり、峰倉さんは愉快な人だ。冗談を言って僕を笑わせてくれる。君は僕が調子の悪い時に、いつもそうやって和なごませてくれるんだ」

　ご、誤解されてる!?

　佐島君はわたしが冗談を言っていると解かい釈しやくし、さらには高こう尚しような会話テクニックを使っていると認識している。

　だけど、佐島君は調子が悪いと言った。部室の件はわかるけど、なんとなく別のことで調子を崩くずしているように感じる。

「具合でも悪いの？」

　佐島君は首を振った。

「ちょっと悩み事があってね」

「悩み事？　わたしで良かったら打ち明けてよ。タダで聞いてあげる」

　彼は高柳君の親友だ。佐島君に精神的な疾しつ患かんがあれば、高柳君に伝でん播ぱしかねない。それに彼の苦悩はリサの苦しみだ。わたしの言葉に対して、佐島君は一言だけ呟いた。

「恋こい煩わずらい」

　なるほど。河内利り沙さへの想いか。この間、その河内さんが高柳君に告白したばかりだもんね。そりゃ悩むわ。けれど、河内さんのことを好きという事実をわたしが知っていれば不思議に思われるので、余計なことは言えない。

「そっか。男の子も恋に悩むんだね」

「そう。峰倉さんが高柳のことを好きなようにね」

「貴様！　恥ずかしいことをサラッと言うな！」

「あ、やっぱりそうなんだ」

　ちきしょう。リサから聞いていたけど、やっぱりばれてる。それに自分の行動で肯こう定ていしてしまった。顔真まっ赤かだ。わたし。

「佐島君は誰が好きなんだよう。高柳君とか言ったら埋うめる！」

　こうなったら、恋愛相談開始だ。こいつに貸しを作って、一〇倍で返してもらう。

「……ずっと前から好きな人がいたんだ。だけど諦あきらめた。そして別の子を好きになった」

　あれ？　河内利沙って即答じゃないの？　それにずっと前からって、どういうことだ？　河内さんとは小学校が別だったし。やっぱりコンタクトを着けるべきだった。リサに聞けばすぐ教えてもらえるのに。

「同じ学校の子？」

「そう。今、悩んでいるのは、その子のことなんだ」

「……その子に好きな人がいたとか？」

　佐島君は頷うなずいた。やっぱり河内さんのことだ。個人名を言ってくれないので推測だけど間違ってないはずだ。けど、佐島君にはリサ以前に好きな人がいたのか。まぁ、わたしみたいに高柳君一筋一三年の方が珍めずらしいみたいだし……って、おいおい。佐島君の顔色が悪いぞ？

　……あ、わたしのせいだ。「その子に好きな人がいたとか？」なんて、おもいっきり傷口を抉えぐる発言じゃないか。わたしは馬ば鹿かだ。慰なぐさめないと！

「けどさ！　けどさ！　佐島君！　中学生の恋愛なんて長続きしないんだから、思い詰めるのは良くないよ。それに恋愛ってのは、好きな人を奪い取るくらいの気持ちでやらないと駄だ目め」

　リサの台詞をそのまま言ってやると、佐島君は少し笑ってくれた。

「僕もそう思う」

　そりゃそうだよ。君の思い描いたリサが、わたしを慰めてくれた言葉なんだから。なんとなく言葉が続かなくなってわたしは眼下を眺めた。

　帰宅ラッシュのピークなのか、駅から出てくる人の数が増えた気がする。ついでにこの辺りで一番良い品物と美お味いしいものを扱あつかう、セレブ向けスーパーに入る主婦も増えてきた。その通行人の中に見覚えがある女性を見つけた。

　あれは河内利沙。本物の方だ。

　私服姿だと、余計に大人びて見える。まるでハイティーン向けの雑誌から飛び出したかのように美しい。性格はともかく、綺麗なことは事実なので見とれてしまった。

　リサの私服姿も見てみたいな。

　ここで佐島君が、あっちの利沙を見てくれれば制服じゃないリサになるかも。

「見てみて！　河内さんだよ!!　白いコートは最強だね!!!!」

　だが、佐島君はすでに気がついていて目で追っていた。けれど、その目は嬉し恥ずかしな眼まな差ざしではなかった。違った感情を瞳ひとみに感じる。

　あれ？　何か反応が違うな。

　メモに「どうしたんだろ？」と書いた。リサは何か知っているのだろうか。わたしは河内さんが駅ビルに入って行くまで見届けた。

「……行っちゃったね」

　佐島君は、駅ビルの方を見たまま尋ねた。

「峰倉さんは、河内さんのことを知ってるの？」

　河内利沙のこと？

　リサのことは知っているけど、オリジナルの河内利沙はあまり知らない。体育の着替えの時、高柳君について言い争いをしたくらいだ。けれど、リサの手前もあるのでそうも言えない。ピンクのパンツを穿いていたことを教えてあげれば喜ぶだろうか？

「……えっと、同じクラスになったことがないから知らない。けど、すごい美人だよね。いるだけで空気が変わるっていうか、女のわたしが見てもドキドキしちゃう」

「どんな、性格か知ってる？」

　わたしはリサのことしか浮かばなかった。

「すごい友達思い。無茶苦茶優しくて、包容力があるの。わたしが泣いていると慰めてくれるし、わたしのために泣いてもくれる。最高の女の子だよ」

　佐島君は乾かわいた笑いをした。

「なんだ。友達なんじゃないか」

　しまった。これはリサのことで、河内さんの方じゃない。

「――って性格だと思う。分ぶん析せき。得意の妄想」

　きっと佐島君、呆あきれているだろうな。なんで、わたしはこんなにおっちょこちょいなんだろう。

　だけど、佐島君はドキリとするような顔でわたしを見ていた。

「峰倉さんは凄いね。河内さんが高柳に告白したことを知っているんだよね？　なのに君は平静だ。僕は高柳に嫉妬したんだ。それに彼女を拒んだ高柳を恨んでしまった。おかしいだろ？　僕は彼女のことが好きなのに、拒んだ高柳を許せなくも思ってしまったんだ。河内さんを悲しませたのだから」

　紙コップの中でマドラーが転がった。わたしと佐島君は似た立場にある。片思いの相手が別の誰かを好きという点で。そして、彼と違うところの差は大きい。わたしは、河内利沙の告白失敗に大喜びした。それに引き替え佐島君は悲しんでいる。彼は相手を思いやる心を持っているんだ。

　佐島君。あんたの愛は深すぎる。すげぇよ。

　わたしが、今までと違った気持ちで佐島君を見ていると、彼は言葉を続けた。

「峰倉さんは小心な僕とは違う。峰倉さんは、高柳に告白をして良い感情を抱いていないはずの河内さんに対してフォローができる。君は温かい心を持っている人だ」

　おいおい、買いかぶりすぎだ。佐島君。

　わたしはそんなピュアな心は持っていないし、ただのおっちょこちょいだ。高柳君の彼女を見つけ出して排除しようと企んだ醜みにくい心を持つ女なんだ。

「……佐島君。あんたこそ優しい心を持った人だよ。それに小心なんかじゃない。高柳君に嫉妬しても、あんたは高柳君と友達のままじゃないか。内心でそう思っていても、彼と一緒にいるのならもう悪い感情を持っていない。わたしに、そう懺ざん悔げしていること自体、君が善良で正直な証拠だ。人間は誰しも悪い感情を持つ。大事なのは、それをどうやって追い出し、正しい心に変えるかだ。あんたが罪悪感を感じていること自体、すでに正しい心が戻ってるんだ」

　さっき、お寺で住職さんから教えられたことを、わたしなりにかみ砕くだき、意見をつけ加えて言葉にした。

　やっぱり佐島君なりに悩んでいたんだな。

　困っているなら優しいことを言わないと。わたしは住職から教わったように彼に優しくすることができただろうか。リサのように慰めることができただろうか。

「ありがとう、峰倉さん。心が楽になったよ」

「元気が出て何より」

　佐島君の笑顔にホッとしていると、何やら店内が騒々しくなった。

「どうしたんだろ。何か様子が変だね」

　奥の席に座っていたカップルが、なぜかわたしたちが座るカウンターへ身を乗り出して外を見始めた。下で何か起きたのか？　わたしも彼らに倣ならって外を見ると、人々がバタバタ車道を走り回り、車が止められていた。高柳君がいる塾の建物に人が集まっている。

「あの、何があったんですか？」

　カップルに尋ねると男の人が外を見たまま答えた。

「火事が起きてるんだってさ。向かいの建物で」

　高柳君のいる塾で火事？

　グイッと腕を摑つかまれた。

「行こう、峰倉さん」




　外に出ると焦こげ臭くさい空気が漂っていた。

　路上には野次馬が溢れ、人垣の間から白い煙けむりを吐き出す塾のガラスドアが見えた。煙によって中は窺うかがい知しれず、近寄ろうにも人が邪魔で身動きすら取れない。それでも隣のスーパーマーケットから「どいてくれ!!」の怒ど鳴なり声ごえと共に白衣のおじさんが消火器を片手に煙の中へ飛び込んで行き、消防車を呼ぶ声があちこちで聞こえた。煙が濃こくなっている。中には高柳君がいるのに！

「どうしよう、佐島君！　高柳君が！　高柳君が!!」

「落ち着いて、峰倉さん！」

　塾に駆け込もうとしたら後ろから佐島君に抱き止められた。はなしてよ、佐島君。死んじゃうよ、高柳君が！

「よく見て、峰倉さん！　三階で高柳が手を振っている。火の手も見えないし危険はない！　煙もロビーからしか出ていない。大丈夫！　絶対大丈夫！」

　佐島君の指差す先には高柳君がいた。彼の無事な姿を見て足から力が抜けてしまい、アスファルトに倒れかかった所を佐島君に支えられた。塾からは消火剤が噴ふん霧むされる音が聞こえ、講師に誘ゆう導どうされた生徒が煙の中から脱出し始めている。消防車と救急車のサイレンが近づいていた。




　幸い、火はすぐに消し止められた。

　塾の生徒は消防士に誘ゆう導どうされ、駅ビルの広場に集められた。煙を吸った生徒がいたけれど、病院に行くほどでもなく、救急車の中で酸素吸入の処置を取られる程度で済んだようだ。

　高柳君は塾から最後に出てきて、抱きついたわたしの頭に手を置いてくれた。

「あすみ、なんでここにいるんだ？」

「そんなのどうでもいいよ！　それより、火傷やけどとかしてないの!?」

「ああ。外は大事になっていたようだが、なんともねぇよ」

　火事があったというのに落ち着いている高柳君。その平然とした様子に、わたしは彼に抱きついていることに気がつき慌てて離れた。駅前という公衆の面前で軽率極まりないことをしてしまった。高柳君の彼女に見られたら彼の方が気まずくなってしまうだろう。しかし、高柳君は何も気にしていないようで「佐島は？」とわたしに尋ねた。

　そう言えば佐島君がいなくなっている。高柳君が消防隊員と塾から出て来るまで一緒にいたが、いつの間にかいない。駅前の野次馬に眼を凝こらしても見つからなかった。

　しかし、佐島君の代わりに見知った顔に気がついた。刺すような視線を感じたのは一瞬だったけど、白いコートの後ろ姿には見覚えがある。あれは河内さん……？

「あすみ？」

「え？」

「お前は家に帰れ。こっちはすぐに帰れそうにないから」

　高柳君の視線の先に、救急車で治療を受けている宮みや里さと学級委員がいた。

「宮里が足を怪け我がしてるよ！」

「階段で滑すべったんだ。心配だが行くと邪じや魔まになる」

　宮里は救急隊員の手で膝に包帯を巻かれていた。骨折はしてないようだけど、顔が痛みで引きつって脂あぶら汗あせを流している。今は見えないけど彼の隣でミウが泣いている気がした。機き敏びんなミウに身体があれば、ひ弱な宮里の手を引いて無傷で避難させることが出来たに違いない。だけどミウは妄想少女。優すぐれた運動能力も素速い判断力も意味はない。幸い宮里の怪我は大事には至らないだろうけど、いつも自信たっぷりなミウが無力さに泣いている姿を想像すると辛くなる。

　怪我の処置を終えた宮里は、ベンチに座らされると警察官が脇について質問を受け始めた。いつの間にかパトカーまで来ている。火の気がない塾で火事が起きたのだから宮里が何を尋ねられているかわかった。

「……放火なのかな？」

「塾を出る時、発はつ煙えん筒とうが転がってたな……いや、そんなのどうでもいい。帰れ。つーか、ちょっと待ってろ」

　高柳君は道に停まっていたタクシーへ走ると運転手さんと言葉を交わし、続いてわたしを引っ張った。

「もう遅いからタクシーで帰れ。行き先は言ってあるから。もし、家に親おや父じがいたら心配すんなって伝えてくれ。まなみのことも頼む」

「で、でも、タクシーなんて……」

「ツベコベ言うな。運転手さんお願いします」

　高柳君はわたしを後部座席へ押し込むとタクシーを発車させた。わざわざタクシーなんか使わなくても帰れるのに。

　家に着くとタクシーの運転手さんは二九〇円のお釣りを渡して、駅の方へ戻って行った。わたしはその足で隣家へ走り、役所から帰っていた高柳君のお父さんとまなちゃんに塾で起きた火事のことを知らせた。しかし、すでに塾から連絡があったようで、高柳君のお父さんは息子に怪我がないことの他、火事の原因も知っていた。

　お父さんが言うには、車に常備されている発煙筒が出火原因だったという。何者かによって塾へ投げ込まれたらしく、なんと一〇本も見つかったそうだ。そして発煙筒が発する熱で近くに積んであったプリントの束に引火、出火したという。

　それでも火事自体は小規模で、消火器を使う程度で鎮ちん火かしたのは不幸中の幸いだった。しかし、原因は間違いなく放火であり、高柳君がタクシーでわたしを帰した理由が今頃になってわかった。放火魔が近くにいるかもしれなかったのだ。




　　　　　＊＊＊




「最近、あんたの周りで事件が多いねぇ……」

　疲れ切って家に帰ったら、お母さんがそんな事を呟つぶやいた。

　たしかに何かがおかしい。こんな立て続けに事件が起きたことはない。『書き初め事件』はともかく、部室の爆破事件、進学塾への放火事件。学校と塾のある成条駅前は二キロも離れていないのだ。

「これは連続爆破放火事件だよ、あすみ」

　お風ふ呂ろから上がったお父さんが、探偵を気取っているのか顎あごを撫なで回まわしていた。彼の頭の中ではシャーロック・ホームズになって事件の犯人を捜そう索さくしているのだろう。バスローブ姿では事件の解決は期待できそうにないが、雑学知識に長たけたお父さんの意見は聞いておきたい。

「お父さん。この事件について思うことを述べて」

「きっと、二つの事件は同一犯だよ」

　え？　部室の爆破と塾の放火が同じ人間の仕し業わざってこと？

「どういうこと？　バスローブ探偵!?」

「落ち着きたまえ。瀬田谷区内の半径二キロ範囲内で『火』を使った事件が連続して起きているんだ。手口は違うけれど同一犯の可能性は高いはずだよ。しかも、考えてみなさい。現場は中学校と塾だ。つまり、学校や教育組織に何らかの恨みを持った人間が犯した犯罪だと推理できないか？」

　バスローブ探偵の言うことは理にかなっている。別々の事件だと思い込んでいたが、そんな見方もあるんだ。

「お母さんはどう思う？」

　聞くまでもなかった。中年主婦は夫の推理劇にウットリしている。おかしな女だ。

　それにしても同一犯か……何者だろうと許せない。だって、どちらも高柳君の……あれ？　両方とも高柳君が所属している場所で事件が起きている。これって偶然？

　不吉な思考に行き当たると、携帯がメールを受信した。鶴ちゃんからのメールで、件名は「見て見て」。本文には「テレビに塾が映っている」とあった。少し遅れて亀ちゃんからも同じ内容のメールが送られてきた。

　テレビをつけると、二人の言うとおり塾の火事が取り上げられていた。黄色い「ＫＥＥＰ 　ＯＵＴ」のテープが張られた塾の入り口に報道陣が集まり、それを背景にしたアナウンサーが「昨日、付近にある中学校で、ガス爆発事件があり、警察が関連性を調べています」と結んでいた。

　部室のガス爆発には明らかに誰かの悪意が潜ひそみ、その犯人はまだ捕まっていない。そして、塾の火事だ。発煙筒が出火原因なら放火である。ガス爆発と放火は明確な共通点こそないが、近しい箇所は多い。

　テレビ中継がスタジオに戻ると「現場になった塾にはガス爆発のあった中学校の生徒が多く通っている」とアナウンサーが補足し、元警視庁のゲストは「中学校に恨みがある人が、嫌がらせで起こした事件ではないか」と、推理していた。

　お父さんが言うとおり、同一犯の犯行と考えるのが自然かもしれない。なんと言っても警察が「関連性を調べている」のだ。峰倉家の夫妻は、テレビの報道と自身の推理が一いつ致ちして年とし甲が斐いもなくはしゃいでいるが、娘のわたしは二人のハイテンションに混ざる気にはなれなかった。

「あすみ、お夕飯は？」

「食べてきた」

　夕飯を食べるどころではない。部屋に入って一人になると、先ほど浮かんだ考えが一つの仮説に形を変えた。

　これまでの騒ぎは「とある男子中学生」を狙った事件……ではないだろうか。所属する野球部の部室が吹き飛ばされて、今度は通っている塾を放火された。わたしからすれば「とある男子中学生」を狙ったものにしか見えない。

　無論、「とある男子中学生」とは高柳君のことだ。

　考えすぎだろうか。

　不吉な想像をしてしまい、ぐったりしてしまった。ベッドに倒れ込むと意識が遠のいた。一日中、虚無僧を探し歩いた末に放火騒ぎだ。このまま眠ってしまいたい。けれど高柳君の身が危ないという妄想が膨らんで恐ろしくなってきた。

　警告しないと。

　直接話して注意を促うながしたい。けれど、彼のことだから笑って相手にしてくれないだろう。

　部室の爆発に塾の火事。

　両方、高柳君に近い事件だけど、彼を狙ったものだと結びつけるのは突飛かもしれない。それはわかっているけど、可能性はゼロではない。佐島君に相談してみようか。佐島君の口から注意してもらえば、わたしが言うより効果的に違いない。

　居間に降りるとお父さんがソファに座ってミネラルウォーターを飲んでいた。家族の前で「高柳君が危ない」なんて電話はできない。連れん絡らく網もうから佐島君の電話番号をメモる。携帯を使いたかったが、お母さんとの約束で塾に行く日しか使えない。そうすると公衆電話を使うしかない。わたしは台所で洗い物をしているお母さんに見つからないよう、公園にある公衆電話を目指した。




　公園は九丁目だ。

　最近は公衆電話がすっかり減って「九丁目公園」の薄暗い電話ボックスしか思いつかなかった。

　乾かん燥そうした冷たい夜風がチリチリと肌はだを刺す。やはりカーディガンだけでは寒い。さっき帰った時、コートを居間に置きっぱなしにしていたので、持ち出せばソファに座っているお父さんに外出を見み咎とがめられる恐れがあった。北風が容よう赦しやなく体温を奪っていく。電話ボックスに入ると、外よりいくらかあたたかく、一息つけた。

　電話ボックスの蛍けい光こう灯とうで財さい布ふを照らして小こ銭ぜに入いれを見ると、虚無僧から返された一二〇円が入っていた。きっと、長い電話になるだろう。わたしは電話機に一〇〇円硬こう貨かを入れて、佐島君の電話番号をプッシュした。三回のコールで応答があった。

「夜分恐れ入ります。わたしは中学校で同じクラスの峰倉あすみと申します。佐島君……いえ、佐島洋よう平へい君はいらっしゃるでしょうか？」

　電話に出たのは、若い女性だった。

『ああ、洋平のクラスメイトの方ね。ごめんなさい。今、洋平はどこかに行ってしまって帰ってないの。夕方に高柳さんと出かけたっきり、どこへ行ったのか……』

　声の調子から佐島君のお姉さんだと思えた。お姉さんは弟が戻って来ないことを心配しており、逆に心当たりがないかと尋ねられた。「七時半過ぎにマグドナルドで会いました」と答えて、塾の火事が収まった後に別れたと説明すると、安あん堵どした様子が電話から伝わった。テレビ報道もされているので、火事に巻き込まれたのではないかと心配していたようだ。お姉さんは佐島君が戻ったら電話をかけさせようかと聞いてくれたが、丁重に断わり受話器を置いた。

　ガチャンと虚むなしい音が灰色の電話機から響いた。

　おかしなことになってしまった。

　佐島君は火事の後、家に帰らなかったんだ。すでに一〇時を過ぎている。どこへ行ったのだろうか。暗い公園の中にある電話ボックスで不安を覚えた。爆発したり火事になったり、この近所は物騒だ。犯人が近くにいるかもしれない。もし佐島君が家に帰る途中、偶然放火爆破魔と出会っていたらどうしよう。そして、襲おそわれでもしていたら……一旦考え始めると悪い方へ悪い方へと思考が陥ってしまう。

　駅前へ探しに行こう。

　公園を出ようとしたら出入り口の所に若い男が立っていた。

　顔は暗くて見えない。

　わたしはギクリとした。冷静に考えれば、夜遅くに公園でひとりという状況。そして、ここらは放火魔や爆破魔がいるかもしれない危険地帯。あれこれ考えていると男は、こちらに向かって歩いてきた。

　わたしはビビッて電話ボックスに戻った。

　考えられることは一つ。

　電話の赤いボタンを押して一一〇番にかけることだ。勢いよくボタンを押すと、男がこちらへ走ってきた。間違いない！　わたしを襲う気だ！　間かん髪はつを容いれず一一〇番のオペレーターが出た。

『救急ですか、消防ですか？』

　はぁ？

　警察は？

　まさかわたしは動転して一一九番を押したのか!?　絶望で目の前が真っ暗になった瞬間、電話ボックスがこじ開けられ、電話が無理矢理切られた。殺される！

「馬鹿あすみ！　何を勘かん違ちがいしてやがるんだ！」

　へ？　高柳君？

　必死に電話を切ったのは愛する高柳君だった。

「何で、高柳君がここに？」

「お前が深夜にフラフラ出掛けるからだろ！　最近、危ないっていうのに何考えてんだ！　心配だから、後をつけて来たと思え」

「だ、だったら、家を出た時に声かけてくれればいいじゃない!!」

　わたしは恐怖から解放されて、思わず怒鳴り返してしまった。そうだよ、驚かさないでよ。高柳君の身を案じて電話をしに来た挙あげ句く、高柳君に驚かされるなんて間抜けじゃないか。

「深夜に男女が歩いているなんて意味深だろ。近所の目を考えろ！」

　一〇時過ぎは深夜じゃないし、この時代に男と女が歩いているくらいで騒ぐご近所はいない。変なところで古風な男なんだ、高柳君は。

　けど、わたしを心配してくれたのは嬉しかった。それに高柳君がいれば怖いものはない。佐島君が帰らないことを相談しよう。

「あのね、高柳君。佐島君が行方ゆくえ不ふ明めいなの」

「佐島？　あいつ、マッグにいるぜ？　さっき携帯で話したばかりだ」

「……なんだ、あれから店に戻ったんだ……」

　心配して損した。

　落ち着いて考えれば、優すぐれた知能を持つ佐島君が襲われる可能性は低い。わたしは心配し過ぎのようだ。まぁ、丁ちよう度どいい。佐島君から伝えてもらおうと思っていたことを言ってしまおう。笑われてもいいから爆破魔と放火魔の狙いについて注意を促せば、少しは気にしてくれるだろう。

「高柳君。笑わないで聞いてね。部室が爆破されたのと塾が放火されたのは、高柳君を狙ったものなの。だから、四六時中注意してね」

　わたしは真面目に訴えた。だけど高柳君は眉まゆ根ねを寄せた。

「そのためにここへ来たのか？」

「そうだよ。正確には佐島君から伝えてもらおうと思っていたんだけど……」

「馬鹿野郎！　そんなことで夜に出歩いたりするんじゃねぇ！　お前になんかあったら意味ねぇだろ！」

　怒鳴られた。

　公園に隣接する家の窓が開いたのがわかった。

「怒らなくてもいいじゃない！　高柳君が心配だから注意しようと思ったのに！」

「余計なことするな！」

「心配が余計なことなの!?」

　高柳君は苛いら立だったように砂じや利りを蹴けった。

「ああ、余計だ。そもそもお前は昔から考え無しなんだよ。小六の時だって……」

「昔の話なんかしないでよ！　つーか、なんでいつも上から目線なの!?　同おない年どしで同じ誕生日なんだよ!?　わたしは高柳君が心配だから電話をしに来たの！　それに夜に公園に行ったっていいじゃない！　子供扱いしないでよ！」

　わたしの口から、中学に入ってから不満に思っていたことが爆発した。高柳君と対等になりたいと思っているのに、ずっと妹みたいな扱いだ。そんな関係は嫌だ。それなのに、高柳君は全然わかってくれない。

「馬鹿あすみ、お前は子供だろ!?　余計な心配しないで家で大人しくしてろよ！」

　わたしは悲しくなった。好きな人を心配して怒られるなんて。やっぱり彼女がいるからだ。彼女がいるから、わたしは余計なんだ。

「嫌いだ！　高柳君なんて嫌いだ！」













　わたしはみじめな気持ちで、本心とまったく逆の言葉を吐いて逃げ出した。

　高柳君が後ろで何か言っていたが耳に入らなかった。
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　翌日。

　学校から休校解除の連れん絡らく網もうが回ってきた。お母さんが言うには、爆ばく破は魔まの正体は判明していないけれど、差し迫っての危険はないという警察の判断があったらしい。それでも、すぐに通常授業が始まるのではなく、しばらく午前中までの短縮授業をして様子を見るらしい。部活も当面の間、活動停止するとのことだ。

　そんな話を「あの後」ベッドの中で聞いた。それから寝たり起きたりを繰り返し、気がつくと朝になっていた。なんだか身体からだがだるく、ベッドから起きられない。学校に行きたくない。当たり前だ。昨日、あんなことを口走ってしまったんだから。

　昨夜、高たか柳やなぎ君に「嫌いだ」と言ってしまった。

　自分の軽けい薄はくさに吐き気がする。絶対にわたしが悪かった。冷静になった今、高柳君はわたしを心配してくれた上、軽挙を窘たしなめてくれたのだということがすぐわかる。だけど、あの時のわたしは見たこともない「彼女」のことを考えて頭に血が上り、あんな事を言ってしまった。

　高柳君の顔を見られないよ。なんて言って謝あやまればいいんだろう。どう言えばいいんだろう。「……嫌いってのは噓うそ。ほんとは好きなの」とか？

　馬ば鹿かか、わたしは。

　だけど、わだかまりも残っている。反省して理解もしているけど、怒ど鳴なられたことに納得はしていない。たしかに女の身で夜の公園へ電話をかけに行くのは不用心だ。けど、高柳君の身を案じて本人に怒られるなんておかしくないか？　心配するのはいけないことなのか？　昨夜はそう言われて怒鳴られた。もし、高柳君がわたしのことを理解してくれているのなら怒鳴らなかったんじゃないのか？

　それ以前に佐さ島じま君を通して注意する必要がないくらい、わたしの言葉をしっかり聞いてくれればいいんじゃないのか。幼なじみで妹扱いってのはわかるけど、最近の高柳君はわたしの言うことを冗じよう談だんとしか聞いてくれない。聞いてくれれば公園へ電話しに行きはしない。これは逆ギレか？

　せめて、今日も休校だったらよかったのに。

　カーテンの隙すき間まから差し込む仄ほのかな陽光すら眩まぶしく、頭から毛布を被かぶって丸くなった。隣となりの家で高柳君は何をしているのだろう。寝ているのだろうか？　それとも朝食の用意を始めているのか。どちらにしろ、わたしのことで悩んでいるはずはない。頭から被った毛布は息苦しさと焦しよう燥そう感かんを与えるだけだった。寝具は問題を解決しない。

　それに謝るのが遅くなれば気まずさが増すことも目に見えている。しかし、どう言えば高柳君が許してくれ、この重くなった気持ちを氷解できるのか思いつかない。ふと、暗くら闇やみの中に大好きなあの笑顔が浮かんだ。こういう時、頼れるのは彼女しかいない。

　リサに相談しよう。リサなら謝る方法を教えてくれるはずだ。

　気力を振ふり絞しぼって立ち上がった。

　よろめいてしまったが、早くリサから助言を受けたい。洗面所でコンタクトを入れる。すぅっと瞳ひとみに浸しん透とうして、鏡に自分が映った。そして、使い捨てコンタクトの容器も映る。残りは二日分。気が重くなる。

「あすみ、もう学校に行くの？」

「……友達に用事があるんだ」

　制服を着て出かけようとするわたしにお母さんが驚いた。起きるのに時間はかかったが、七時を過ぎたばかりだった。こんなに早く登校するつもりはなかったけれど、早くリサに相談をしたかった。彼女の顔が見たかった。コートに袖そでを通す。

　ドアを開けると冷たい雨が降っていた。今にも雪に変わりそうなミゾレ混じりの雨で、傘かさを差すと氷の様な雨あま粒つぶが弾はじけた。鍵かぎをかけてからマフラーを巻いていないことに気がついたけれど、隣家から高柳君が出て来たら何を言っていいかわからない。

　わたしはこそこそと登校した。




　学校に着いたが、門は閉じていた。普通の登校時間には一時間も早く、休校明けのため朝あさ練れんをする生徒もいない。七時半を過ぎないと正門は開かないだろう。わたしは正門ではなく職員通用門に回り学校へ入った。昇しよう降こう口ぐちは静まり返っており、登校している生徒はいないようだ。錆さびついた傘立てには置き忘れられたビニール傘しかなく、乾かわききっている。凍雨を受け、赤くなった手で傘を閉じると、水滴が跳はねて膝ひざにかかった。それほど強い雨ではなかったけれど、靴下が水を吸って色を変えていた。

　下げ駄た箱ばこで濡れたスニーカーとスリッパを入れ替える。今日も上うわ履ばきを忘れてしまった。パタッパタッとスリッパが軽い音を立ててスノコの上に落ちた。足を乗せると冷えた足先が余計に寒くなった。

　校内は人の気配がなく、スリッパの足音が廊ろう下かに響ひびき渡わたり、呼吸の音が聞こえるほど静まり返っていた。生徒がいないため気温は外と変わらず、吐はく息は白い。教室に着くまで誰だれにも会わなかった。

　やはり、わたしはどうかしている。

　いくら朝が早い佐島君でも、こんな時間に登校しているはずはない。そう理解していても、リサと早く会いたかったから佐島君に対して苛いら立だちにも似た感情を覚えた。

　自分の席に着くと、そのままコートを脱ぬがず座り込んだ。寒い上に教室は薄暗い。蛍けい光こう灯とうのスイッチを入れるべきだが、立ち上がるのが億おつ劫くうだった。

「なにやってるんだろう。わたし」

　無む駄だに学校へ早く来て、友達に頼ってばかりで、高柳君に怒られて。いい所がひとつもない。ここのところ、悪いことがあれば「悪あく霊りよう」のせいにしていたけど、原因のほとんどは自分の浅はかさにある。なんで、こんなに馬鹿なんだろう。こんなんじゃ、高柳君を「彼女」から奪うばい返かえすなんて夢みたいな話だ。

　わたしより馬鹿じゃない女子はいくらでもるし、綺き麗れいな女子はもっと多くいる。自分が女子の底辺にいると思うと怖おそろしくなった。寒さのせいではなく身体が冷たくなり、わたしは踵かかとを椅い子すに乗せて丸くなった。

　五分ほどそうしていただろうか。不意に人の気配を感じた。

「リサ？」

　信じられないことに、待っていた人が一番に来てくれた。

　わたしが名前を呼ぶと彼女は目を見開いた。そんな驚かないでよ。いつも遅ち刻こくギリギリに来るからって、それは失礼だよ。

　でも、今は彼女の顔を見られたこと自体が嬉しい。

「リサ、聞いてよ。昨日、高柳君とケンカしたの。はずみで嫌いって言っちゃって、悪いのはわたしってのはわかってるんだけど謝る言葉が見つからない。リサなら何かいい方法を知っているでしょ？　教えてよ」

　だけど、リサはいつものようにわたしの所へ来てくれないし、笑いかけてもくれない。それどころか、無表情のまま口さえ開いてくれず、薄暗いドアの前から動く様子もなかった。いつもと様子の違うリサが心配になって近づこうとすると、どういうわけか手の平を見せられた。近寄るなってこと？

　わたしが戸と惑まどっていると、リサは軽く息を吐いた。

「あなたはどうしてそうなの？」

「リサ？」

「あなたは高柳君と家が隣というだけなの、ただの幼なじみなのよ？」

「それはそうだけど……リサ、わたしは高柳君と仲直りしたいんだ」

　リサはドアに寄り掛かり、前髪をかき上げると白い額と黒い瞳ひとみを露ろ出しゆつさせて微笑ほほえんだ。薄うすい唇くちびるから綺麗に並んだ歯が覗のぞき、わたしを笑った。

「無理よ。嫌いと言ったのに仲直りをしようなんて都つ合ごうが良すぎないかしら？」

「え？」

「あなたは高柳君の彼女でもないし、ただのお隣さんよ。普通、嫌いと言ったら絶ぜつ縁えんを意味するわ。あなたは幼なじみだから元のように仲良くできると思っているけど、それは甘えよ？　中学生なのだから、そろそろ彼を解放してあげたら？　あなたが困らせて、彼が許してくれる関係を見直したら？　あなたは居い心地ごこちが良くても、彼は迷惑なのだから」

　リサの言葉が胸に突き刺さった。

「リサ、なんでそんな事言うんだよ」

　そんな風に言われるなんて信じられなかった。リサに聞けば、高柳君と仲直りできる方法を教えてもらえると思っていた。それなのにリサはわたしがずっと不安に思っていた事実を言葉にしてしまう。

　わかっているんだよ。そんなこと。

　でも、考えないようにしていたことを、言わないでくれよ。

　そう、いつも迷惑をかけるのはわたしで彼は笑って許してくれた。お家が隣だから助けてくれているって、気がついていた。そもそも昨日だって、隣に住んでいるからこそ、あんな時間に公園へ出かけたわたしを心配してくれたんだ。わかってるんだよ。幼なじみでなければ高柳君と話をすることさえなかっただろう。その事実を言わないで。

　しかし、リサは追い打ちをかけるように、目を伏せたわたしへ恐ろしい質問をした。

「そもそも、あなたはなんで高柳君のことが好きなの？」

「なんでって……」

「即答して欲しいわ」

　急に言われてもわからない。気がついたら好きになっていて、ずっと一緒にいたいと思っただけ。

「まさか、好きになった理由がないの？　今の関係がとっても居心地がいいから好きだと勘かん違ちがいしているんじゃない？」

　ゾッとした。高柳君はいつもそばにいて、困った時に助けてくれる。

　それが好きな理由？　そして、根源的なことに思い当たってしまった。

　本当にわたしは高柳君のことが好きなのか？

　ガランとした教室。雨雲に阻はばまれた太陽。座る人がいない椅子。窓に吹き付ける雨。高柳君の机が遠く感じられる。お隣なのに、幼なじみなのに、彼の顔を思い出せない。

　答えられないわたしをリサが笑った。

「ち、ちがうよ！　好きな理由はあるよ。野球部で活かつ躍やくしてて、生徒会に入っていて、勉強ができて……」

「おかしいなぁ」

　リサが首を捻ひねった。

「何が……？」

「私は、あなたが高柳君を生徒会へ推すい薦せんしたと聞いているわ。それに野球の試合で活躍しなければ怒るとも聞いたことがある。あなたは幼なじみの特権を使って、彼を好きになる理由を自分のために作っているんじゃない？」

　たしかにそうだ。試合に負けると非ひ難なんして、生徒会に入っている彼の姿を夢想して勝手に推薦した。わたしが好きでいたい高柳尚なお人とでいて欲しいから。

「あなたの『好き』はアイドルを好きになるのと同じなのよ」

「違う」

　否定したけど、リサはわたしを更に追いつめた。

「だって、あなたは彼に何も与えていない」

「……与えるって……何を」

「あなたは貰もらうだけで与えようという発想がない。好きになるだけで好かれようという努力をしてもいない。これはアイドルの追っかけと同じよ」

　思い出の中の彼は、泣いているわたしを助けてくれている。その逆の記憶がない。中学校に入ってからも同じだ。宿題を忘れたわたしにノートを貸してくれて、先生に当てられて困っていると答えを教えてくれる。友達とおしゃべりに夢中になっていると注意してくれた。わたしは高柳君に何かしてあげただろうか？　わたしは彼に何もしていない。

「……これから……これからするよ。高柳君を助けたり……」

「無理よ」

　リサが遮さえぎった。

「だって、あなたはすでに嫌いと言ってしまったのだから。彼との関係を断ち切ったのでしょう？」

「謝る！　本当に謝る！」

「峰みね倉くらさん……嫌いと言って許されると思っているの？　あなたは嫌いなんて言葉を彼に与えたのに、彼から許しを貰えると考えている。あなたはアイドルの追っかけ以下。言うなれば子供ね」

「子供……」

　リサは真っ黒い瞳でわたしを見み据すえながらツカツカ歩み寄る。とても、その眼を見ていられなくて、わたしはリサから視線を外すしかなかった。彼女の足は、わたしの真後ろで止まり、言いようのない不安を感じた。さっきからリサがおかしい。

　いや、おかしいのはわたしの方かもしれない。リサの言うことが正しいとわかっているし、高柳君のことが本当に好きなのかと問われて、すぐに答えられない自分は明らかにおかしい。

　佐島君の妄もう想そうから生まれたリサは、いつも大人で現実的だ。彼女の言うことは全て正しく、わたしはリサと接する度に自分が子供じみていることを痛感していた。きっと、リサはそんなわたしに苛立ってしまったんだ。わたしは彼女を怒らせてしまったんだ。

「昨日、あなたは彼女でもないのに高柳君に抱きついたわよね。まるで子供みたいにくっついて彼を困らせた」

　火事の後、安あん堵どしたわたしは駅前だと言うのに彼に抱きついてしまった。いつも考えのない行動をして後から悔くやむ。リサが言うとおり、わたしは子供だ。

　背後からわたしを縛しばるように見ているだろうリサが、とどめを刺した。

「峰倉さん、子供でいるのはもうやめなさい」

　子供。

「子供っぽいあなたを見ていると嫌になるの。大嫌い」

　大嫌い。

　リサにも嫌われた。

　全部が怖くなった。リサも高柳君も佐島君も学校全部が怖くなった。怖くて何も考えられなくなった。そして、わたしは逃げ出した。

　廊下や階段、下駄箱で登校する生徒にぶつかった。非難されたり舌した打うちされたが、謝ることは出来なかった。

　自分で高柳君に嫌いだと言ったのに、わたしは仲直りしたかった。けれど、リサにそれは甘えだと突き離されてしまった。今までのツケが回ってきたのだ。わたしは幼なじみでお隣同士という好条件に甘えていた。彼の優しさに甘えていたんだ。リサの言う通り、わたしは子供だ。与えられるだけで喜んでいる子供だ。本当に彼のことが好きなのかすら、わかっていない子供だ。

　校舎から出ると、雨が降っているというのに足が勝手に走り出してしまった。吹きつける雨で制服が重くなっていく。傘も差さず、登校する生徒の流れに逆らうわたしを、皆が様々な視線で見ていた。忘れ物をして家に戻るのか、体調不良で帰るのか。だがどれでもない。わたしは自業自得で教室から弾き出されたんだ。高柳君が来るであろう教室に居場所はない。突っ走るわたしに当たって倒れる人もいた。そして、校門を抜ける所で、わたしは何者かに腕を摑つかまれて転んでしまった。

「峰倉さん！　どうしたの！　泣いているじゃないか！」

　佐島君。彼のメガネの奥の瞳がわたしを捉とらえていた。

『あすみ。どうしたの！　泣いているじゃない！』

　リサ!?　ビクリと身体が震ふるえた。

「……!!　あなたの言うとおりよ！　わたしは甘えていた！　高柳君と仲直りするなんて諦める」

『あすみ、あすみ！　何を言っているの!?』

「峰倉さん！　峰倉さん！　何を言っているんだ!?」

　地面で啜すすり泣なくわたしを、佐島君は濡れるのも構わず、後ろから包むように抱きかかえた。

「どんなことがあったのかわからないけど、とにかく一緒に来て」

『どんなことがあったのかわからないけど、とにかく佐島君と一緒に来て』

　半なかば強引にわたしは校舎裏に連れて行かれた。遠巻きに見ていた生徒たちが呆ぼう然ぜんとしていた。




　校舎裏。

　四日前の早朝、高柳君と佐島君が河内こうちさんのことを話していた場所だ。ひび割れたコンクリート階段の上にだけ屋根があり、竹たけ藪やぶが雨音を消していた。そこだけが辺りと隔かく離りされたようだった。

　佐島君はびしょ濡れになったわたしをハンカチで拭いてくれ、コートを脱ぐとわたしの肩に掛けた。その温かいコートに包まれながらも、わたしは彼にお礼すら言えず、リサをただ恐れていた。

「……黙だまってちゃわからないよ。峰倉さん。どうしたの、泣いている理由を教えて」

『……黙ってちゃわからないわ。あすみ。どうしたの、泣いている理由を教えなさい』

　すでにチャイムは鳴っていた。それなのに、佐島君はわたしの隣に座ったまま動かず、わたしが口を開くのを待っている。コンクリートの痛い冷たさが腿ももに伝わり、スカートについた砂じや利りが、場違いにも気になった。

「……高柳と何かあったの？」

『……高柳君と何かあったんでしょ？』

　佐島君とリサが同時に同じことを言う。

　リサ、さっき話したでしょ。それであなたはわたしに教えてくれたじゃないか。高柳君とは仲直り出来ないって。リサがそう思っているのなら、佐島君も同じ事を考えているんでしょ？　リサは佐島君の妄想少女なのだから。

『……あすみ。あなたはまた間違いを犯したわ』

「……峰倉さん。君は間違っているよ」

　何を間違っているというんだ。二人は。

『あすみは、勘かん違ちがいしている』

「峰倉さんは、悪くない」

　は？

『私はリサ。佐島君の妄想少女。あすみに酷ひどいことを言ったのは河内利り沙さ』

「高柳は反省している。怒鳴って悪かったって」

　わたしの瞳と、佐島君とリサの目が交差した。

「どういうこと？」

『私たちは今来たの。あなたはおっちょこちょいね』

「峰倉さんはおっちょこちょいだよ。高柳は、君に嫌いなんて言われて凹へこんでいるんだから」

　ちょ、ちょっとどういうこと？　二人でいっぺんに話すからわからないよ。

『あすみ。あなたと話をしていたのは河内利沙の方。私のオリジナルよ。相当、いたぶられたみたいね。心がズタズタ』

　教室でわたしと話したリサはＣ組の河内さんってこと？　確かに、教室にいたのがリサだったのならここにリサがいるのはおかしいし、教室での彼女はリサとは雰ふん囲い気きがまるで違っていた。暗くて彼女のことがよく見えなかったけれど、妄想少女とは違う、人としての存在感があった気がする。わたしは河内さんのことをリサだと勘違いしたんだ。

　それにしても、佐島君が今言った「高柳君が凹んでいる」ってどういうこと？

「佐島君、高柳君はどうして凹んでいるの？」

「言ったとおりだよ。君に嫌いだと言われて落ち込んでいるんだ。あいつは大人ぶっているけど全然子供なんだから、君がリードしてあげないと」

「リードってどういうこと。だって高柳君にいつも迷惑をかけているのはわたしだよ？　昔から……」

　佐島君は溜ため息いきをついた。

「あいつが迷惑って言ったことある？　君がおっちょこちょいで、ドジなのは誰だって知っているから、君が言う迷惑なんて大したことないんだよ。それ以上に君は良いことしているんだから自信を持って」

『そうそう。あすみはドジでおっちょこちょいなんだから、迷惑なんて当たり前なんだよ。河内さんに言われた事なんて、ドジなあすみのことを知らない人が言っただけだから気にしないで』

　ちょっと、ドジドジって酷いんじゃないか、おまえら。

「峰倉さん。高柳は昨夜、君に嫌いだって言われて、僕に泣きついてきたんだよ」

「高柳君が？」

　わたしに嫌いなんて言われても、何も感じないと思っていたのに。だって、彼には「彼女」がいる。わたしに嫌われても影えい響きようないはずだ。むしろ、一三年も付きまとったわたしとの縁が切れてせいせいするんじゃないのか？

「君は人のことにはよく気がつくのに……時々鈍どん感かんになるね。犯罪的だ」

　佐島君はクシャクシャと頭を掻かきながら溜め息をついた。リサも同じように溜め息をついた。

「……ねぇ。学校で何があったか聞いていい？」

　彼はわたしに尋ねた。言いたくない。河内さんから宣せん告こくされた「幼さ」を。するとリサがわたしの背中を撫でた。たぶん、彼女は心の中で言葉にしてしまったことを聞いている。だからリサは情けないわたしを追い込みはしないけれど、慰なぐさめもしない。リサも河内さんも思っていることは同じなんだろう。河内さんに、あれだけ言われて悔くやしいけど的外れなことではないのだ。

『あすみ……佐島君にありのままを言う必要はないわ。だけど、あなたを心配してくれている佐島君に言うことはあるはずよ。子供じゃなければね』

　わかったよ、リサ。子供ではないわたしは佐島君に言わないといけない。

「あのさ、佐島君。教室で……高柳君のことについていろいろ言われたんだ」

「いろいろ？」

「幼なじみだから甘えているって。それに、彼のことを……本当に好き……違う……高柳君のことを好きなのは思い込みだって言われたの……」

　佐島君は、途と切ぎれ途切れでしか話せないわたしを辛しん抱ぼう強く待って、それから尋ねた。

「好きなのが思い込み？」

「うん。わたしは高柳君に何もしてあげてない。それなのに、彼はわたしを助けてくれる。都合良く助けてくれるから、それを好きだって誤解しているんだって……アイドルの追っかけと同じだって言われた……言われたことは間違いじゃないんだけど……あれだけ言われたら情けなくなって、自分が嫌になったんだ」

「そんなことがあったんだ……」

　佐島君はコンクリートの隙間に生えている雑草を引き抜くと言った。

「だけど、幼なじみで甘えているのは高柳も一緒だから」

「……どういうこと？」

　甘えているのはわたしであって、高柳君じゃない。しかし、佐島君は頭を振ると話を変えた。

「いや、それはいいや。ただ考えてみて。峰倉さんは、幼なじみの高柳が好きなの？　幼なじみだから好きなの？」

　佐島君は尋ねる。だけど、それに対する答えは決まっていた。

「高柳君だから好きなんだ。幼なじみは関係ない」

　彼はニッコリ笑った。

「なら、問題ないじゃないか」

　わたしは、そのたった一言で何か許された気がした。リサも笑って頷いた。

　立ち上がった佐島君は、振り返るとこちらを見た。

「ところで、それは誰に言われたの？」

「……河内さん」

　優しかった佐島君の顔色が変わった。

「君たちの他に、教室には誰か居た？」

　わたし以外に誰もいなかった……でも、河内さんはクラスが違うのに何でＤ組に入って来たんだろう？　そして、なぜわたしをあそこまで追いつめたのだろう。思い返せば、火事の後、抱きついてしまったわたしを河内さんらしき人が睨にらんでいた。それが彼女の怒りに触れたのだろうか？　だけど、高柳君に「彼女」がいることは伝えた。わたしがただのお隣さんだということもわかったはずだ。河内さんにとって、わたしは鬱うつ陶とうしいだけであって、それ以上でもそれ以下でもない。彼女の言動には不自然なことが多い。

「行こう、峰倉さん」

「そ、そうだよね。もう授業始まってるもんね。二人とも……じゃなかった……佐島君、ありがとう……って？」

　佐島君に手を摑まれた。ちょ、ちょっと、子供じゃないんだから、手を繋つながなくても歩けるよ。だけど佐島君はそのまま職員玄関に向かい、土足のまま学校へ入った。階段を昇らず、そのまま真っ直ぐ一階を進んでいく。

「ちょ、ちょっと佐島君、どこ行くの？」

　佐島君の足が速すぎてついていけない。わたしは引きずられるように濡れたスリッパで廊下を歩かされた。廊下のタイルに土足で歩いた跡あとが伸びていく。佐島君はどうしたんだ？

『あすみ、黙って佐島君についてきて。それに何かあっても取り乱さないで』

　リサは綺麗な眉まゆを歪ゆがめて、わたしへ懇こん願がんするようにそう言った。リサの唇は色を失っており、蒼そう白はくと言えるほど顔色が悪い。そして、彼女が肩に掛けているバッグに不審を感じた。

「リサ、それどうしたの？」

　リサは塾の黒いバッグを持っている。それは二日前に見た時よりも大きくなっていた。いや、そうじゃない。この瞬間もバッグは膨ふくらんでいる。中で何かが蠢うごめきながら膨らみ続けているのだ。

　リサ、それはなんだよ。本当に塾のバッグなのか？　心の中で呼びかけても返事がなく、ただ前だけを見て佐島君の隣を歩いている。

「佐島君、手を離して。痛い。痛い」

　彼にもわたしの声が聞こえていないようだ。怖い顔のまま廊下を進む。用務員室、視し聴ちよう覚かく室しつ、資料室、一階の廊下を直進。そして保健室。

　佐島君が立ち止まったのは保健室だった。

「ねぇ、佐島君。保健室に何の用？　もしかして具合が悪いの？」

　彼に体調不良の兆ちよう候こうは全然ない。保健室に何の用事があるの？

「……僕は、書き初めが破られた時、彼女を見たんだ」

「え？」

　保健室と書かき初ぞめ事件が結びつかない。それに彼女って誰？　何を見たの。

「そして、峰倉さんが生活指導室に連れて行かれる時、彼女は笑っていたんだ。僕はそれから不審感を抱いた。次は部室の爆破事件。僕は事件の夕方、プロパンガスの保管されている倉庫のそばで彼女を見た」

『私たちも、その時は気がつかなかったわ。倉庫にプロパンガスが置かれていたことを知らなかったのだから』

　話が見えない。リサ。佐島君と誰の何を見たの？

「あの時……部室が爆破された朝、君は知らないだろうけど、走る峰倉さんの様子を彼女は見ていたよ」

『こんな表情をして』

　リサはニコリと素敵な笑い顔をした。吸い込まれそうなほど無む垢くな笑顔。けれど何か不安を感じる、その笑顔には。

「君とマグドナルドで会った時も半信半疑だった。証拠もないし、まさか彼女が……という気がしていた。あの時、僕は自分を安心させるためだけに高柳を見張っていたんだ」

　マグドナルドで会った佐島君は、わたしと同じように通行人を見ていた気がする。彼は塾が放火されることを予想していた？

『昨日、あすみがコンタクトレンズをしていなくて良かったよ。私は酷い顔をしていたのだから。けどね、あそこで彼女を見ても佐島君は信じているんだ。だから、私は今でもここにいられる』

　リサ、ちょっと変だよ。

　それになんだよ、その黒いバッグは。さっきよりも大きくなっているじゃないか。そもそも、なんでそんな悲しい顔をしているんだよ。君は可愛いのだから笑っていてくれよ。

　二人とも何を言っているかわからないよ。

　そして、佐島君は保健室の前に立ち尽くしたまま、ドアを開けられない。

「なぜ、誰もいない僕たちの教室に彼女が来たのかはわからない。だけど嫌な予感がする。けど、僕はまだ信じてるんだ。ここに誰もいないで欲しい。それなのに手が動かない。ごめん、ドアを開けてくれ」

『お願い。あすみ。ドアを開けて』

　懇願する彼らは異常だった。「誰」が保健室にいるというの？　二人が言う「彼女」が何をしたの？

『開けて』

「開けてくれ」

　わたしは保健室のドアを開けた。

　手から力が抜けてカバンを床ゆかに落とす。

　学級委員の宮みや里さとが、男子生徒に包ほう帯たいを巻いていた。巻かれているのは……




「高柳君」




　包帯を巻かれているのは高柳君だった。血の気が引いていく。

　全部、繋がった。佐島君とリサが言っていた意味が。

「……高柳君、それはどうしたの？」

「あすみ？　なんで、遅ち刻こくしてんだよ。迎えに行ったんだぜ？」

　高柳君は痛みで口元が歪んでいたけど、わたしの顔を見て笑顔を作った。彼の右手は包帯を巻かれて、親指と人差し指の辺りが膨らんでいた。

「手を……指を怪け我がしたの……？　怪我をさせられたの？」

「……俺おれの不注意だ。カッターの刃を出したまま机に入れていたんだ。うっかりしていたよ」

　明らかに学級委員を気にしての言葉だった。包帯を巻いてくれているのは保健の先生ではなく宮里学級委員だ。ミウの彼氏。

　彼の後ろには妄想少女のミウがいて、わたしに説明をしてくれた。

　ホームルーム直前に登校してきた高柳君が、机つくえに教科書をしまおうと手を入れたら、中に入っていた剝むき出だしのカッターナイフで右手を怪我したのだという。右親指と人差し指にかけてザックリと切れ、血が大量に出たらしい。病院に行くべき怪我だったにもかかわらず、高柳君は保健室で済ますと言って聞かなかったそうだ。そして、保健の先生が来ていなかったため、学級委員の宮里が手当てを買って出たという。

　高柳君がカッターの刃を出しっぱなしで机に入れるはずはない。明らかに誰かの悪意によるものだ。

　誰がやった？

　そんなこと、もうわかっている。

　高柳君もわかっている。佐島君は知っている。わたしもわかってしまった。あんな早朝に教室へ来て、机にカッターを入れたのは。

「河内利沙」

　目的は、高柳君を傷つけるため……ではない。きっと、わたしにショックを与えて傷つけるためだ。河内利沙は、高柳君に告白して断られた。それをわたしのせいだと思い込んでいるんだ。だから、高柳君をカッターで傷つけ、わたしを悲しませようとしたのではないだろうか？　失恋した痛みを晴らすために。

　それだけじゃない。この数日の間に起きた事件も彼女が起こしたのだ。

　まずは書き初めが破られた事件。あの時、書き初めが掲けい示じされている廊下へ向かう彼女をわたしは見た。部室が爆発した前日、プロパンガスを保管している倉庫から出てくる河内利沙を佐島君は目もく撃げきしたという。塾が放火された日に至っては、河内利沙が塾の前から立ち去る姿をわたしも見た。そして、今朝は河内利沙に教室から追い出された。カッターを入れる時間はいくらでもあったはずだ。

　高柳君に関連した事件の陰に、河内利沙の姿がある。佐島君の言ったことと照らし合わせると、彼女が全ての事件に関係していなくては辻つじ褄つまが合わない。

「高柳君！　あいつなんでしょ!?　河内利沙がやったんでしょ!?」

「あすみ。憶おく測そくで言うんじゃない」

「だって、あいつしか考えられない！」

　高柳君がわたしの口を押さえた。宮里学級委員がわたしたちの話を聞いている。でも構うことなんかない。遅かれ早かれ、河内利沙がやったってわかることだ。気にする必要なんてないだろ。

　だけど、河内利沙の心の内がわかってしまう自分もいる。だって、高柳君に「彼女」がいることがわかって、同じようになりかけたのだから。高柳君を傷つけようなんて発想は浮かびもしなかったけれど、本気でないとはいえ、「彼女」を亡なき者ものにしたいと思った。わたしは普通の女子中学生だ。にもかかわらず、ドス黒い嫉しつ妬と心しんが湧わき出だして高柳君の「彼女」を恨うらんだ。そして、全てを破壊したいとさえ考えた。

　河内利沙の思っていることは理解できる。もしかしたら、河内利沙が胸に秘めている高柳君への愛は、わたしより深いのかもしれない。




　けれど、許すことはできない。

　許せない。

　許さない。

　高柳君に傷を負わせるなんて。




　引きずり出して高柳君に土ど下げ座ざさせる。

　ねぇ、リサ。わたしは間違っていないよね。河内に償つぐなわせるんだ。河内利沙がオリジナルだからって止めないよね？　リサ。

「リサ？」

　返事をしないリサは廊下に立ったままだった。開け放たれた保健室のドアの前で彼女は呆然として立っていた。何か違和感を感じる。どこかが違う。

　リサ？

　彼女は黒いバッグを持っていなかった。そのかわりに……

「リサ！　お前どうしたんだよ！」

　リサは泣きながら笑っていた。

『どうしよう、あすみ』

　わたしの親友には黒い筒が何本も巻きつけられていた。タイマーに括くくりつけられた禍まが々まがしい円筒形の筒だ。

『どうしよう、私は悪くないのに。佐島君が好きなのに。わかっていたけどこんなのイヤだよ』




　リサに巻きつけられているのは「爆ばく弾だん」だった。
















　リサ。どうしてお前がそんな物騒な姿になっているんだよ。

　黒いバッグに入っていたのはそれなの？

　リサの隣では放心した佐島君が佇んでいた。

　きっと、河内利沙が今までの事件に関与していたので、リサに爆弾が巻きつけられてしまったんだ。高柳君が怪我をしたことで疑念が一気に吹き出した、今までは不安が黒いバッグとして「妄想」されていたけど、ついに「爆弾」というイメージで具現化したに違いない。

　どうしよう。どうすればいい!?

『近づかないで、あすみ。あぶないわ。どうなるかわからない。爆発したらわたしの事が見えているあなたにも影響があるかもしれない』

　でも、震えているリサを助けないと。逃げたらわたしはリサの友達じゃない。爆弾には赤や青のコードがたくさん巻きついて、胸の辺りで点滅する電光表示のタイマーには、赤い数字が意味不明に羅列されている。いつ爆発しても不思議ではない。しかも、瞬まばたきしている間に括りつけられている爆弾は数を増やしていた。

　佐島君。あんたが河内利沙のことを危険な女だと思うのはわかる。けれどあんたの中のリサまで危険だと思う必要はないだろ。リサはリサだ。あんたが妄想したリサは綺麗で優しくて最高の女だろ。あんたは素晴らしい女の理想を抱いだいている。

　モデルが悪い奴でもリサはいい奴なんだ。だから、爆弾なんて持たせないでよ。

　くそ！

　本物の河内利沙はわたしがどうにかする！　だから、リサを爆発させないで。あの女に、きっちり高柳君に謝らせてやるから。

　わたしは駆け出した。

　しかし保健室から出る直前、高柳君が怪我した右手でわたしを引き留めた。その反動で包帯が真まっ赤かに染まり、高柳君は苦痛に呻うめいた。

「高柳君、離して！　怪我が、傷が開いちゃう」

「あすみ、どこに行こうとしているんだ！」

「決まってる！　河内の所だ！　ボコボコに殴なぐってやる！」

「乱暴な言葉を使うなと言っているだろ!!」

　高柳君は、いつもわたしに汚い言こと葉ば遣づかいを直すように言う。だから、苦労して下品な言葉を丁てい寧ねいな言葉に翻ほん訳やくしているんだ。でも、今は仕方ないだろ！　ボコらないといけない。生かしておけない。

「あすみ！　これは俺の不注意だ。お前が関わる理由はないんだ！」

「けどけど、絶対に河内利沙が犯人だ！　あいつがやったのは明白だろ!!」

「峰倉さん！　君が河内さんを殴ったら、彼女は喜ぶ。たぶん、そうなれば高柳は君を嫌いになるよ」

　佐島君の「高柳君が嫌いになる」という言葉が、わたしから激情を奪った。そして、高柳君の右手からヌルリとした血の感触がして、わたしの思考は停止した。彼に握られている左腕には、滴したたるほどの血が付着していた。

「た、高柳君。手……」

　離してくれた彼の右手から血が滴り落ちて、わたしは訳もわからず、その血を受け止めようとしてしまった。しかし、ブルブルと身体が震えて手が思い通りに動かない。高柳君は怪我した右手を隠すようポケットに突っ込むと、佐島君に向き合った。

「佐島、あすみと一緒ということは迷惑をかけたようだな」

　わたしの肩越しに高柳君はそう言った。佐島君は唇を嚙んでいる。これからどうすればいいかわからなかった。

　怪我をした高柳君と、教室に戻って授業を受けるのか？　それよりすべきことはないのだろうか？　警察に突き出せばどうだろうか。河内利沙に罪を償わせれば、リサが助かるかもしれない。

　その時だった。

　ずっと無言で、わたしたちの様子を見ていた学級委員が言い切った。

「教室に行こう。学級会を開く」




　わたしたちは学級委員の発言に顔を見合わせた。
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「これから、学級会を始めます」

　今までろくに話をしたことがなかったミウの彼氏は、わたしたちの会話から、ただならぬものを感じ取ったのだろう、教室へ入るなり授業を無視して宣せん言げんした。

「ねぇ、ミウ。どういうこと？　なんで学級委員が高たか柳やなぎ君のことを気にしてくれるの？」

　わたしは綺き麗れいなふくらはぎを自じ慢まんにしている妄もう想そう少しよう女じよに尋たずねた。宮みや里さと学級委員と高柳君は特に仲が良いわけではない。挨あい拶さつをすれば応こたえるという程度の間あいだ柄がらだ。それに佐さ島じま君との関係にしても仲の良い友達レベルで、授業に割り込んで学級会を開幕させるほどの友情を感じたことはない。わたしは彼の行動に驚いた。

　だけど、ミウにとってはそれが当たり前の行動らしく、秘書の様に宮里の隣となりに立ち、誇ほこらしげに彼を見ていた。

『宮里君は正義の人なの。クラスの人を傷つけた人がいるなら犯人を見つけ出す、そう考えるのはいけないこと？　少なくとも、あたしは彼のそんな所が好き』

　今まで捉とらえ所どころのない奴だと思っていたが、胸に熱い正義を持った少年だったんだ。この背の低い学級委員は。

「宮里。なんだいきなり。学級会ってのはどういうことだ？」

　社会科を受け持つクラス担任の土ど井い先生が、学級委員に対して当然の疑問を口にした。

「今朝、高柳君の机の中にカッターが入っていました。刃が出されており、明らかに彼を傷つけようとしていました。誰がこんな凶行に及およんだのか、学級会で明らかにしたいと思います」

　土井担任は学級委員の発言を聞いて、高柳君へ視線を移した。そして、彼の右手に巻かれた包帯に気がつくと眉み間けんに皺しわを寄せた。どうやら高柳君の怪け我がは、学校に伏せられていたらしい。

「高柳。誰だれがカッターを入れたか心当たりはあるのか？」

　高柳君は「いいえ」と即答した。

　わたしは思わず高柳君を見た。証拠は出で揃そろっているじゃないか。どうして、河内こうちがやったって言わないの？　高柳君が怪我をしたことを知らなかった級友たちが「誰がやったんだ？」とか「信じられない」と口々に声を上げ始めた。

　担任は、その声を抑おさえず教きよう壇だんから降りると、教室の一番後ろのロッカーに寄りかかった。

「学級委員。社会の授業は学級会にする。ただ、犯人探しはやめてくれ。高柳を怪我させたことは許されないが、生徒同士で吊つるし上あげるのはよくない。怪我をするまでの経過と事実関係だけだ。話が危うくなったら、そこで止めるからそのつもりでな」

　学級委員は頭を下げると、教壇に昇った。

　思わぬ展開に皆が顔を見合わせている。わたしたちは席に座るべきか、どうすべきか判断がつかず黒板の前で佇たたずんでいたが、学級委員は進行した。

「最近、やたらと校内外で事件や事故が頻ひん発ぱつしています。知っての通り、野球部の用具入れ……通称、野球部の部室がプロパンガスで爆ばく破はされて休校になりました。そして、今日も高柳君がカッターで指を切る事件がありました」

「それ、何か関係あるのか？」

　男子が学級委員に尋ねる。

「推測ですが、繋つながりはあるんじゃないでしょうか。彼は野球部です。部室の爆破は彼を狙ねらったものという可能性は否定できません」

「まじかよ？」

　学校が休校になって喜んでいた男子グループは目を丸くした。他の級友たちも似たような反応をしている。

「昨日、僕が通う塾じゆくが放火されました。駅前の塾です。幸い大事には至りませんでしたが、この塾には高柳君も通っています」

　大半の生徒は「あり得ない」と言うが、数人は思うところがあるのか頷いていた。

「別に、僕は誰がやったかはわからないし、事件に関連はないかもしれない。いや、普通に考えればないと思います。けど、なんかスッキリしない。みんなはどう思ってる？　学校がバタバタして、警察が来たり、テレビに映ったり、ウンザリしてないか？」

　クラスのそれぞれが思い思いの態度で考えていることを口にした。




　インタビューうぜぇ。

　放火怖い。

　野球やりてぇ。

　いつも通りに戻りたい。




　みんなも、この数日の出来事に対して嫌いやな気持ちになっていた。表面上はトラブルを楽しんでいるように装よそおっていたけれど、みんなウンザリしてたんだ。

「……そう言えば、書かき初ぞめが破かれた辺りからおかしくなったよな」

　郷ごう原はらだ。野太い声が学級委員に向けられ、ゆっくりと教室全体へ向きを変えた。彼の肩にはユイヒメがもたれかかり、教室全体を威い圧あつするような目で見渡している。まるで獲え物ものを狙う猫ねこのようにわたしたちを凝視していた。おそらくゴリは得意の心理分析をして何かを摑つかんでいるのだろう。わたしの予想は的中して、ゴリが驚くべきことを口にした。

「普通に考えて、二年生全員の書き初めが破られるってのは異常事態だよ。先生や生徒会が捜そう索さくしているけど、犯人はまだ見つかってねえ。あの時さぁ、峰みね倉くらが生活指導に疑われていたけど、もっと怪あやしい奴いたよな？」

　おいおいゴリ。誰だよ。わたしより怪しい人がいたなんて初耳だ。級友たちも同じらしく、教室中の視線が郷原に集まった。

「郷原。誰だよ、怪しい奴って」

　騒ぎ出した男子を無視して、ゴリはこちらを……一人の男子生徒を指差した。

「佐島。あの日の放課後、体育館から出て来ただろ」

　郷原の声が佐島君に突き刺さり、わたしは反射的に彼の顔を見た。

　佐島君？

　クラス中がざわめき、みんなの視線が佐島君へ向いた。けれども、佐島君の名前を出した郷原は皆を睨にらみつけると、口調を変えて佐島君に言った。

「けどよ、佐島。俺おれはお前がやったとは思っていない。友達だからって意味じゃなく、お前の性格からして『俺に見られる』ようなヘマをするはずないんだよ。それに俺は柔じゆう道どうの朝あさ練れんであの惨さん状じようを見たんだが、あれは誰かが意い図と的てきにやったものではない。発ほつ作さ的てきにやってしまったことだと思う」

　郷原のユイヒメがわたしに呟つぶやく。

『あれは、女の仕し業わざよ。書き初めをヒステリックに破く姿が目に浮かぶわ』

　二〇〇枚近くの半紙が破られ切きり裂さかれている光景を思い浮かべると、どういうわけか男子ではなく女子がやったように思える。とても温厚な佐島君がすることには思えないし、男子が書き初めを破って鬱うつ憤ぷんを晴らしている姿も想像できない。それに、ユイヒメが『女の仕業』と言っているのであれば、ゴリも同じように考えているのだろう。

　わたしもゴリが言うように何かの理由で感情が爆発し、発作的に書き初めを破く女子の姿を想像してしまう。

「佐島は、あれを誰がやったか見たんじゃないのか？　もっと言えば、そいつを庇かばって黙だまっているんじゃないのか？」

　ゴリは続けてそう言った。もし、佐島君が書き初めを破いている犯人を見たのであれば何らかの行動をとるだろうし、学校にも報告するだろう。しかし、そうしないということは、誰かを庇っていることになる。それが女子ならゴリが目星をつけている犯人と、わたしの考えは一いつ致ちする。

「僕は見たんだ。彼女を」

　ザワッとさざ波が立つ。センセーショナルな告白に誰しも佐島君を見ていた。

「佐島ぁ！　誰だよ!?」

「女だったのか!?」

「なんで黙ってたんだよ!!?」

　教室の後ろに座っている男子が、犯人の名前を尋ねるが、郷原によって遮さえぎられた。

「見たって言うのは、書き初めを破いている現場をという意味か？」

「違う。僕は破られた直後を見たんだ。あの日、僕は生徒会の仕事が長引いたので、野球部に合流するのを急いでいた。そうしたら、体育館から出てくる彼女を見てしまった」

　体育館は、書き初めが貼はられていた専門教科側の校舎の三階と、教室側の校舎の一階にそれぞれ繋つながっている。わたしが美術室にいたあの日、佐島君は教室側の出入り口で「彼女」を見た。

「すると、お前は『彼女』が体育館から出て来るのを奇妙だと感じて、書き初めの貼られていた廊下の方へ行ってみたというわけか？」

　頷うなずく佐島君。郷原は質問を重ねた。

「俺が想像している『彼女』は部活に所属していない。たしかに体育館から出てくるのはおかしいが、たったそれだけのことで野球部の練習に急いで合流しようとしていたお前がわざわざ体育館を経由してあっちの廊下へ行った意味がわからない。なぜ、行ったんだ？」

「泣いてたんだ」

　泣いてた？

「彼女は泣いてたんだよ。僕は彼女を追えなかった代わりに、どうして泣いていたのか知りたくて、体育館を見に行った。そして、あの廊下に辿たどり着ついた」

　そこで佐島君は「彼女」に破られたばかりの書き初めを見たんだ。「彼女」のことを好きな佐島君はそのことを学校には言えない。その気持ちはわかる気がする。だけど、郷原はしばらく考えると、再び疑問を口にした。

「佐島の言ったことは、あくまでも状況証拠に過ぎないよな。お前は体育館から出てくる『彼女』を見た。その後、廊下を通ったら書き初めが破られていた。辻つじ褄つまは合うが、現場を見た訳わけじゃない。それなのに『彼女』がやったと確信している理由は何だ？」

　郷原はわたしより深く思考を巡らせていた。たしかに「彼女」がやった可能性は限りなく高いが、絶対ではない。「彼女」のことが好きな佐島君だったら「信じる」という選せん択たく肢しもあるのだ。だけど、佐島君はもう一つの告白をした。

「みんなは書き初めが全て破られたと思っているけど、本当は違うんだ。実は一枚だけ、破かれずに残っていたんだ」

　一枚だけ？

　佐島君の目から涙が溢あふれ、リサは表情を無くして爆ばく弾だんを見ていた。爆弾の数は増えており、赤い色の数字が不気味に点滅している。俯うつむいてしまった佐島君に代わって高柳君が告白した。

「……佐島から謝あやまられたんだ。俺の書き初めを破ったと」

　教室が音を無くした。

　書き初めは高柳君のを残して破られていた。そして佐島君は彼の書き初めを破った。嵐あらしのように破かれ、切り裂かれた書き初めなのに、高柳君の書き初めだけが残っていた。つまり、皆の書き初めを破ったのは、高柳君の書き初めを破けなかった人物でしかあり得ない。

　それはつまり、高柳君に特別な感情を抱いている人物。

　そして、「彼女」は犯行の前日に告白して交際を断られたことを、わたしたちは知っている。

　佐島君が庇っている女は。




　河内利り沙さ。やっぱりお前かよ。
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　郷ごう原はらは腰を下ろした。

　ユイヒメが『やっぱり河内こうち利り沙さが犯人だったか』と呟つぶやいた。やはり、様々な情報に通じている郷原にはわかっていたらしい。ゴリラに似ているくせに異常なまでに勘かんが鋭するどい男だ。

　そして、今までの話を聞いてユイヒメと同じような反応をした妄もう想そう少しよう女じよが多くいた。水着の子や、アイドルっぽい子、クラスの女子を美化した女の子などが、それぞれ暗い顔をしたり、目を逸そらせたりしている。彼女たちの様子から察するに、佐さ島じま君が河内利沙を好きだと知っている男子は大勢いるようだ。彼らは顔にこそ出さないが動どう揺ようしている。他にも、佐島君が庇かばい、高たか柳やなぎ君の書かき初ぞめを破らなかったという人物像から、犯人を導みちびき出せた女子が顔色を変えている。

「……け、けどさ、書き初めの方はそうかもしれないけど、野球部の部室だとか塾じゆくのことは次元が違うんじゃない？　警察とか、消防車も来たしさ」

　女子の一人が、停滞する空気を払うように明るい声で言った。他の女子もつられるように、「そうだよね」とか、「ありえないよね」と囀さえずり出だす。

　バカ野郎。そっちもやったに決まってるだろ。ヘラヘラ笑いながら言うんじゃねえ。

「いや、俺おれはあいつが塾の前を歩いているのを見た」

　緩ゆるんだ空気が、学級委員の発言で凍こおりつく。

　高柳君と同じ塾に通う学級委員も、わたしたちがマグドナルドから見ていたのと同じように、塾の中から河内利沙を見かけていたんだ。

「ねぇ、これって警察に言った方がいいんじゃない？」

「……だよね。やっぱり、あいつが全部やったってことじゃ……」

　クラスのあちこちで河内利沙の犯行だとする呟きが漏もれている。流れは「河内が犯人」だ。高柳君を爆ばく死しさせようとしたり、焼しよう死しさせようとしたのは、全てあの女だ。

　警察を呼べ。

　マスコミに顔写真を流して吊つるし上あげろ。

　わたしにあるのは、高柳君に危害を加えた女への報復だけだ。そうだ、河内を縛しばらなくては。逃げられたら大変なことになる。

　わたしは河内利沙を捕えようと考えた。すると、ドアの前にいる女の子と眼が合った。

　リサ。

　今にも爆発しそうな時じ限げん爆ばく弾だんを巻きつけたリサは、絶望しきった顔でわたしを見ていた。

　ちょっと待て。

　わたしは友達にこんな顔をさせていいのか？　リサの瞳ひとみにわたしの顔が映っていた。それは醜みにくい顔だった。不意に、お寺の住じゆう職しよくの笑顔が脳のう裏りに浮かんだ。




「誰かに優しくされたら、自分も誰かに優しくする」




　優しさの連れん鎖さを築こう。

　河内利沙は高柳君にフラれた時、誰かに優しく慰なぐさめてもらえたのだろうか？　誰も優しくしなかったから、事件を起こしたんじゃないだろうか。わたしは彼女がフラれたことを翌朝には知っていた。そして、喜んでしまった。体育の時、もしも何か慰めの言葉をかけていたら違う結果が出ていたのではないだろうか。もちろん、彼女とは面識もなかったし、あの諍いさかいをした状況では何が言えたかはわからない。

　けれど、何か一言……思いつきもしないけど、何か言っていたら全部が変わっていたんじゃないのか？

　それに……それにだ。

　全部を河内利沙がやったという証拠はない。書き初めは彼女によって破かれたに違いないが、他の事件はどうだ？

　佐島君は、プロパンガスが置かれていた倉庫で河内さんを見たと言った。だけど、あの倉庫には教材や部活動で使う道具がしまってある。誰がいつ入っても不思議はない。塾の前で河内さんを見たのも歩いているところで、発はつ煙えん筒とうを投げ込む瞬間ではない。駅前なのだから、彼女が歩いていても不思議じゃない。カッターもそうだ。わたしは机つくえに仕し込こんだところを見たわけじゃない。

　彼女を疑って、憎にくしんで、報復するのは本当に簡単なことだ。低いところへ水が流れて行くのと同じように単純で楽なことだ。しかし、水の流れ込む先が排水口だったら汚お水すいになってしまう。下流で汚水を使わないといけない人はどう思うだろう。上流の人を憎しむだろう。そして憎しみをもっと下流の人に流すだろう。汚水にしてしまうのは、水を流した人に責任がある。これは負の連鎖だ。

　今もリサの首や身体からだにはダイナマイトやプラスチック爆弾が増え続けている。リサは何も悪くないのに、わたしたちが流す「負の感情」が蓄ちく積せきされて、刻こく一いつ刻こくと危機に近づいているんだ。

　お寺の住職は言っていたじゃないか。

　優しい連鎖を作ろうって。

　河内さんに優しく出来なかったのは、わたしのミスだ。わたしたちの失敗だ。ならば、これ以上彼女を吊し上げてはいけない。だって、河内さんは黒に近い灰色でしかない。それなら、わたしたちが負の連鎖を断つべきだ。彼女を信じて。また、もしも彼女が罪を犯したのなら彼女に優しくしないといけない。

　そう思うと、今け朝さ言われたことの意味が変わってきた。

　彼女は意味もなく高柳君との関係を貶けなしたのではない。わたしが子供でわからなかったことを指摘してくれたのだ。わたしは高柳君を漠ばく然ぜんと好きなだけで、彼に何か与えようなんて考えていなかった。恋れん愛あいは対等な関係から成り立つというのに、わたしは彼とただ一緒にいれたらいいと、子供みたいな感情しか持っていなかったのだ。そんな大事なことを、大した面識もないわたしに教えてくれたのは河内利沙。彼女は恋敵のわたしに教えてくれたのだ。

　そうだよ。

　優しく考えよう。

　優しい言葉をかけよう。




「おい、お前ら！　欠席裁判だなんて、みっともねぇ!!」

　だが、わたしの口から出たのは、優しくない乱暴な言葉だった。クラスの全生徒と教師が、わたしの怒ど声せいに唖あ然ぜんとする。今は丁てい寧ねいな言葉に変換する余裕はない。高柳君に嫌われても、とりあえず言っちまえ！

「ちょっと考えてみろよ！　河内さんにはアリバイはねぇけど、証拠もない！　つーか、昼ドラじゃねーんだから、フラれたくらいで火ぃつけたり、プロパン爆発させたりするかよ！　あんたらには、学校の仲間を信じることできないんか!?　わたしは信じるよ！　河内利沙のことはよく知らないけど、愛情深いってことはもう知ってる！　わたしには、あいつに似た美人な友達がいる。そいつは凄すごく、凄く、いい奴だ！　河内利沙も、もしかしたらいい奴じゃねえかって、わたしは期待してたりする！　だから、信じてやるんだ！」

　そうだよ、信じてやるんだ。脳みそを経由せず、体から叫さけんだわたしの絶ぜつ叫きように、クラスのみんなが口を開いていた。

　馬ば鹿か面づらしてんじゃねぇ。

　お前らも信じてやれ！

「……み、峰みね倉くら？　……保健室で河内のことをムチャクチャ疑ってなかったか……？」

　学級委員がようやく言葉を発した。やっと話したことがそれか？

「うるせぇ、このブルマフェチ！　ブルマ学級委員って呼ぶぞ！」

　学級委員が動きを止める。彼の横にいたミウが顔を赤くして、体育着の裾すそでブルマを隠した。

「……で、でもよ、峰倉ぁ。あいつがやった可能性は高たけぇぜ？」

　郷原が学級委員を不ふ憫びんそうな目で見ながら反論した。

「ゴリ！　お前もうるさい！　信じろっつったら信じろ！　さもないとお姫様に尻しりを叩たたかせるぞ！　このツンデレ美女と野獣男!!」

　ユイヒメがデレデレモード全開でゴリを慰め始めた。

　わたしの脳内攻撃を理解できない他の級友は、口を開けたまま動かない。

「……あの、峰倉さん……」

「なんだぁ、川かわ上かみィィ!!?」

　エロいメイドを愛する根暗な川上、何の用だ!?

「……高柳を怪我させたカッターだけど、あれは河内の仕し業わざじゃない」

　おおぉ？　突然の新証言！　どういうことだ？

「今日、俺は早く登校したんだ。だから、峰倉が教室を飛び出したのを見ていた。それからお前を追って、すぐに河内が出て来た。あの一瞬でカッターを机に仕込むのは不可能だ」

「よく言った川上！　隣の仲なか居いちゃんをメイドにしてもわたしが許す！」

　川上が仰ぎよう天てんして、隣に座る仲居加か奈なと目を合わす。手を縛ってスカートを穿いていない川上メイドの顔は、仲居ちゃんを思いっきり美化した顔をしているのだ。つーか、川上！　仲居ちゃんの白パン率は低いんだぞ!!　児童パンツもありえない！　彼女は緑みどりだ！　ペールグリーン!!

「さぁ、みんな。他にはないか!?　河内利沙が犯人じゃないって証拠は！」

　教室を見渡すとゆっくり手が上がった。

　なんだなんだ？　今度はなんだ？

　手を挙げたのは女子の一人だった。名前は……仁に島しま……さんだ。秋に高柳君に告白して玉ぎよく砕さいした子。わたしだけでなくクラスメイトも彼女に目を向け、皆の視線が交こう錯さくした。仁島さんは俯うつむきながら立ち上がると、こう言った。




「ごめんなさい」




　謝しや罪ざい？　彼女の口から唐とう突とつに出た言葉の意味がわからなかった。しかし、仁島さんは肩を震ふるわせながら高柳君の方を向くと、掠かすれた声で言った。




「私が、高柳君の机にカッターを入れました……書き初めを破ったのも私です」




　突然の自白に、わたしは言葉を失ってしまった。どうして、仁島さんがそんなことを……？　クラスのみんなも小こ柄がらな仁島さんを見つめたまま息を止め、彼女の啜すすり泣なく声だけが教室に響いた。

「……た、高柳君に断られて、全部だめになって、何してもだめで……誰も助けてくれなくて……苦しくて……」

　今、仁島さんは誰も助けてくれなかった、と言った。わたしは彼女の失敗を喜び、苦しんでいる彼女を励はげまそうとさえ考えなかった。

「それなのに、高柳君はみんなに優しくて、峰倉さんに優しくて、それなのに、わたしは相手にされなくて……」













　わたしの名前が出た。そして、高柳君の名前も。いつか、高柳君が英語の授業で助けてくれた時、仁島さんがこちらを見ていたことを思い出した。もしかしたら、あのやり取りを見た仁島さんは、自分以外の人に優しくする高柳君に対して、悪い感情を抱いたのかもしれない。高柳君がわたしを助けたせいで、仁島さんは彼に歪ゆがんだ感情を持ったのだ。

　だとすれば、本当の犯人は「わたし」だ。わたしのせいで彼女は高柳君を傷つけてしまったのだ。仁島さんは懺ざん悔げを続ける。

「気がついたら、破ってて、カッター持ってて……ごめんなさい。高柳君は何もしてないのに、怪我させて、ごめんなさい」

「違うよ！　仁島さんは悪いことをしたけど、それをさせたのはわたしだ！　馬鹿なわたしが何も考えず、彼のそばをウロチョロしていたからだ！」

　叫んだわたしを、仁島さんが驚いた顔で見ていた。そして、高柳君も言った。

「きっかけが俺なんだから、仁島が全部悪いわけじゃない。この怪我は『俺の不注意』だ。仁島が謝るべき相手は書き初めを破ってしまった生徒たちなんだ」

「いや、わたしが……」

「そこまで！」

　担任の制止と、一時間目の終了を告げるチャイムが同時に響いた。わたしは担任の声に体が硬こう直ちよくしてしまった。

　そんなわたしの肩へ手が置かれた。包帯に巻かれた手、それは……

「……高柳君？」

　彼は一三年間付き合ってきたのに、今まで一度も見たことのない顔をしていた。

　これってどういう意味の微笑ほほえみ？

　いやいや、微笑みって感じでもない。

　褒ほめてくれている……じゃない。

　喜んでくれている……これでもない。

　どう反応すればいいかわからない。

　戸と惑まどうわたしに向かって、高柳君が唇を動かした。しかし、チャイムの響きで彼の声は掻き消され、何を言われたのか聞き取れなかった。わたしにとって大事な言葉をくれた気がした。だけど、聞き返す前に高柳君は普段のぶっきらぼうな顔に戻り、わたしに背を向けてしまった。

　彼は何と言ってくれたのだろう。

　問いかけたかったけれど、高柳君の背中に、それを拒こぼんでいるような子供っぽさを感じた。彼は都合が悪くなるとすぐに背中を見せる。昔からずっとそう。高柳君が何を言ったかはわからない。けれど、彼が見せた不思議な表情はわたしを嬉うれしくさせた。




『あすみ、良かったね』

　リサ！

　綺き麗れいなリサ。

　粉こな雪ゆきのように清くて美しい妄想少女。リサはいつものリサに戻っていた。

　リサに巻きついていた禍まが々まがしい爆弾が消えている。時限爆弾が解除されている。

「良かった！　よくわかんないけど、爆弾が消えているよ！　万ばん歳ざいだ！」

『あすみのおかげ』

　きっと、佐島君の気持ちに変化が生じて爆弾が消えたんだ。

　仁島さんの自白で、河内さんが書き初めを破ったり、カッターを机に仕込んだりしたのではなかったとわかったからだろう。まだ部室の爆破や塾の放火については何もわからないけど、わたしは彼女の犯行ではないと思っているし、佐島君も同じ気持ちに違いない。だから、佐島君は河内さんへの疑いを払ふつ拭しよくして「爆弾」を解除したのだ。

『全部、あすみのおかげだよ。命の恩おん人じんだ』

　違う。

　リサはそう言ったけど違う。

「……そんな大げさじゃないよ。わたしはリサに恩返しをしただけ」

　わたしたちの前を、担任に促うながされた仁島さんが教室を出て行こうとしていた。ドアの前で仁島さんはわたしの顔を一瞬見ると、目を伏せて廊下へ消えていった。仁島さんの瞳はいつか見た時とは違う色をしていた。高柳君から拒絶された仁島さんは、この三カ月、抑おさえきれない痛みを抱えていた。憶おく測そくに過ぎないが、河内さんの告白を知った彼女は三カ月前の失しつ恋れんを思い出し、感情が爆発してしまった……真相はわからないけれど、これが一番近い解かい釈しやくだと思う。

　しかし、彼女はこれからどうなってしまうのだろう？

　仁島さんは二〇〇枚もの書き初めを破り、高柳君に怪我をさせてしまった。《図書室の聖せい女じよ》と呼ばれ、皆から愛されていた彼女の過ちは、学校中に知れ渡るだろう。彼女の「これから」に不安を感じたが、佐島君が土井担任に連れて行かれる仁島さんの後を追った。

『佐島君は、あらためて書き初めの件を教師達に説明するつもりよ。高柳君に謝ったとは言っても、犯人が残した「証拠」を隠かくすために、高柳君の書き初めを破ってしまった。結果論だけど、河内さんが体育館から出て来たことを先生に報告していれば、仁島さんがカッターを机に仕込むことはなかったかもしれない』

　リサはそう言った。

　生徒会の副会長として犯人探しをしていた佐島君が、みんなに隠し事をしていたのはいけないことだ。佐島君は、高柳君に謝ったり相談するのではなく、学校の指示を仰あおげば良かったのかもしれない。

　けれど人には感情を理性で止められないことがある。それでも、間違った行動を認め、高柳君にもきちんと謝った。勝手な思い込みかもしれないけど、佐島君の背中が少し大きくなったと感じた。

　それに、佐島君がリサから危険な爆弾を外してくれたのが嬉しい。

「ねぇ、リサ。高柳君が変な顔して何か言ってくれたけど、何だったのかな？」

　わたしは、さっき見せた高柳君の表情が気になってリサに尋ねた。

『……あすみ。よく好きな人の顔を変な顔だと表現できるわね。まぁいいわ。彼は簡単に言うと戸惑ったの』

　戸惑った？　何に？

『あすみによ』

「わたし？」

『だって、格かつ好こ良かったもの。クラスが憶測で犯人を決めつけてしまった中、ひとりだけ客観的に見ていた。あれには高柳君も戸惑うよ。例を挙げると、金魚のフンが立派なことを言ったとか……あ、これはあんまりか。じゃあ、妹が突然、大人になって驚いたって感じかな。間違いなく、あすみは全世界の中学二年生の中で一番立派だった。この私ですら、ときめいてしまったもの。ついでに命を救われたし』

　金魚のフンという喩たとえはあんまりだが、後半は最上級に褒められた。しかも、リサから爆弾の解除をしたのがわたしということになっている。

「リサを救ったのは、わたしじゃないよ」

『いいえ。あすみのおかげ。河内さんを庇かばってくれて、濡ぬれ衣ぎぬを晴らしてくれた』

「……仁島さんが自首したからだよ」

　リサは首を振った。

『あの子が手を挙げたのはあすみのおかげなの。河内さんを信じるって言った心が、仁島さんに自白する勇気を与えたの』

　仁島さんは失恋を昇しよう華かできなかったのだろう。わたしが高柳君に彼女がいると知って、ドス黒い嫉しつ妬とを抱いたのと同じように、それを膨ふくらませてしまった。

　わたしたちは同じだ。

　ただ、違ったのは、わたしにはリサがいたということ。少し歯車がずれていたら、わたしだってムシャクシャした気持ちを書き初めにぶつけていたかもしれないし、逆さか恨うらみをして高柳君を傷つけていたかもしれないのだ。これはわたしのおかげじゃない。リサの力だ。リサが作ってくれた優しさの連鎖なんだ。

「リサ、これはグルグル回っている優しさの連鎖なんだよ。わたしはリサに優しく慰めてもらえた。だから、河内さんのことを優しく考えられた。それで仁島さんが勇気を出して、結果的にリサから爆弾が消えた。元々はリサが優しかったからだ。リサが困った時に、リサの善意が戻ってきただけ。壁当てのボール投げでさえ自分に返ってくる。友達に投げて返って来ないはずはないんだ」

　リサは、高柳君と同じ表情を浮かべていた。戸惑っているということか。

『あすみ……この数日で凄い成長をしたわね。私も今、あなたに戸惑っている。いえ、違うわ。戸惑っているというより、あすみのことがもっと好きになった。本当にあすみが好き。全部好き』

「照れるなぁ、リサ。わたしも好きだよ。リサ。全部好き」

　リサがリンゴのように顔を赤らめる。ひゃ――……リサって本当に可か愛わいい。思わず抱きしめて接せつ吻ぷんしてしまった。

『……あすみ。愛し合いたいのはやまやまなんだけど、私にも自白させて？』

　わたしの腰を優しく押し戻したリサは、イタズラっぽい顔をしていた。小こ悪あく魔まチックだ。なになに？　自白って何？

『今なら……今のあなたなら、私の噓うそに怒らないはずだから』

　ん？　噓？

『高柳君の後ろに妄想少女っている？』

「いないよ。だって、高柳君には理想通りの彼女がいるんだから見えるはずないもの」

　わたしは教室を見渡した。仁島さんの自白に動どう揺ようした男子たち。彼らの後ろには、妄想少女たちがいる。一三人の妄想少女。しかし、ドアを背にして腕を組んでいる高柳君の後ろには誰もいない。

　妄想少女たちと知り合ってから、わたしは高柳君の妄想少女を必死に見ようとしてきた。しかし高柳君には、現実に理想の「彼女」がいるので欠片かけらすら見えなかった。もう一度、高柳君の後ろを見たが、やはり見えない。

『あはは、まいったなぁ。そろそろ気がついてくれると思っていたんだけど、まだダメか』

　リサは苦笑いしながら、髪をかき上げた。

　え、どういうこと？　気がつくってどういうこと？

『お、いい表情してるなぁ。私は今、優ゆう越えつ感かんを感じて思いっきり良い気分だよ』

「なんか……とんでもないことを言われそうな予感がする。よくわからんが」

　リサがニッと笑った。




『私はね、高柳君に妄想少女がいないからって、「彼女がいる」とは言っていないんだよ』




　ぇ。




　えええええぇぇぇ!?

　強烈な自白に猛烈な虚きよ脱だつ感かんに襲われた。




『あ、あすみ!?』

「お、おい!?　あすみ？　どうした？　どうしたんだよ！　おい!!」

　わたしの異変にいち早く気がついた高柳君が、包帯が巻かれた手で受け止めてくれたが、意識は真っ白になって砂のようにサラサラと落ちていってしまった。

『うわぁあああ、あすみぃいいい!?』

　リサのコミカルな顔が意識の最後に残った。




　　　　　＊＊＊




　意識を取り戻したのは、またしても白いカーテンと白いシーツの部屋だった。

　保健室。

　この数日で、わたしは何回、保健室の世話になっただろう。

「三九度八分。よく立って歩いていられたわね。峰倉さん」

「うぇ？」

　この一週間で、何度も世話になった保健室のおばちゃんだ。三九度八分って、わたしの体温のことかな？　だとしたら、新記録更新だ。ギネス認定だ。やった――。

『……ごめん、あすみ。もう、色々あって熱出していることに気がつかなかったよ！　大丈夫？　ってこれ、やばいよね。熱が高すぎ！　どうしよう!?』

　取り乱すな、リサ。あんたは出来た女だけど、慌あわてると使い物にならなくなるんだから。

「っちょ……リサ。あんた何やってんの!?」

『だから、風か邪ぜをうつせば治るってあれを！』

「こら、舌したを入れるな！」

　おい、こら。口から口で熱が下がるわけないだろ。つーか、佐島君よ！　変な知識を持つんじゃない。って、おい！　これはわたしのファーストキスじゃねーか!?　いや、さっき自分からチューしなかったか？　ああ!!　唇くちびるが熱で燃え上がりそうだ。高柳君がファーストキスの相手だって決めていたのに！　だから、リサ！　その変へん態たいチックな口づけを続けるな！　わたしの舌を吸うな！　ヨダレの交換をするな！

　うわぁあああ！

「峰倉さん！　どうしたの！　どうしたの!?　何か見えるの？　きっとそれは高熱が生んだ幻まぼろしよ！」

　おばちゃん先生が救急車を呼ぼうとするのを、電話機を蹴けり飛とばして遮さえぎった。なんだか、デジャブを感じっぱなしだ。うわぁ、立ち上がったらクラクラしてきたよ。

　本当にひどい熱だ。リサが二重に見えるよ。ダブルラッキーだぁ。

　つーか、高熱の原因はわかってる。昨日は虚こ無む僧そうを探し歩いた。その上、火事騒ぎがあったり、真夜中にコートも着ないで電話をかけに行った。そのせいだ。あの寒さで一日中外にいれば、風邪を引くなと言う方が無理。考えてみると、今朝から身体がだるかったり、教室でやたらとハイテンションになったのは熱のせいか。朦もう朧ろうとする意識で「学級会」のことを思い出す。

　仁島さん。

　どうなっちゃうんだろう。

『さっき、三人が校長室から出てきたわ』

　火ほ照てり気ぎ味みのリサが教えてくれた。

　わたしが倒れた直後、校長室に仁島さん、高柳君、佐島君の三人が呼び出されたらしい。一通り状況の説明をさせられた後、仁島さんの親が呼び出されて、騒ぎは大きくなってしまった。

　しかし、佐島君が事件を無意味に長引かせたのは自分だと、仁島さんの弁護をして、高柳君も告白された時、彼女に対して言葉が足りなかったと謝ったらしい。しかも、高柳君は手に負った怪我のことを、自分の不注意で起こした怪我だと言い張り、校長や生活指導に対して事件を穏おん便びんに済ませて欲しいとメッセージを送ったという。その甲か斐いもあって、刃にん傷じよう沙ざ汰たを嫌う校長と、騒ぎを早さつ急きゆうに収めたい生活指導の目もく論ろ見みが一致して、仁島さんは「思し春しゆん期き的てきな発ほつ作さ」によって、書き初めを破ったことになった。それでも罰は必要なので、仁島さんは停てい学がくを命じられたと言う。それが軽いのか重いのかはわからない。それでも島しま村むら中学校における「書き初め事件」はこうして幕を下ろした。

「部室と塾じゆくの方は？」

『そっちはまだ』

　リサは、溜ため息いきをついたわたしにクラスの状況を教えてくれた。

『ついでにあなたのせいでクラスがおかしくなったわ』

「おかしく？」

『宮里君の名前はブルマ委員長に改名されたし、郷原君にツンデレ系の従妹いとこがいたことが判明したわ。ユイヒメ並みの美少女。ただし早熟の一二歳』

　ありゃ、すまん。ふたりとも。

　ごめん、ミウ。申し訳ありません、ユイヒメ。

『……それと川上君と仲居さんは教室を出て行ったきり帰ってきません』

「マジッスか？」

『本ま気じです』

　わたしは熱に冒されながらも愉ゆ快かいで仕方がない。しばらく川上を奴ど隷れいにできるかもしれない。




「……で、リサ。さっきのあれはどういう意味？」

『言葉通り……』

　リサは腰かけたベッドから立ち上がって、わたしに頭を下げた。高柳君に妄想少女が見えないのは、彼女がいるからではなかった。




『妄想少女が見えないからって、彼女がいるとは言っていない』




　たしかにリサは『彼女がいる』とは言っていない。『理想の女性がいるから見えない』と言った。クラスの熱々カップルを例に出されたので、わたしが勝手にそう思い込んでしまったのだ。

「でもよぅ、リサ。お前は一緒に高柳君の彼女探しをしてくれていたじゃないか。あれも噓だったのかよ。図書室や美術室で探してくれたのも」

『ごめん』

　まぁいい。それより、何で高柳君に妄想少女が憑ついていないんだ？　わたしにはそれがわからなかった。

『だから、あすみ。いい加減に気がついてよ。ついでに私が「言えない理由」とか、もろもろ全て』

　言えない理由って何だ？

　なぜか、身をよじって悶もだえるリサ。なんだよ変なやつ。くねくねして可愛いすぎるぞ。

「はっきり言えよぅ。リサ」

『っもう！　あなたの恋れん愛あいレベルは低すぎる！　女子力ゼロよ！　私が、あなたに本当のことを言わなかったのは、ありのままを告げれば増ぞう長ちようすることが目に見えていたから。それに……いや！　これは絶対に言えない！』

「ゾウチョウって何？」

　リサは頭を抱えた。

『佐島君、助けて。あすみは馬鹿よ。ゾウチョウをカタカナで発音してる！　ゾウチョウは増長！　調子に乗るってことよ!!』

　あぁ……調子に乗るって意味だったか。けど、まだわからん。８ビット頭脳では理解が出来ない。悩むわたしにリサは溜め息をついた。

『あぁ、あなたはなんでそんなにおバカなの。あすみ……決めた。教える。佐島君、ごめん。本当にごめん。でも、あなたがわたしの性格をそうしたんだから恨まないで。あすみ、高柳君に妄想少女がいないのはね、理想の女の子がすでにいるからなの！』

「……それは知ってる。だから彼女がいるって、リサは言っていないけど、言ったんじゃないか」

『あなたは本当にドジね。目の前に理想の女の子がいるから、高柳君には妄想少女なんて必要ないの。具体的に言うと、高柳君の隣の席にいる女の子』




　……それって。




　わたし？

　なにぃ！

　高柳君は、あんなに格好良いのに、わたしにベタ惚ぼれだったのかぁぁああ!?

　全世界を敵に回してもわたしを愛するほど全身全霊で好いてくれていたのかあぁ？　地球とわたしを天てん秤びんに掛けて、わたしを選ぶほどに？　白馬に乗って現れろと命令すれば来てくれるほどに!?　世界の中心で愛を叫べと言ったら本当に行ってくれるだと!?　もしかして前世から恋人だったとか思ってくれているの!?




『……だから、あなたがそう思ってしまうことを防ぎたかったの。だって、以前のあなたならグータラしていても「ありのままの自分を愛してくれるはず」とか言いそうだったし』

「……反論できない」

　そう言いつつ、胸の奥が熱い。これは高熱のせいではない。

「で、でもよう……人が悪いぜ。わたしに噓うそをつくなんてさ」

「そのおかげで賢かしこくなったし、可か愛わいくなったわ」

　リサ！　リサ！　あなたに褒ほめられると嬉うれしい！

「まぁ、喜んでおこう。だが、わたしを嫉しつ妬と地じ獄ごくに叩き落とした佐島君が憎にくいよ。だってリサが本当のことを隠かくそうと思ったのも彼がそう思ったからでしょ？　あのメガネは、わたしが嫉妬に狂うのを楽しむサディストだったんだ」

『だから彼はそんなこと考えてないよ……もう！　わたしは最初からあすみのことが好きだって何回も何回も何回も言っているでしょ！　彼が好きなのは河内利沙の「容よう姿し」だけなの！　だって、佐島君と河内さんって話したことないでしょ？　お願いだから、そっちもわかってよ！』

「わたしもリサのことが凄く凄く凄く好きだけど、意味がわからん！」

　リサは唖然として、信じられないものを見る顔をした。そう言えば、初めて会った時にもこんな顔をしていたな。

『だから……！』

　リサの叫びをノックする音が停止させた。おばちゃん先生がドアを開くと、二人の男子生徒が立っていた。

　高柳君。佐島君。

「……あすみ。何だ、その熱は」

　あぁ――まただ。完全にお兄ちゃんっぽくなってる。さっき、見直してくれたんじゃなかったのか！　もういいや、「丁てい寧ねいことば」への翻訳だなんて金こん輪りん際ざいやめてやる。

「面めん目ぼくねぇ。ちっとぉ無理をし過ぎやした」

「おめぇの無理ってのは度を越してんだ！　少しは自重しやがれ！」

「けどぉ、親分！　あっしがいなければ事件は解決しなかったんですぜ！」

「なにが親分だ！　だから、小学校で銭ぜに形がた平へい次じは卒業だって言っただろ！」

「尚なお人とちゃんだって、平次親分の口調はずっと変わらないじゃねぇッスか」

「うるせぇ八はち！」

　佐島君とリサがわたしたちのやりとりに呆然としていた。

「……なんだ、君達。それって銭形平次をやってたの？　峰倉さんが八はち五ご郎ろう？　うぷっ」

　よほどおかしかったのだろう。佐島君は爆笑して動けなくなってしまった。

　そう、わたしと高柳君は小学校時代、銭形平次に感化されて親分子分の関係だった。五円玉を女子に投げつけたり、縄なわ跳とびの縄で縛ったり捕とり物ものを楽しんだ。その結果、わたしの口調はガラッ八になってしまい、ついでにドジッぷりにも拍はく車しやがかかってしまった。

　中学入学を機に、さすがにスカートで八五郎は無理なので、親分子分の関係は解消。わたしはその代わりに平次親分の奥さん、お静しずさんを目指していたんだ。

「え？　峰倉さんの口調って、お静さんだったの!?」

「……おねぇ言葉かと思っていた……」

　高柳君まで唖然として悶もん絶ぜつする。な、高柳君、気がついていなかったの？　遠回しなプロポーズだったのに!?

　こっちは熱でクラクラするのに、笑い声が保健室に響く。

　ここまで笑われれば、不快になるはずだが不思議とそうはならなかった。

　佐島君、あんたもリサみたいに爆笑するんだね。いつも笑う時、はにかんでいるだけだったから凄く新しん鮮せんだ。リサもそう思わないか？




　……おい。リサ？




　リサは、今まで見た中で一番綺麗な顔で微笑んでいた。けれど、何か異変を感じる。

『あすみ。佐島君を笑わせてくれてありがとう。多分、これがスイッチだったんだと思う』

「スイッチって何？　って、リサ！　あんた、その身体は何!?」

　リサの身体が透き通っていた。今までも薄く透すけていたが、こんなに透とう明めいではなかった。そして、驚いている間にもリサは、どんどん透明に近づいていた。

「リ、リサ？　どうした！　なんで消えているんだ!?」

　自分の言葉にハッとした。リサが消えかかっている？　ち、ちがう、噓だ。身体が薄くなっているだけだ。どうした、リサ。なんで薄くなってるんだ？

　わたしは透明になっていくリサを、これ以上薄くしないために抱いた。

「お、おい。あすみ？　なにやってるんだ!?　お前、熱があるんだから……」

　高柳君が、立ち上がったわたしに驚く。熱なんてどうでもいい。リサがおかしいんだ。この現象はなんだ？　妄想少女の生理現象か？　そう思っている間にも、リサに更なる異変が生じた。

　待って……何？　これは何？

　消えゆくリサの髪が輝き、毛先が少しずつ光の粒りゆう子しになっていく。いや、髪だけじゃない。指先からも光がキラキラと浮かび上がっていく。抱き留めている肩からは、光の固まりがわたしの指を通り抜け、光で出来た翼のように広がっていった。

　待て。リサ、何が起きてるんだ！

『あすみ。慌てるとダメになっちゃう私が落ち着いているんだから落ち着いて。深呼吸してから妄想少女って何かを言ってみて』

　光は止まらない。リサが少しずつ消えていく。

「……男子の妄想。好きな女の子とか、理想の女の子をイメージしたのが妄想少女だ」

『なら、私が消える理由もわかるよね』

「わからない！」

　全然、わからないよ。

　佐島君は河内さんのことを好きで《リサ》を妄想した。リサに「爆弾」をつけてしまったけれど、河内さんが無実だったから消し去ることが出来た。佐島君は河内さんのことを好きなままでいい。そうじゃないといけない。

『男子の理想は、どんどん変わるの。特に中学生は毎日、毎日、成長しているから、追い求める異性もそれに合わせて変わっていくんだ。佐島君は中学校に入学して河内利沙さんという美しい女の子に出会って恋に落ちた。けれど、それは片思いで自分の思いすら伝えられずに二年が経たとうしている』

「それがどうしたのよ!?　片思いだって構わないじゃない!!」

　叫んでしまったわたしを高柳君がベッドに寝かせようとしたが、わたしはそれを振り払った。

『だけど、今回の事件で、佐島君は片思いでいた自分に、けじめをつけようと決意したんだよ。河内さんが高柳君にフラれて喜んだ自分。彼女が体育館から泣いて出て来たのに追いかけられなかった自分。佐島君は、そんな自分から脱だつ却きやくして、私みたいな「外見」だけじゃない、本当に好きな人を探そうと考えついた……』

「けど！　だけどリサは！　佐島君のことが好きなリサはどうなっちゃうのよ！」

　リサは明らかに消されてしまおうとしている。佐島君が、片思いから進展できない自分を変えるために、気持ちを入れ替えようと考えていることはわかる。だけど、こんなに綺麗なリサを……誰よりも美しい心を持っているリサまで「リセット」する必要はないはずだ。

　いつの間にか頰ほおを伝つたっているわたしの涙を、リサが光り輝く指で拭ぬぐってくれた。

『あすみには本当に感謝してる。さっき教室で爆弾は、爆発する直前だったの。本当に、あと一秒で爆発するところだった。そして、私は粉こな々ごなの血まみれになって最悪の形で消えるはずだった。佐島君は私という存在を真っ黒に消して彼自身も深い傷を負ってしまうところだったの。けど、私たちを助けてくれたのはあすみ。本当にありがとう。あすみの気持ちは知っているけど、佐島君のことも見てあげて。彼は本当に格好いいから』

「待てよリサ！　それって遺ゆい言ごんみたいじゃないか」

『遺言だよ。私の使命は全うされたの。佐島君が「本当の意味で好きになる女の子」へ橋渡しができた。妄想少女として最高の使命を全うできたんだよ。嬉しいよ。本望だ。私は佐島君の役に立てた』

　星空より深いリサの瞳が、佐島君を見つめていた。

　リサが好きな人、佐島君！

　彼女を見てくれよ！　見えないことはわかってるけど見てくれよ！　いいや、見るだけじゃなくて、リサを好きで居続けてくれよ！

「リサ！　探そうよ！　リサのことが見えるコンタクトがあるくらいだ！　リサが本当の人間になれるための道具だってあるかもしれない！　そうだよ！　虚無僧を探して頼んでみよう。きっと大丈夫だ。そして、人間になって佐島君とずっと一緒にいれば全部大丈夫になる！」

　だけど、リサには現実を無視したわたしの言葉は届かなかった。

『自分で言うのも恥ずかしいけど、今の私は最高に綺麗だ。光って、輝いて……スピカみたい。あすみが大好きな星と同じになったんだ。よかった、佐島君。本当によかった。妄想を昇華できた。私、よかった』

「ば、馬鹿リサ。よくない。わたしがよくない」

　好きなのに。リサが友達なら怖いものなんてないのに。これからどうすればいいんだよ。

　いつの間にか保健室にはＤ組の妄想少女が集まっていた。ミウが、ユイヒメが、川上メイドが……他にもたくさん。

「おい、お前ら。リサが消えちゃうよ。どうにかしろよ！」

　ミウは笑っていた。ユイヒメも笑っていた。みんな喜んでいた。

　ミウが言う。

『あすみ。あんたも喜んであげないとリサさんが可か哀わい想そうだ』

　ユイヒメが言う。

『そうですわ。リサさんは役目を十分に果たして昇っていくんですから、あすみさんも笑ってあげて。リサさんみたいに』

　リサが笑ってる？

　わたしが、どんな人より綺麗だと信じる女の子は笑っていた。消えてしまう寸前なのに、どんな女の子より優しい笑顔をしている。




『あすみも笑え』
















　これがリサの最後の言葉だった。

　わたしの涙でぐちゃちゃになった顔は、彼女の瞳に刻まれただろうか。

　涙でコンタクトレンズが流れ、光溢れた優しい妄想少女の世界は、わたしの中から消えてしまった。
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　　わたしはまた、暗くら闇やみの中でひとり浮かんでいた。

　　いつかと同じなのでもう驚かない。




――峰みね倉くらあすみ。

――峰倉あすみ。

――拙せつ僧そうの声は聞こえるか？




　　あぁ。あんたは通学路で会った虚こ無む僧そうだね。

　　聞こえているし、見えているよ。

　　そのゴミ箱みたいな竹たけ編あみの笠かさはクールだね。




――いいことを教えてくれよう。

――捕とり方かたが、爆ばく破は魔まと放ほう火か魔まを召めし捕とった。




　　だれ？　誰だれがやったの？




――どちらも、学校の卒業生じゃ。

――愚おろかなことよ。




　　よくないけど、よかった、河内こうちさんじゃなかったんだ。

　　あれだけ啖たん呵かを切ったのに犯人でしたじゃあ、わたしも浮かばれないものね。

　　でも目的は？　なんで部室を爆発させたり、塾じゆくに放火したの？




――挫ざ折せつ。

――肩を壊した男と受験に失敗した男。

――挫折の原因を、中学生だった頃の自分に向けることしか出来なかったと見ゆる。




　　可か哀わい想そうな人……なのかな？




――救いの手が差し出されなかったからでもあろう。

――お主にとってのリサが彼らにはいなかった。

――それが原因でもあろう。




　　すると、わたしも悪いことをする可能性があったかもしれないな。

　　存在しなかった高たか柳やなぎ君の彼女に嫉しつ妬として、学校を燃やすくらいしたかも。




――リサに感謝せい。

――それはそうと、残念なことを伝えねばならぬ。守り札の効こう力りよくが切れてしまった。




　　あぁ。

　　あのカバンに入れろって言ってたやつだね。

　　あれってダメだったね。

　　コンタクトレンズは最高だったのに。




――たわけ。あの守り札のおかげで、高熱により死ななくて済んだと知れい。




　　マジッスか。




――して、お主。儂わしを探して仏にも祈ったようだが、なに用じゃ？




　　お坊ぼうさん。あんた、今頃そりゃないだろ。コンタクトレンズを貰もらいたかったんだ。




――何な故ぜ？




　　リサと、ずぅ～っと暮らすために。




――幾いく枚まい、欲しい？




　　もういらない。




――なぜ？




　　だって、必要ないもん。




――リサが消えたからか？

――想い人が消失したため、要いらぬと申すか？




　　違うよ。いろいろな意味で必要なくなったからいらないの。

　　男の子の妄もう想そうがわたしにだけ見えるのはフェアじゃないしね。

　　残っているレンズも使わないつもり。




――お主に憑ついておる霊れいが消えていないが、それでもか？

――悪あく霊りように取り殺されるかもしれぬぞ。




　　あはは。

　　その悪霊の正体はわかったよ。

　　わたしの《妄想少年》なんだろ？




――ほう？




　　漠ばく然ぜんと考えついたんだけど、間違っていないはずだ。

　　女版、妄想シリーズって感じかな。

　　きっと高柳君によく似た《妄想少年》なんだよね？

　　けど、似てるだけで違うんでしょ？

　　つーか、悔くやしいな。

　　本当の本当に好きな人がいないって意味だもの。

　　この熱い想いが妄想なんてビックリ。




――よくぞ、ない頭で答えを導みちびき出だしたものだ。




　　お坊さんがコンタクトをくれた理由もわかっている。

　　佐さ島じま君がリサを昇しよう華かするのを見せるために、あのコンタクトをくれたんだね。

　　本当の意味で男の子を好きになれって。

　　つーか、リサの奴め。自分の彼氏をアピールしまくりやがって。

　　あいつが、あんなにいい奴なら佐島君もいい奴なんだよ。




――ミーハーな奴め。お主に宿る《妄想少年》の顔が変わりつつあるわ。




　　ま、リサの「遺ゆい言ごん」だからね。少しは気にしてみる。

　　だけど、もう少し精しよう進じんするよ。

　　わたしは高柳君のことが好き。

　　それなのに今のわたしじゃ、彼に依い存ぞんすることしかできない。

　　それは高柳君に対してだけじゃなく、他の男子が相手でも同じだと思う。

　　リサも河内さんも、それではいけないって教えてくれた。

　　だからさ、自分を磨みがいて、彼から告白されるくらいになってみるんだ。




――おかしな女おな子ごよ。今なら一三年の思いに決着をつけられようものを。




　　高柳君が好いてくれているのを知ってて、決着つけるのは嫌いやなんだ。

　　多分、それじゃあ《妄想少年》は消えないと思うしさ。

　　付き合えたとしても「彼」への期待と妄想で苦しめちゃうかも。

　　きっと長続きしないと思うんだ。

　　わたしはレベルアップしなくてはいけない。




――いいことを言えるようになったな。リサも喜ぶじゃろう。




　　……そう？　だけどさぁ、不安だよう。

　　峰倉あすみのレベルアップ前に、高柳君が他の女を好きになったら、どうしよう。

　　やっぱり、コンタクトくれない？　ミウやユイヒメもいるしさ。

　　つーか、リサに会いたいよぉ～。




――愚か者め。やはり今のお主には《妄想少年》を消せぬわ。




　　冗じよう談だんだよ。

　　……けどさ、あらためて、ありがと、お坊さん。

　　わたし、言こと霊だまっての見つけてみるよ。




――たわけ。すでに知っておるくせに。




　　言うまでが大変なんだよ。

　　タイミング摑つかめなくなったし、わたしから告白するのが正解じゃない気もするし。

　　ああ～。

　　手伝っておくれよ～。あんたみたいな形で仏門に入りたくないよぅ～。




――人を喰くった小娘じゃ。儂とお主を一緒にするな。

――だが、最後に目覚めるのを手伝ってやろう。




　　あんたは目覚まし時計かよ。恩着せがましい坊さんだな。




――儂が錫しやく杖じようで叩たたかねば来らい世せの門を潜くぐると知れ。




　　これって臨死体験だったの？　お花畑は？




――そちの心の中にある。




　　わたしは思いっきり、錫杖でぶっ叩かれて花畑を飛び越えた。
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　国立こども医い療りようセンター。

　国が作った最高の医療施し設せつでわたしは目覚めた。リサが消えた後、わたしの記憶は途と切ぎれている。どうやらリサを失った悲しみと高熱で、倒れてしまったようだ。

　病院にいるということは、あれほど拒こばんだ救急車によって運ばれたのだろう。学校から一キロほどの距離に位置する国立病院に、わたしは寝かされていた。

　後から聞いたのだが、熱は四二度まで上がり、一時は危き篤とく状態にまで陥おちいったらしい。しかも、二日も生死の境を彷徨さまよったという。虚こ無む僧そうはマジでわたしを助けてくれたようだ。笑い事ではない。




「……で、なんであんたがいるの？　……妄もう想そうかしら？」

「ただの気まぐれ」




　河内こうち利り沙さ。

　ったく、大好きなリサが消えて、目を覚ましたらこいつがいた。このところ予想のつかないことが多すぎて戸と惑まどってしまう。わたしは、こっちの「利沙」と仲が良かっただろうか？　仲が良いどころか、険悪な関係だったと記憶している。

「普通、こういう時って、好きな人が手を握って目が覚めるんじゃない？　なんで、あんたがわたしの手を大事そうに握ってるのよ。非常に残念だ」

「だから、気まぐれだって……いいわ。言ってあげる。借りを返しに来たの。私の手の温ぬくもりがあなたの目を覚ましたと思いなさい。これで貸し借りなし。どうかしら？」

　どうかしら？

　わたしが教室で彼女の弁べん護ごをしたことを、誰だれかから聞いたのだろうか？　あれを「借り」だとか言っているのだとしたら可か愛わいい奴だ。だって、あれは気がついたらそうなっていた結果に過ぎない。それに……

「まぁ、借りとは言っても、あなたたちＤ組に濡ぬれ衣ぎぬを着せられただけなんだけどね。こっちは失しつ恋れんして死ぬほど気落ちしていたっていうのに、書かき初ぞめを破ったり、部室を爆発させたり、塾じゆくに放火したのが私の仕し業わざになっていたなんてね。最悪」

　結局のところ、何もしていない河内さんにとって、災難であったことは間違いない。全ての事件において、たまたま居合わせただけで犯人扱いされていたのだ。書き初め事件にしても仁に島しまさんがしたことだったし、爆破と放火は、うちの卒業生が犯人だったと虚無僧が夢の中で言っていた。彼女は貸し借りとか言っているが、謝あやまるのはこちらだろう。

　わたしは起き上がろうと身体からだに力を入れたが、まだ熱が残っているらしく首しか動かなかった。すると、河内さんが背中を持ち上げてくれ、腰の辺りに枕まくらをあてがってくれた。なんだか、抱いていたイメージと違う。

「本当は優しい人なの？」

「どうかしら……この前、言いたいこと言い切って、すっきりしたからかもしれない。お子様相手にムキになったことを反省しているのかも」

　この前とは、教室で河内さんをリサだと勘かん違ちがいしていた時のことを指しているのだろう。散々なことを言われたが、思い返すと間違ったことを言われたわけでもないし、今は反対に感謝している自分がいた。それにしても……

「リンゴとか食べる？」

　河内さんの手元には真まっ赤かなリンゴが載のっていた。なんだ？　この変化。最後に会った時「大嫌い」と言われた気がするのだが。それでもリンゴを見ると、身体が果汁と果肉を求めていることに気がついた。

「欲しい」

　河内さんはすでに皮を剝むいていた。スルスルと慣れた手つきで剝かれた皮は、途と切ぎれることなくゴミ箱に落ち、八等分されたリンゴがわたしの口に入れられた。美お味いしい。こんな旨うまいリンゴは食べたこと無い。ジューシーさに歓喜していると、河内さんが妙な顔でわたしを見ていた。

「何よ。その顔。わたしの顔に何かついているの？」

「面白い女ね」

「は？」

「ずっと、その表情を勝者の余裕だと思っていたけど、どうやら私の考え違いみたい。いや、『付き合っていない』のだから、勝者でもなかったわけよね。勝手に敵視して、あなたを恨うらんでさえいたのが独ひとり相ず撲もうだったなんて……つまり、私はあなたに謝らないといけない」

　謝る？　何を？

　河内さんは、スチール椅い子すに腰を深く掛け直すと、小さな声でボソボソとわたしに向かって言い始めた。

「……あなたに言い過ぎたわ。出来れば『大嫌い』と言ったことを取り消したいのだけど」

　なんだ、このしおらしい態度は。初対面からずっと敵意剝き出しだったのに。

　それでも、彼女を見ていると悪い気はしない。

「かまわないけど、いくつか教えて欲しいことがあるんだ。書き初めが破られた日、佐さ島じま君が体育館から出てきた河内さんを見たって言っていたけど、なんでそんなところにいたの？」

　河内さんに聞いておきたかった。佐島君を誤解させ、わたしたちに犯人だと思わせた行動の理由を。

　すると、河内さんは軽く溜ため息いきをついた。その溜め息は、リサとそっくりだった。

「高たか柳やなぎ君の幼なじみなら知ってるんでしょ？　私は彼にフラれたの。体育館の陰かげから、野球部を見ながら泣いてちゃおかしい？　ホームランを打った高柳君に涙を流したら変かしら？」

　この《Ｃ組の妖よう精せい》は泣く場所を求めて体育館にいたのだ。きっと河内さんは野球部で活かつ躍やくする高柳君のことが好きだったんだ。失恋しても、高柳君がグラウンドを駆ける姿が見たくて体育館の脇から眺めていた。たったそれだけの……彼女にとって大事な時間を、わたしたちは誤解して捉とらえていた。

「……じゃあさ、その次の日に高柳君の塾から歩いてきたのは？」

「まさか、あなたに見られているとは思わなかったわ。彼への想いが弾はじけそうで、つい塾まで押しかけてしまった。二回目の告白を考えていたのよ」

「あんた、一回フラれたのに、また告白しようと思ってたの!?」

　まさか、あの場に現れた理由がそんなことだったとは。何が放ほう火か犯はんだ。見当違いも甚はなはだしい。

「一回目がダメでも、二回目も失敗するとは限らないでしょう？　最初の答えが間違いなことは誰にだってあるわ。可能性があるなら、そこに賭かける。この前の告白だって、完全に失敗したわけじゃなかったしね。あなたにだから言うけれど『他に好きな奴がいる』って言われただけ。つまり、私は拒きよ絶ぜつされていないのよ」

　そんな捉え方もあるのか。

　河内さんとわたしの思考は根本的に違うようだ。もっとも、わたしだってリサから高柳君に『彼女がいる』と言われても諦あきらめなかった。アプローチの仕方は違っても、考えていることは変わらないし、彼に対する想いの深さに違いはないようだ。そして、不審だと思っていた行動に、そんな理由があったことに驚いた。こんなに美人で、男子からもて囃はやされている女の子が、体育館の脇で泣いて、感情に押し負けて塾へ行ってしまう。

　彼女とわたしは同じだ。

　峰みね倉くらあすみと河内利沙は同じ所に立っている。

　呆ぼう然ぜんとしたわたしを、河内さんは不思議な表情で見ていた。

「本当に変な女。その様子だと、私が優しくしている理由がわからないようね」

「は？　何言ってんの？　わたしのことが好きになったんじゃないの」

　河内さんは小こ悪あく魔まのような笑みで言った。

「私は高柳君を諦めていない」

「……」

「あなたの口から私のことを悪く言われては困るの。イメージダウンは避けたいわけよ。なんと言っても幼なじみの言葉は重いはず。だから、仲良くしましょう」

　こ、このリンゴにはそんな打算があったのか。人生でもっとも美味しいと思ったリンゴが、禁断の果実のように思えた。しかし、河内さんはそんなことを言いながらも、以前言い争った時のような怖こわさは感じない。どちらかというと、わたしに対する親愛の情さえ感じるし、晴れた青空のような爽快さを受けるほどだ。多分、そこまで思ってしまうのは、わたしが美人に弱いからかもしれない。

「あ、これはお見み舞まいの品」

　河内さんはダメ押しするように、紙袋から見たことのあるパッケージを取り出すと、わたしに手渡した。仙せん台だい名産の笹ささ蒲かま鉾ぼこ！　大好物の笹かまだ！　一気に彼女への好感度が上がってしまい、手を取ってしまった。

「ありがとう！　河内さん！」

「礼には及ばないわ。勝手に使ったから返すだけよ」

「？」

「わからないならいいわ。また高柳君のペンケースに入れられないように気をつけてね。次こそあなたの仕し業わざになるはずだから」

「？」

　わたしの好反応に乗り切れていない河内さんが不審ではあるが、どうでもいいや。高柳君のペンケースに、わたしの笹かまが詰められるという珍ちん事じ件けんがあったので舌したが求めていた。誰の悪戯かわからないが、今度は疑われないように家で食べよう。

「ねぇ、もう一つ聞いていい？　あの朝は何のためにＤ組の教室に来たの？　まさか、あの日も告白パートⅡを画かく策さくしていたとか？」

　最後の疑問を尋ねると目を逸らされた。なぜか耳が赤い。

「答えなくてはいけないかしら？」

「ええ。是ぜ非ひ」

　しばらく沈ちん黙もくした後、河内利沙は言った。

「……よく、男子が好きな女子のリコーダーを舐なめると言うでしょ？」

　は？

　何を言っているんだ？　たしかに男子がそんな卑ひ劣れつな行為をすると聞いたことはあるが、彼女がどうしてこの場でそんな話を持ち出すのかわからない。とりあえず、二年生の音楽にリコーダーの出番はない。

「あの、話が飛んでよくわかりませんが……」

「……わかるように言えば、変へん態たいに思われるから」

　変態？　目の前の美少女と「変態」が結びつかない。「美少女変態」と結びつけて思い浮かべれば美少女へと変化しそうだが、元々美少女である彼女にとっては必要ない変態だ……まさか！

　河内さんは男子が女子のリコーダーをペロペロするようなことを企くわだてようとしていたのか？　高柳君の机に対して!?　この美少女が!?

　怖！

　青くなったわたしに河内さんは「噓うそだけど」と言い添えたが、すでに噓とは思えなかった。

　これは断罪しなくてはならない。噓や未み遂すいであってもだ。

「……利沙。このことを黙だまっていて欲しかったら『あすみ様、友達になって下さい。お願いします』と叫さけべ」

　河内利沙は、わたしの笑みに答えてくれた。

「あなたねぇ……友達をあすみ様と呼べるわけないでしょ？」

「あなたって呼ぶな。夫ふう婦ふみたいで気味が悪い。あすみって呼べ。利沙」

「なんで、あすみは初対面の時から呼び捨てにしているの？　利沙様って呼びなさい」

　なんで、こっちは性格が悪いんだろう。可愛いくせに。

　そんな利沙はわたしの手を毛布に入れ、立ち上がった。そして、格好良く白いコートを羽は織おった。

「帰るわ。一応、あなたのことは友達だと思うことにするけど、もう一度言っておくわ」

「な、何？」

　白いコートを纏まとった河内利沙は、わたしに向き直ると凄すごいことを言った。

「私は高柳君のことを諦めていない。そのことを深く心に刻んで置いて。そして、ドアの向こうの方々も」

　キィ――っと音を立てたドアの先には、なんと花を持った高柳君と佐島君が立っていた。こ、この女、危険だ。何が《Ｃ組の妖精》だ。こいつはそんな小物じゃない。強力極まりないライバルであり、ラスボスの出現だ。

「それでは皆さん、ごきげんよう」

　ごきげんよう。

　利沙はドアの前で固まっている高柳君とすれ違う時、わたしを見てニコッと笑った。利沙は笑ったのだ。彼女はこのシチュエーションさえ楽しもうとしている。

　しかも、どういうわけか、利沙は佐島君に意い味み深しんなウィンクをして去って行ったのだ。意味がわからない。わたしが生死の境を彷徨さまよっていた間、二人の関係に何か変化があったのだろうか？

　だが……おもしろい奴。

　素直にそう思うしかなかった。

　利沙が病室にいることが理解できない高柳君は、それでも平静を装よそおい、先程まで利沙の座っていたスチール椅子に腰を掛けた。そして、佐島君は利沙を満足そうな顔で見送っていた。やっぱり、佐島君と利沙の間に何かあったんだ。問いつめたかったが、高柳君がわたしの顔を心配そうに見ているので、それどころではなくなってしまった。

「……あすみ。具合はどうだ？」

「接せつ吻ぷんしてくれたら全快すると思います。病気をうつすと治るらしいです」

「……調子が戻ったようだな。あんまり心配かけるなよ。歩けるようになったら鶴つる川かわと亀かめ山やまに電話してやれ。相当心配してたからな」

　……普通にスルーされた。リサはキスしてくれたのに。がっかりして、ベッドに仰あお向むけになると信じられない感かん触しよくを唇くちびるに感じた。わたしに覆おおい被かぶさるようにして、唇が密着している。そんな。

「た、高柳君!?　ベッドでキスなんて早いわ！　佐島君が見ているのよ!?」

　動転したわたしは触れ合った唇から逃れて、的外れな抗こう議ぎをした。しかし、高柳君はスチール椅子に座ったまま怪け訝げんな顔をしているだけである。それなのに、わたしの目の前には綺麗な形をした唇があった。わたしを覆い隠すように長く艶つややかな黒髪が毛布に乱れていた。

　この甘い匂い。この唇の感触。

『あすみ。元気？』

「リサ!?」

　意味がわからない。わたしの唇から離れたのはリサだった。河内利沙ではない。だって彼女の身体は微かに透けている。妄想少女の使命を果たし、消えたはずのリサがベッドに腰掛けていた。

「な、なんでリサがいるの!?」

　高柳君が顔をしかめながら、わたしの額に手を置いた。

「おいおい、あすみ……河内は帰っただろ……って……どうした!?　何で泣いてるんだ!?　電波なのか？　いや、これは高熱の影響か！　看護婦さん、患かん者じやの容体が……!!」

　ナースコールを押そうとした高柳君を弾き飛ばして、わたしはリサに抱きついた。

「どうしてだよ……いなくなったんじゃないのかよ……」

『いや、いろいろあってね』

　リサがそう言うと知った声が続いた。

『そう。いろいろあったんだ』

　ミウ!?

『そのとおりですわ。いろいろあった』

　ユイヒメまで!?

　病室には、いつ来たのか宮みや里さと学級委員と郷ごう原はらがいた。そして、彼らが妄もう想そうするミウとユイヒメも。

「なんで!?　どうして!?　なぜ消えたはずのリサがいて、ミウやユイヒメまで見えているの!?」

　あまりの驚きに、ベッドから立ち上がったわたしは、よろめいてしまった。点滴のチューブに足を取られ、転んでしまいそうになったが、それを支えてくれたのは佐島君。リサも彼と同じようにわたしを抱き止めてくれた。













『いやぁ、私は役目を果たして昇しよう華かされたんだけどさ、佐島君って向上心が強いでしょ？　彼の理想が「河内利沙さんの想いを、高柳君から自分に向けさせる」になってしまって……その……一回、消えたんだけど……なんて言うか、パワーアップして舞い戻っちゃったの』

　さ、佐島君もあきらめが悪すぎ。まるで河内利沙とそっくりじゃん。でも……

「グッジョブ！　佐島君！」

　リサを……河内利沙を諦めなかった佐島君に、わたしは賛さん辞じを送った。何のことかわからずに困こん惑わくしてしまう佐島君。だけど全然構わない。あんたの向上心にわたしは敬意を払う！

「こ、こら……あすみ。佐島から離れろよ……」

　先ほど弾き飛ばしてしまった高柳君が、オロオロとそう言った。ああ。わたしと佐島君がくっついているから焼やき餅もち焼いてるんだ。あんたがわたしのことを好きなのは知ってるぞ？　うひひ。

「峰倉。お前と佐島ってそういう関係だったのか？　密着して抱き合うなんて、中学生には早いと俺は思うのだが……」

　呆ぼう然ぜんとしているゴリにそう言われ、この状況に恐怖を感じた。

「違う！　これは噓！　佐島君に襲おそわれてるの！」

　もう、何が何だかわからない。右う往おう左さ往おうしてジタバタするわたしは滑こつ稽けいだった。夢の中で虚こ無む僧そうに向かって偉えらそうなことを言ったのに、理想と現実が全然一いつ致ちしていない。

　そんな、わたしを心配してナースコールを押そうとする高柳君。

　困惑しつつも、大人っぽい余裕でわたしを立たせる佐島君。

　宮里学級委員とゴリが爆笑していた。

　妄想少女たちが声をあげて笑っていた。




　いつの間にか、高柳君、佐島君、リサも笑い出して、笑顔が病室を包んだ。




　これからの中学生活は、もっともっと面白くなりそうだ。だって、ベッドの脇に虚無僧からの「贈り物」があるんだもの。

　一見すると普通のコンタクトレンズ。だけど瞳ひとみに装着すると《妄想少女》が見えるようになる不思議なコンタクトレンズ。そのパッケージが紫色の布に包まれ、ダース単位で置かれていた。さっきまでなかったはずなのに。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの虚無僧。

　あのお坊ぼうさんは、わたしがコンタクトを必要としていると見抜いたのだろうか？　それとも、わたしに何かさせようと企たくらんでいるのだろうか。

　しかし、それは不快なことではない。それどころか願ってもないことだ。リサたち《妄想少女》を見続けられるのは嬉しいし、これから何が起きるか楽しみだ。




　わたしの《妄想少年》が消えるのも、当分先になりそうである。








あとがき




　はじめまして、やのゆいと申します。

　趣味は料理を作ることです。ライフワークは妄もう想そうすることでしょうか？　妄想には自信があります。

　そんな私が書いた小説が本になってしまいました。しかも、えんため大賞の優秀賞受賞作品という肩書きまでついて戸惑っています。そもそも賞をもらうなんてマラソン大会の「参加賞」以来なので、人生何が起きるかわからないと驚いています。




　さて、この作品には《妄もう想そう少しよう女じよ》が出てきます。たぶん、人として生まれれば「こんな美少女がいたらいいなぁ」とか「あんな美少女になりたかったなぁ」と思うことは誰だれにでもあると思います。ないはずありません。そして、私はそんな欲求が特に強かったようです。その証拠に今も頭の中では何人もの《妄想少女》が駆け回っています。いや、笑わないで下さい。彼女たちのおかげで中学の頃からの夢だった作家デビューを飾れたのですから。今は頭の中に宿る『女子中学生の妄想少女』に感謝です。

　本書は、そんな《妄想少女》たちが大勢出てくるラブコメです。いえ、峰みね倉くらさんたちは中学生のお子様なので「ラブ」の前に「ライト」がついて「ライトラブコメ」と呼ぶのが正しいかも知れません。これは持論ですが、恋に興味がない人はいないと思います。そして、恋のパラメーターというものが存在するのであれば、中学二年生を境にして一気に振り切れると思っています。人生的にもっとも面白い時期かもしれません。

　そして、わたしはそんな素晴らしく美しい時期を「妄想」に励はげみ、無む為いに過ごしました。《妄想少女》が生まれたのもこの辺あたりで、他にも「あんなこといいな、できたらいいな」の妄想ワールドに浸ひたっていました。妄想は自由自在なので、売れっ子漫まん画が家かになったり、人気イラストレーターにもなりました。小説家にもなったことがあります。つい数年前まで、その痛さを中二の記憶と共に封印していたのですが、あの頃のモヤモヤ妄想が現実になるのだから、この世は不思議で満みち溢あふれています。そこで読んで下さった方の中に中学生がいらっしゃったら聞いて下さい。

「妄想しましょう」

　もしかしたら夢が叶かなうかも知れません。わたしは叶いました。

　あらためて、拙せつ著ちよをお買い上げいただき、ありがとうございました。

　感想などありましたら是ぜ非ひ下さい。もしよろしければ皆様の妄想少女を教えてくれると嬉うれしいです。イラスト付きであればなお素晴らしいですね。

　それでは、ここいらで。またお会いしましょう。ありがとうございました。



































　　　　この作品は、第12回エンターブレインえんため大賞小説部門、優秀賞受賞作品「妄想少女」を改題・改稿したものです。
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